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67 年以上におよぶ
The Aflac Way 

（アフラック・ウェイ）：
パーパス（企業の存在意義）と 
ともに歩み続ける

The Aflac Way は、67 年以上前に当社が確立し

たコア・バリューを具現化したもので、今もなお、

運営の基礎となっています。それは、ご契約者、従

業員、株主をはじめとするステークホルダーの皆様の

ご期待にお応えするための、当社の決意と約束です。

The Aflac Way は、単に私たちの働き方を示す

ものではなく、企業文化の一部であり、また当社を

頼りにしてくださっている方々への約束を確実に果

たすために、私たちがどのように行動すべきかを具

体的に示したものです。アフラック・ダックが登場

するはるか昔から、アフラックで働く人々は、The 

Aflac Way を規範とする行動とサービスを通じ

て、アフラックの企業ブランドを確立するために尽

力してきました。

The Aflac Way の 7 つのコミットメント

1　頻繁にコミュニケーションをとる

2　すぐに対応する

3　仕事を知る

4　 周りに対して、敬意と思いやりを 

もって接する

5　「あなたの問題」は「私の問題」

6　誠実であること

7　自分ではなく、お客様をお守りする
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アフラック・インコーポレーテッドについて
アフラック・インコーポレーテッド（ニューヨーク証券取引所のティッカー・シンボル：AFL）は、
日米の子会社を通じてご契約者に保障を提供するフォーチュン 500 企業です。両国における補完
保険のリーディング・カンパニーとして、ご契約者の皆様が病気や怪我をした時に給付金を現金で
迅速にお支払いしています。67 年以上にわたって、アフラック・インコーポレーテッドの子会社の
保険商品は、ご契約者の皆様が経済的な負担を抱えずに回復に専念する機会を提供してきました。
米国では、アフラックは補完健康保険商品 No.1 の会社です *。アフラック生命保険株式会社は、
日本におけるがん保険・医療保険の最大手です。

当社の約束
私たちアフラックは、67 年以上にわたって、世界中の数千万人のご契約者やお客様に経済的な保
障と安心を提供するという、特別な機会に恵まれてきました。過去数十年の間に多くのことが変化
しましたが、ひとつだけ変わっていないことがあります。それは、すべてのステークホルダーの皆
様に対する当社のコミットメントです。ご契約者が私たちを最も必要とされるのは、病気や健康面、
あるいは生活上の問題に直面した時です。そうした時にご契約者にしっかりと寄り添うことを、私
たちはお約束し、日々実践しています。私たちは、従業員や個人の募集人、そして多様な販売網のネッ
トワークを通じて夢とキャリアを実現しようとしている人たちを応援しています。アフラック・イン
コーポレーテッドに投資し信頼をいただいている株主の皆様のために、何十年にもわたって価値を
創造してきた実績を守り続けることにもコミットしています。がんやその他の重い病気と闘っている
子どもたちへの支援を始めとする慈善活動を通じて、コミュニティの皆様に還元し、より良いコミュ
ニティづくりに貢献できる立場にあることを光栄に思っています。

アフラック・インコーポレーテッドのゴール
日米両国のお客様に補完保険商品の分野で
最高の価値を提供すること。

アフラック・インコーポレーテッドの 
長期的な成長戦略
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アフラック・インコーポレーテッド
会長兼最高経営責任者ダニエル・
P. エイモスからのメッセージ

当社は、1955 年の創業以来、変わらないものがあることを日々
再認識しています。それは、人々が、最高の医療を受け、経済的な
苦難から身を守ることを望んでいるということです。今、お客様は、
ご自身でそれを達成することが今まで以上に難しくなっていること
を実感されていると考えます。医療は驚異的な進歩を遂げましたが、
その分費用も高いという複雑な医療環境の中で、パートナーを持つ
ことはこれまで以上に重要です。アフラックの創意工夫と思いやり
のある企業姿勢を通じて、適切な商品とソリューションを提供するこ
とで、私たちはそのようなパートナーになれると信じています。

私たちは、商品やソリューションのみを重視しているのではありま
せん。すべての条件が同じであれば、多くの人が、良き企業市民で
もある企業と取引することを選ぶと信じているのです。私たちはこれ
を 「The Aflac Way」 と呼んでいます。

The Aflac Way は、当社の文化、日常業務、そして私たちを日々
お役立ていただいているコミュニティとの交流に織り込まれている
一連の行動指針となっています。ご契約者が私たちを最も必要とす
る時に寄り添うこと、小児がんに向き合うご家族に手を差しのべる
こと、多様な従業員や販売チャネルに機会を提供すること、環境へ
の影響に配慮すること、そして株主価値をお守りすることなど、こう
した当社のアプローチは、正しい行いというばかりでなく、ビジネス
としても理にかなったものであると確信しています。

2022 年を振り返ると、当社の経営陣、従業員、販売部門は、当
社が約束した通り、ご契約者が私たちを最も必要とする時に寄り添
い、また事業の回復力を発揮し続けました。全体として 2022 年上
半期は、新型コロナウイルス感染症によるパンデミックの影響によ
り、特に日本の事業が影響を受けましたが、徐々に改善しつつあり
ます。一方、米国ではパンデミックの影響はほぼ沈静化しました。

当社が堅実な利益を上げつつ、社会的価値の提供という意味でも
目的を達成できたことを誇りに思います。

「すべての条件が同じであれば、

多くの人は良き企業市民でもある

企業と取引することを選ぶと信じ

ているのです。」
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2022 年の当社の希薄化後1 株当たり当期純利益は 6.59ドル、
為替変動の影響を除く1 株当たり調整後利益は 5.67ドルとなり *、
過去最高の 2021年に次ぐ、当社史上 2 番目の業績を達成しました。
この後者の収益性指標は、経営陣の業績評価を考慮するうえでの主
要な財務指標の一つであり、この指標の達成によって、株主やステー
クホルダーに長期にわたって利益をもたらす社会的責任のある企業
としての目的を果たし続けることができるのです。当社は、特に以下
の戦略的重点分野をてこに、持続可能な成長にむけた基盤の構築に
継続的に取り組んでいます。

• 多様で生産性の高い販売網

• 認知度、信頼度、ブランド力の高さ

• 商品イノベーションとカスタマイズされた高品質なサービス

• 安定した収益と強力なキャッシュ・フローに裏付けられた強固な
資本基盤

• 日米で業界をリードする市場シェア及び規模

2022 年は、40 年連続の増配を達成したことも特筆すべき成果
です。世界的なパンデミックという背景の中でも、このような記録更
新ができたことを誇りに思っています。

私たちアフラックは、ご契約者が必要とする時に寄り添うことを
約束し続けます。当社は、今後も事業を発展させ、私たちを頼りに
してくださっている方々、すなわち、ご契約者、株主、お客様、従業
員、販売チャネル、そして当社が事業を展開しているコミュニティを
引き続き大切にしてまいります。

「私たちは、多様で生産性の高い販売網、認知

度・信頼度・ブランド力の高さ、商品イノベー

ションとカスタマイズされた高品質なサービ

ス、強固な資本基盤 ... そして日米で業界をリー

ドする市場シェア及び規模の活用に継続的に

取り組んでいます。」

会長兼最高経営責任者
ダニエル・P. エイモス

本レポートを通じて、アフラック・インコーポレーテッドの財務業
績、事業、そして環境・社会・ガバナンスへの取り組みにおける多く
の実績についてご覧いただけます。

当社の思いやりを大切にする企業姿勢と、当社を頼りにしておら
れる方々との信頼関係が、一層ブランドを強固なものへと結実させ、
お客様、従業員、そしてすべてのステークホルダーの皆様に、当社
と関わりを持ちたいと思っていただけるものと、私は確信しています。
このような企業姿勢は、最終的には株主の皆様に長期的な価値を提
供することにもつながります。本レポートの内容や、今後の新たな展
開についてお楽しみいただけましたら幸いです。

*  調整後利益は、調整後収益から保険金給付金及び調整後費用を差引いたものです。1 株当たり調整後利益（基本あるいは希薄化後）は、当該期間の調整後利益を期中の加重平均発行済株式数（基
本あるいは希薄化後）で除したものです。収益及び費用に対する調整は、予測不能あるいは経営のコントロールが及ばない一部の項目から構成されています。調整後収益は、調整後資産運用損益（純
額）を除いた米国会計基準（米国 GAAP）ベースの収益合計です。調整後費用は、社債等に係るデリバティブからの金利キャッシュ・フローへの影響を含み、当社の保険事業の通常の業務に関
係せず当社の基礎となる業績を反映しない非経常的損益及びその他の損益を除く、米国 GAAP ベースの新契約費及び事業費の合計です。当社経営陣は、当社の連結ベースの保険事業の財務業
績を評価するにあたっては、調整後利益及び希薄化後 1 株当たり調整後利益を用いています。また、これらの財務指標を表示することは、当社の保険事業に内在する利益の原動力や傾向を理解
するに際して、極めて重要であると当社経営陣は確信しています。 調整後利益及び 1 株当たり調整後利益（基本あるいは希薄化後）と最も比較可能な米国 GAAP の財務指標は、それぞれ当期
純利益及び 1 株当たり当期純利益です。当期における為替変動の影響を除く調整後利益は、比較対象の前年同期における平均為替レートを用いて計算されており、これにより、為替レートの変
化のみによってもたらされる変動を消去しています。当期における為替変動の影響を除く希薄化後 1 株当たり調整後利益は、当該期間の為替変動の影響を除く調整後利益を期中の加重平均発行
済株式数（希薄化後）で除したものです。当社は、当期における為替変動の影響を除く調整後利益及び当期における為替変動の影響を除く希薄化後 1 株当たり調整後利益は重要であると考えて
います。なぜなら、当社の事業の重要な部分は日本で行われており、為替レートは経営のコントロールの及ばないものだからです。したがって、当社は米ドルに対する為替換算（主として日本円）
の影響について理解することは重要であると考えています。当期における為替変動の影響を除く調整後利益及び当期における為替変動の影響を除く希薄化後 1 株当たり調整後利益と最も比較可
能な米国 GAAP の財務指標は、それぞれ当期純利益及び 1 株当たり当期純利益です。1 株当り調整後利益の 5.67 ドルには、1 株当り調整後投資収益（純額）の 0.70 ドル、調整後利益への
調整項目に係る法人税効果の 0.56 ドル、及び為替変動による影響の 0.34 ドルが含まれていません。

本書では、アフラック・インコーポレーテッドの事業を総称して「アフラック」または「当社」、当社の米国事業を「アフラック（米国法人）」、当社の日本事業を「アフラック（日本法人）」と
表記する場合があります。 



4

アフラックに 
ついて

資産運用及び
投資

フィランソロピーガバナンス 環境 人財 別表

2022年　ビジネス＆サステナビリティレポート

アフラックにおける
サステナビリティ

アフラック・インコーポレーテッド
社長兼最高執行責任者

フレッド・クロフォード

今日の環境では、お客様と投資家の双方から、かつてないほどパー
パス（企業の存在意義）とプロフィット（経済的利益）の両立を図る
ことが求められています。それは、企業の社会的責任、環境・社会・
ガバナンス（ESG）、あるいは単に「正しい行いをする」などと呼ばれ
ているものです。アフラックでは、ステークホルダーや地域の人々の
生活の質の向上の一助となることは、正しい行いであるばかりでなく、
ビジネスとしても理にかなったものであり、お客様、従業員、販売部門、
投資家などの人々に、当社の一翼を担いたいという気持ちを強めてい
ただくことになるものと考えています。そして、最終的には、このこと
がより持続可能な事業へのアプローチであるとともに、株主価値を継
続的に向上させるものであると確信しています。当社が毎年、正しく
行動し、信頼性と透明性をもって進捗状況を報告していることが評価
されたことを嬉しく思います。

当社は常にパーパスの下に事業を進めてきましたが、さらに、環境・
社会的目標と利益目標を同時に達成する上で、株主価値の向上がどの
ように関連するかを測定・追跡すべく、明確な目標の策定と、必要な
能力の向上に取り組みました。小児がんや血液疾患との闘いなど、長
期的な環境面、多様性、社会面での課題を解決するための投資と持続
的な取り組みのレベルを高めるには、このバランスが重要です。ESG
と財務・戦略的パフォーマンスは、自然に共存する形で行われ、私た
ちのフランチャイズ価値全体を高める役割を果たすものでなければな
りません。端的に言えば、多様性、環境、社会的コミットメントを重
視することで、当社のブランドを守り、販売パートナーやご契約者の
期待に応えるかたちで優秀な人財を惹きつけるのです。その結果、当
社の業績が向上し、資本投資が当社に集まり、成長を続けることがで
き、その成長と生み出した利益や資本を ESG の取り組みに還元する
ことができます。これらの努力は、互いに対立するものでも、相反す
るものでもありません。断片的な要素が集まったモザイクのように、そ
れぞれの取り組みは、一つの組織を構成する個々の要素と言えます。
それらが結集して、「この会社の一員になりたい」「この会社から購入
したい」「この会社に投資したい」と思っていただける、魅力的な組織
をつくるのです。

当社は、創業以来、事業を成長させるための戦略として、良き企業
市民であるために必要なことに総力を挙げて取り組み、また直接投資
をしてきました。苦労して得た栄誉が認められたことは、パーパスを大
切にすることがいかにお客様や株主の皆様への価値提案と整合してい
るかを示しています。

「ダイバーシティ（多様性）、エクイティ（公
平性）、インクルージョン（包摂性）を優
先することは、公平な機会を提供すること
であり、それはビジネスの正しいあり方で
あると確信しています。そのような企業姿
勢で事業を行うことで、私たちは市場とも
つながり、より大きな成功の可能性を手に
入れることができるのです。」
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本レポートについて

アフラックでは、全社的な ESG に係る戦略と活動につ
いて、オープンで透明性の高い報告に努めており、その
ために、パーパス（存在意義）とプロフィット（経済的
な利益）を両立させる当社の継続的な取り組みを把握し
ています。「ビジネス＆サステナビリティレポート」は、
従業員、お客様、投資家、地域社会、そして地球に与え
る影響について当社がどのように測定し、管理している
かという情報とともに、当社の事業内容と財務業績を統
合して報告したものです。

本レポートは、アフラック・インコーポレーテッドとその事業セグメン
トであるアフラック（米国法人）及びアフラック（日本法人）の環境、社
会、ガバナンスに関する戦略、進捗、データ、及び成果に係る、財務情報
及び非財務情報を記載しており、特に記載のない限り、2022年度（1月
1日から12月31日まで）の情報です。財務情報は、特段の記載がない限
り、すべて米ドル建てで表示されています。その他の当社のサステナビ
リティ活動やその開示情報については、当社ウェブサイトの投資家向け
情報セクションの「サステナビリティ」をご覧ください。

本レポートでは、「アフラック」、「私たち」または「当社」という用語
は、アフラック・インコーポレーテッドを指します。「アフラック（米国
法人）」とは、当社の米国保険子会社であるアメリカン・ファミリー・ラ
イフ・アシュアランス・カンパニー・オブ・コロンバス及びその完全子会

報告範囲と境界
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社であるアメリカン・ファミリー・ライフ・アシュアランス・カンパニー・
オブ・ニューヨーク（アフラック・ニューヨーク）、アフラック団体保
険のブランド名を用いるコンチネンタル・アメリカン・インシュアラン
ス・カンパニー（CAIC）、ティア・ワン・インシュアランス・カンパニー

（TOIC）及び保障管理機関であり全米ネットワーク歯科・眼科保険
会社であるアーガス・デンタル＆ビジョン・インク（Argus 社）を総
称するものです。「アフラック（日本法人）」とは、当社の日本におけ
る保険子会社であるアフラック生命保険株式会社及びその子会社を
総称するものです。「アフラック・グローバル・インベストメンツ」と
は、当社の資産運用子会社であるアフラック・アセット・マネジメント・
エルエルシー及びその日本における運用子会社であるアフラック・ア
セット・マネジメント株式会社を指します。「アフラック・グローバル・
ベンチャーズ」とは、当社のコーポレート・ベンチャー子会社である
アフラック・グローバル・ベンチャーズ・エルエルシー及びその子会
社を指します。

基準と枠組み
本レポートの内容は、正確性、バランス、明瞭性、比較可能性、

信頼性及び適時性の原則に則って定義されています。

本「2022 年ビジネス＆サステナビリティレポート」は、サステナ
ビリティ会計基準審議会（SASB）、気候関連財務情報開示タスク
フォース（TCFD）、国連の持続可能な開発目標（UN SDGs）、グロー
バル・レポーティング・イニシアチブ（GRI）などのいくつかの主要な
報告の枠組みに沿って作成されています。当社は、当社事業にとって
最も重要な情報の開示に重点を置いています。これらの基準に沿っ
た開示は、本レポート内及び別表に注記されています。

アフラック・インコーポレーテッドは、2022 年 1 月 1 日から
2022 年 12 月 31日までの期間において本レポート及び GRI 内容
索引に引用されている情報を、2021 年 GRI 基準を参照して報告し
ています。環境データは 2021 年のものです。

本レポートでは、アフラック・インコーポレーテッドとそのステーク
ホルダーにとって最も重要な問題を反映するため、前記の報告の枠
組みが「重要トピックス」と呼ぶ用語を含む特定の用語を使用してい
ます。こうした文脈で使用されるこれらの用語は、証券取引法により
定義・解釈される、あるいは財務諸表や財務報告の文脈で使用される

「重要な」または「重要性」などの用語と混同されるべきではありま
せん。

アフラックは、本レポートについて、第三者による検証を求めてお
らず、データを内部検証する方法をとっている点にご留意ください。

本レポートに関するご質問やご要望は、esg@aflac.com までお
寄せください。

予測情報について
1995 年の私的証券訴訟改革法は、企業に対して、いわゆる ｢安

全港｣ の規定を設けています。規定によれば、その記述が将来予測
に関する記述（forward-looking statement）として特定され、将
来予測に関する記述に含まれる内容と大きく異なる結果を引き起こ
す可能性がある重要な要素を記した有意義な警告を伴うならば、自
社の見通しに関する情報を積極的に提供するよう奨励しています。当
社は、この規定を活用したいと考えています。

本書は、将来の見通しと大きく異なる結果を引き起こす可能性が
ある重要な要素を記した警告を記載しています。こうした将来の見通
しは、本書の中、あるいはアナリストと当社役職員との議論、米国証
券取引委員会（SEC）に提出された文書の記述に含まれています。

将来予測に関する記述は、過去の情報に基づくものではなく、将
来の事業、戦略、財務業績及びその他の進展事項に関するものです。
更に、将来予測に関する情報は、さまざまな仮定や、リスク、不確
定要素から影響を受けます。特に、｢予想する｣ ｢予測する｣ ｢確信し
ている｣ ｢目標｣ ｢目的｣「可能性がある」「すべきである」「推定する」「意
図する」「見積もる」「するつもりである」「仮定する」「潜在的」「対象」「見
通し」、あるいはその他の類似した言葉を含む記述、また将来の結果
についての特定の予測は、一般に将来予測に関する記述です。当社は、
将来予測に関する記述について、最新情報を提供する義務を負いま
せん。将来予測に関する記述に含まれる内容と大きく異なる結果を
引き起こす可能性がある、前提、リスク、不確実性及びその他の重
要な要素の詳細については、SEC に提出した当社の最新のフォーム
10-K 及びフォーム10-Q をご参照ください。

mailto:esg%40aflac.com?subject=
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アフラックに 
ついて

高品質の補完保険商品を提供する
リーディング・カンパニー
ご契約者が当社を最も必要とするときに寄り添い、お役立ていただくという約束を守り、The Aflac Way に即した
事業を展開することで、当社は、公正かつ迅速な保険金のお支払いを期待されている世界中の数千万人のご契約者、
お客様からの信頼を得ています。

日本におけるがん・医療保険分野
2022 年度 収益 ( 億ドル )

2022 年度 保険料収入（純額）の内訳

2022 年度 税引前純利益 ( 億ドル )

米国の職域における補完医療保険分野

株式時価総額

日本セグメント 米国セグメント2022 年度の総収益

2022 年度の従業員数

No.1

447 億ドル *

195 億ドル

約 12,800 名

No.1
$123 $31$65 $13
日本セグメント 日本セグメント米国セグメント

第三分野保険
がん保険

* 2022 年 12 月 31 日の終値に基づく

生命保険 重大疾病

その他
医療保険

事故・重度障害
保障保険

生命保険

医療保険

65%

50%

29%
17% 45%

79%

21% 31%

7%

35% 70% 30%

米国セグメント

アフラック（米国法人）及び
アフラック（日本法人） 
について

アフラックに 
ついて

資産運用及び
投資

フィランソロピーガバナンス 環境 人財 別表アフラックに 
ついて

7 2022年　ビジネス＆サステナビリティレポート
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アフラックに 
ついて

アフラック（日本法人）
について

日本は、米国、中国に次ぐ世界第三位の生命保険市場です。
アフラック（日本法人）は、成長が続いているがん保険、医
療保険、介護保険などの第三分野において、2022年3月
末時点で保有契約件数で最大手の保険会社です。2022
年、アフラック（日本法人）は、24.9％という強固な利益率
と、94.1％という非常に高い契約継続率を記録し、全般的
に堅調な財務業績を残しました。

2022 年は、3 月に休職保険、8 月に最新のがん治療に対応
した新たながん保険、＜「生きる」を創るがん保険 WINGS ＞を
発売し、第三分野商品の商品ラインアップをさらに強化しました。
厳しい外部環境のなか、2022 年の新契約年換算保険料は前年
実績と同水準となりました。 

2024 年に、アフラックは日本で 50 周年を迎えます。私た
ちはこのマイルストーンに向けて、「生きる」を創るリーディング
カンパニーとしての地位を確立することを目的として、「Aflac 
VISION2024」という戦略的ビジョンを策定しました。アフラッ
ク（日本法人）の中期経営戦略は、この「Aflac VISION2024」
に向けたロードマップです。営業・マーケティング領域においては、
がんや医療などに関する様々な社会的課題に対する保障やサー
ビスを提供し、他社との差別化を実現する「『生きる』を創るエ
コシステム」の構築に注力していきます。

2023 年 1月に、罹患時から社会復帰までを包括的にサポー
トする新たなサービス「アフラックのよりそうがん相談サポート」
も展開するなど、商品・サービスをさらに強化しています。加えて、
ビジネスパートナーとの協創関係を深化させ、代理店の支援に
力を入れています。
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フィランソロピーガバナンス 環境 人財 別表アフラックに 
ついて
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2022 年 アフラック（日本法人）財務ハイライト

保険料収入（純額）*

4.2％減少

調整後投資収益（純額）
5.5％増加

税引前調整後利益
3.1％減少

税引前利益率
30bp 低下

調整後事業費率
前年比同水準

第三分野保険の保険金給付金比率
260bp 上昇

1 兆 2,456 億円

3,515 億円

3,993 億円

1 兆 5,540 億円 68.9%

59.2%21.5%

24.9%

調整後収益
2.2％減少

保険金給付金比率
170bp 上昇

* 保険料収入（純額）は出再保険控除後
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アフラックに 
ついて

  

日本のお客様との接点となる販売網
アフラック（日本法人）では、お客様が保険の加入を決めたいとお考
えになる場所に、当社が存在することが非常に重要だと考えています。
その点で、アフラックの多面的な販売網は、日本で最も強力なもの
の一つであり続けていると確信しています。

アフラックは日本において、がん保険・医療保険の最大手保険会
社ですが、さらに多くのお客様との接点を持つことができると考え
ています。これを実現するのは、革新的な商品、強力なブランド力、
そして幅広い販売網です。個人代理店、独立法人代理店及び系列法
人代理店などのアフラック（日本法人）の伝統的な販売チャネルは、
2022 年の販売の非常に大きな部分を占めましたが、今後も私たち
の成功の鍵を握っています。また、がん保険の業界最大手であるア
フラック（日本法人）は、日本で最大の販売網を擁する日本郵政グ
ループとの戦略的な提携関係にあり、日本全国の郵便局で取り扱う
がん保険は、アフラック（日本法人）のがん保険のみとなっています。
私たちのがん保険は、日本郵便株式会社（日本郵便）が全国に 2 万
局超擁する郵便局と、株式会社かんぽ生命保険（かんぽ生命）の 76
の支店及び 623 のかんぽサービス部を通じて販売されています。

オンラインでの相談・申込みなどの非対面での販売活動を拡大し
たことで、新型コロナウイルス感染症によるパンデミックの影響を軽
減することができました。お客様の保険相談・申込みに関するニーズ
の変化に対応するため、アフラック（日本法人）では、お客様が保
険相談から申込みまでオンラインで完結できる仕組み「アフラックの
オンライン相談」を、2020 年 10 月に他社に先駆けて代理店チャ
ネルに導入しました。また、現在では「アフラックのオンライン相談」
は新型コロナウイルス感染症の対策のみならず、訪問や来店が困難
な遠隔地のお客様への案内など、既存の対面による販売手法と組み
合わせて効果的に活用する例も増えています。今後は、他の販売チャ
ネルへもオンライン相談の取り組みを拡大していくことを検討してお
り、お客様との多様なコミュニケーションチャネルを持つ当社の強み
が一層強化されると考えています。

アフラック（日本法人）の販売チャネル

伝統的な販売チャネル *

アフラック（日本法人）は 2022 年 12 月末現在、7,000 店以 
上の代理店と提携しており、個人代理店を含めて 110,000 人あま
りの募集人が従事しています。

業務提携

日本郵政グループ
2022 年現在、アフラック（日本法人）のがん保険を販売する日

本郵便の郵便局の数は 2 万局を超えています。かんぽ生命では法人
領域を担当する76の支店と、個人領域を担当する623のかんぽサー
ビス部を通じて当社のがん保険を提供しています。

第一生命保険株式会社
2001 年に、第一生命保険相互会社（現 第一生命保険株式会社）

との業務提携を開始し、現在、約 4 万人にのぼる第一生命の「生涯
設計デザイナー」が、アフラック（日本法人）のがん保険を取り扱っ
ています。

大同生命保険株式会社
2013 年、大同生命保険株式会社は、中小企業の団体である法人

会において当社がん保険の販売を開始しました。また、2018 年 4
月には、近畿 2 府 4 県の納税者団体である納税協会におけるがん保
険販売にまで業務提携を拡大し、法人会と同様にアフラック（日本
法人）のがん保険をご案内しています。

金融機関窓販
2022 年 12 月末 現在、国内金融機関の約 9 割にあたる国内

359 の金融機関と提携しています。

* 個人代理店、独立法人代理店及び系列法人代理店を含む。
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アフラックに 
ついて

  

商品戦略の概要
日本では、国民皆保険制度の下で、国民に標準的な医療保障が提供

されています。少子高齢化が急速に進行する中で、この国民皆保険制度
は財政負担が増加しており、医療費の増加は生活者の経済的な負担の
増大につながっています。結果として、生活者は、医療費の自己負担額
の増加など、より大きな経済的な負担を余儀なくされており、こうした
費用を軽減するため、多くの生活者は民間の第三分野保険への加入を
考えるようになっています。このような経済的負担を和らげる解決策と
なっているのが、アフラックという信頼性の高いブランドと、高い評価
をいただいている保険商品です。アフラック（日本法人）の商品ポート
フォリオの基盤は、がん保険や医療保険といった第三分野保険です（商
品一覧をご参照ください）。アフラック（日本法人）は、時代とともに変
化するお客様のニーズや、医療の進歩、さらには日本の社会保障制度
の変化に、時には先手を打って対応しながら、商品の改良を進めていま
す。第三分野保険に重点を置きながらも、より包括的な保障を提供する
ために、第一分野保険も販売しています。第三分野保険は、生命保険や、
WAYS、学資保険といった資産形成商品に比べて、収益性が高く、金
利感応度が低い商品です。

2023 年の商品戦略では、主に 3 つの取り組みを通じて、ご契約者
に価値を提供していきます。

第一に、基幹商品であるがん保険と医療保険の推進です。がん保険は、
2022 年 8 月に最新のがん治療対応した＜「生きる」を創るがん保険 
WINGS ＞を発売しました。また、2023 年 1 月には罹患時から社会
復帰までを包括的にサポートする新たなサービス「アフラックのよりそ
うがん相談サポート」を開始しました。相談窓口では、がん患者とその
ご家族に、一人ひとりのがん患者に合ったサービスや情報を提供するこ
とで、治療法の選択や療養、意思決定などをサポートします。医療保険
については、2021 年に発売した新商品が多くのお客様にご好評いた
だいており、継続して販売を促進していきます。

第二に、介護保険と就労所得保障保険による第三分野商品のマーケッ
ト拡大です。介護が社会課題として認識されるほか、若中年層における

「働けなくなるリスク」の高まりにより、今後、介護保険や就労所得保
障保険に対するニーズも高まっていくと考えています。現在では医療保
険やがん保険と比べるとマーケットボリュームは小さいですが、成長す
るポテンシャルを有しています。2021 年 9 月に発売した＜アフラック
のしっかり頼れる介護保険＞、2022 年 3 月に発売した＜働くあなたを
支える アフラックの休職保険＞を推進することで、第三分野商品のマー
ケットの拡大を図っていきます。

第三に、資産形成商品 ( 例えば WAYS や学資保険 ) と第三分野商
品による総合保障提案の推進です。若中年層における資産形成ニー
ズに応えるため、2022 年 11月に終身保険 WAYS、学資保険の料
率改定を行い、商品力を強化しました。これらの商品と第三分野商
品を併せた総合保障提案によって、お客様にライフステージごとのリ
スクに応じた最適な保障を提供していきます。アフラック（日本法人）
では、お客様に寄り添った提案活動を通じて、お客様がより充実した
人生を実現することをサポートしていきます。

さらに、アフラック（日本法人）は新商品を開発し、革新的なチャ
ネルを通じて新たな市場を開拓することを検討しています。例えば、
以下のようなものです。

• 2021 年 2 月、アフラック（日本法人）は「SUDACHI 少額短期
保険株式会社（以下、SUDACHI）」を設立しました。SUDACHI は、
日本におけるアフラックの商品ラインアップを拡大し、多様化する
お客さまのニーズに応える可能性のある保険商品を柔軟に開発す
るためのインキュベーションプラットフォームです。

• 2023 年 1 月、アフラック（日本法人）は、米国トゥルーパニオ
ン社との共同事業として「アフラック ペット少額短期保険株式会
社」を設立しました。この合弁会社を通じて、アフラックの強い
ブランド力と日本での豊富な経験を、トゥルーパニオンのペット
保険における専門知識と融合させることで、大切な家族の一員で
あるペットに健康上の問題が発生した際にお客様に寄り添う保険
会社であることを目指しています。

このように、アフラックは、"生きるを創る"リーディングカンパニー
として、これからも躍進を続けていきます。
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フィランソロピーガバナンス 環境 人財 別表アフラックに 
ついて

2022年　ビジネス＆サステナビリティレポート

アフラック（日本法人）保険商品

がん保険 医療保険 介護保険 休職保険

第三分野保険商品

がん保険
1974 年、当社は、日本で初めてがん保険を発売しました。以来、今日に至るまで、

当社はがん保険 No.1 の保険会社です。日本初のがん保険を発売してから 48 年
以上にわたって、医療環境の変化や重度の病気による潜在的な経済負担、ヘルス
ケアと医療技術の進歩などに対応するために、がん保険に改良を重ねてきました。
お客様に革新的で適切な価値ある商品を提供するという当社のコミットメントのも
と、2022 年 8 月に＜「生きる」を創るがん保険　WINGS ＞を発売しました。加
えて、2023 年 1月には、がん経験者向けプランの取扱いを開始しました。また、
罹患時から社会復帰までを包括的にサポートする新たなサービス＜アフラックのよ
りそうがん相談サポート＞も、2023 年 1月に提供を開始しました。

介護保険
2021 年 9 月、当社は、介護保険の新商品＜アフラックのしっかり頼れる介護

保険＞を発売しました。この商品は、支払基準が公的介護保険の要介護認定と連
動しており、公的介護保険制度を踏まえた自己負担相当額をカバーする補完保険
です。お客様にとって分かりやすい合理的な保障を、手頃な保険料で提供してい
ます。

休職保険
2022 年 3 月、当社は＜働くあなたを支える アフラックの休職保険＞を発売

しました。この商品は、1 年未満の休職に伴う比較的短期の入院や在宅療養が必
要な場合の保障を提供します。特に中小企業の従業員において、 若中年層の「働
けなくなるリスク」の高まりによる休職保障のニーズに応える商品です。

医療保険
2002 年の初めに、当社は、＜一生いっしょの医療保険  EVER ＞を発売しま

した。この商品は、公的医療保険制度において自己負担部分の増加に直面してい
る日本の皆様に、解決策の一つとしてお役立ていただくために開発した単品の終
身医療保険です。EVER の発売から1 年で、アフラックは当時、日本における医
療保険の販売最大手となりました。2021 年 1 月には新商品＜医療保険 EVER 
Prime ＞を発売しました。この商品は、お客様のライフステージの変化に合わせ
た豊富な特約ラインアップにより、充実した保障を提供しています。

2022 年 8 月に 発 売した＜「生きる」を創 るがん 保 険　
WINGS ＞は、幅広い保障による経済的な安心を提供するこ
とに加え、看護師や社会福祉士など様々な分野の専門知識を
持つ「アフラックのよりそうがん相談サポーター」が治療や生
活、心のことまで、複雑に絡み合うがんの不安・悩みの解消
をサポートします。また、一人ひとりのがん患者や家族に合っ
たサービスや情報（セカンドオピニオンや家事代行サービス
など）も紹介します。写真でご紹介している当商品のＣＭでは、
がん患者の不安や悩みに対し、「アフラックのよりそうがん相
談サポーター」が親身に寄り添う様子を描いています。

写真は、当商品の CM です。 働く人の 10 人に 1 人が休職
するリスクがあることを具体的かつリアルに表現し、他人事
ではないことや、もしもの備えの必要性を伝えています。
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アフラックに 
ついて

資産運用及び
投資

フィランソロピーガバナンス 環境 人財 別表

2022年　ビジネス＆サステナビリティレポート

アフラックに 
ついて

第一分野保険商品
以下を含む生命保険商品

保障性商品： 定期保険、終身保険、GIFT 資産形成商品： WAYS、学資保険

定期保険及び終身保険
1996 年、当社は、初めて定期保険及び終身保険を発売しました。これらの

商品は、比較的少額の死亡保障を提供するもので、単品または特約の形で販売
されています。2018 年には、低解約返戻金で、非喫煙者には割引保険料を適
用する、保険料負担を抑えた「かしこく備える終身保険」も発売しました。

GIFT
2017 年 2 月、当社は、GIFT を改定しました。この商品は、被保険者がお

亡くなりになった時に、受取人（一般的にはご家族）に対し毎月給付金をお支払
いするもので、給付期間は、被保険者がご存命であった場合に、加入時に定めた
年齢に達するときまで続きます。

WAYS*

2006 年、当社は、WAYS を発売しました。WAYS では、ご契約者があら
かじめ定めた年齢に達した時に、保障を年金、医療保障、  介護年金に変更するこ
とができます。

学資保険*

2009 年、当社は、学資保険を発売しました。この商品は、子どもの高校入
学時の学資一時金や、大学在籍の 4 年間にわたって、毎年、  学資年金をお支払
いするものです。

*  アフラック（日本法人）は、第三分野商品と併せた総合保障提案を主たる目的として、資産
形成商品の販売を行っています。
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アフラックに 
ついて

資産運用及び
投資

フィランソロピーガバナンス 環境 人財 別表

2022年　ビジネス＆サステナビリティレポート

アフラックに 
ついて

生産性、サービス、そして価値を生み出す、

テクノロジーとデジタルへの投資
アフラック（日本法人）は、以下のようなデジタル・トランスフォー

メーション（DX）の取り組みを進めています。

今後、アフラック（日本法人）は、コアビジネスである「生きるた
めの保険」のリーダーとして、お客様にとって価値ある商品・サービ
スの提供をデジタルテクノロジーで実現していきます。また、社会の
変化に対応する新たなビジネス領域においても、デジタルテクノロ
ジーを活用し、保険サービスと保険以外のサービスを連携すること
で、保険の枠を超えた新たな価値を創造します。

1. クラウド型デジタルサービス

"ADaaS/Aflac Digital as a Service" の提供：
2022 年 4 月、アフラック（日本法人）は、デジタルを活用した

営業活動やその他の業務をサポートし、お客様に新たな体験価値を
提供するクラウド型デジタルサービス「ADaaS/Aflac Digital as a 
Service」の提供を開始しました。これは、お客様向け、販売代理
店向け、ビジネスパートナー向けのすべてのデジタルサービスをひと
つのクラウドサービスプラットフォームとして束ねたもので、利用者
がサービスメニューの中からご希望のサービスだけを選択して利用
することができます。

アフラックミラー：
販売代理店の店頭に来られるお客様へ新たな顧客体験を提供して

コミュニケーションのきっかけを作ったり、お客様の日々の生活に寄
り添い、QOL の向上や顧客ロイヤルティの向上を図ることを目的に、
2022 年 4 月から「アフラックミラー」のサービスを開始しました。
これはスタートアップ企業が開発したミラー型の IoT 機器に対し、保
険・健康に関連するコンテンツを当社が提供するものです。鏡の特
性を活かしたさまざまなコンテンツや肌診断、ジェスチャーゲームや
クイズなど、大人も子どもも楽しめるコンテンツにより、お客様が気
軽に販売代理店に来店できる雰囲気を醸成しています。また、自宅
で使える小型のアフラックミラーは、鏡を見るという日常的な行為を
通じて、顔の表面温度、脈拍、肌の保湿状態などから、どのような
運動をすることが望ましいかの目安を確認したり、健康増進のための
エクササイズ動画などを楽しむことができます。

AR チラシ・AR 名刺：
保険相談のきっかけやお客様との接点を創出することを目的に、

2022 年 5 月から AR 活用した「AR チラシ/AR 名刺」を提供して
います。お客様は、チラシや名刺にある二次元コードを読み取ることで、
AR を使ったサービスにアクセスでき、動画や音声による保険商品や
販売代理店に関する説明を受けることができます。これによりお客様
は、募集人からリアルな説明を受けているかのような体験をしたり、
募集人のことをより鮮明に覚えていただいたりすることができます。

デジタルほけんショップ：
お客様の保険加入ニーズを醸成し、当社との新たな接点を創出す

るサービスとして、2022 年 5 月から「デジタルほけんショップ」の
提供を開始しました。これは、デジタル空間上に開設された販売代
理店やビジネスパートナーの店舗で、お客様は時間と場所に捉われ
ず、アバターを自由に操作して健康や保険、お金等の生活に関する
情報収集や疑問点の解決ができます。また、保険に興味を持ってい
ただいたお客様は、そのまま保険相談の予約やオンライン相談を開
始することもできます。

募集人マッチングサービス：
お客様がご自身のご希望や状況にマッチした募集人に保険の相談

ができるサービスとして、2022 年 5 月から「募集人マッチングサー
ビス」を提供しています。これは、お客様の趣味・嗜好や要望、地
理的な状況と募集人の特性を AI が分析し、お客様にとって最適な募
集人を紹介するサービスです。お客様は、AI が紹介した数名の募集
人の中から、希望する相性の良い募集人を選択できるため、お客様
満足度の向上が期待できます。

2. データ利活用の取り組み

ご契約者へのアフターフォローサービスの最適化：
アフラック（日本法人）では、ご契約者へのアフターフォローサー

ビスに AI で構築した予測モデルを適用しています。具体的には、現
在のご契約の情報などをもとにフォローを必要としているお客様に
ついて、最適なご連絡のタイミング・商品・手段を AI で推定し代理
店に情報提供することで、お客様にとって最適なアフターフォロー
サービスを提供しています。

新規のお客様へのアプローチ：
アフラック（日本法人）では、新規のお客様への当社商品へのご

加入の機会の提供に AI で構築した予測モデルを適用しています。具
体的には、当社のご契約をお持ちでない新規のお客様のうち、保険
のニーズが高そうなお客様を AI で推定し代理店に情報提供すること
で、新規のお客様へご加入の機会を提供しています。
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アフラックに 
ついて

資産運用及び
投資

フィランソロピーガバナンス 環境 人財 別表

2022年　ビジネス＆サステナビリティレポート

アフラックに 
ついて

アフラック（日本法人）各種受賞

第 22 回テレワーク推進賞
「会長賞」受賞

令和 3 年度 
がん対策推進企業表彰にて 

「厚生労働大臣表彰 最優秀賞」
受賞

健康経営優良法人2022 ～ ホワイト500 ～ 認定
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アフラックに 
ついて

資産運用及び
投資

フィランソロピーガバナンス 環境 人財 別表

2022年　ビジネス＆サステナビリティレポート

アフラックに 
ついて

アフラック（日本法人）各種受賞

日経 WOMAN「女性が活躍する会社 Best100」総合ランキング 3 位

コンタクトセンター・アワード 2022 にて 
「ストラテジー部門賞」受賞

「社内報アワード 2022」にて 
「ゴールド賞」受賞

令和 4 年度 
『テレワーク推進企業等
厚生労働大臣表彰 

（輝くテレワーク賞）」 
にて「優秀賞」を受賞

「PRIDE 指標 2022」 
ゴールド受賞

（職場における LGBTQ などの 
セクシュアル・マイノリティへの 
取り組みの評価指標）

公益社団法人 
企業情報化協会主催の 

「IT 賞」を 2 年連続受賞

「Insurance Asia 
Awards 2022」を
3 年連続受賞
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アフラックに 
ついて

資産運用及び
投資

フィランソロピーガバナンス 環境 人財 別表

2022年　ビジネス＆サステナビリティレポート

アフラックに 
ついて

アフラック（米国法人）

アフラック（米国法人）について
Vision 2025 の一環として、「人々が、予期せぬ医療費に対してより良く備えることのできる世界」の実現に向けて、当社はたゆまぬ
努力を続けています。当社が提供する商品へのニーズは、これまで以上に高まっています。同時に、生活者の行動や購買選好は変化し
続けており、伝統的なメディア以外の手法や職域外での接点を拡大したいと考えています。これは、お客様との接点を増やし、普及率
及び継続率を高めるための当社戦略の一部です。米国においてアフラックは、再び補完健康保険商品において最大手の保険会社とな
りました *。2023 年も、引き続き今のポジションを強化し、さらなる販売の拡大に取り組んでいます。

* LIMRA 2021 米国補完健康保険総合マーケットレポート

2022 アフラック（米国法人）財務ハイライト

保険料収入（純額）* 
0.8％減少

保険金給付金比率（全商品）
20bp 上昇

調整後投資収益（純額）
0.1% 増加

税引前事業費率
240bp 上昇

税引前調整後利益
10.4％減少

税引前利益率
240bp 低下

56億ドル 7億5,500万ドル 13億ドル

* 保険料収入（純額）は出再保険控除後。

41.9% 20.4%43.8%
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アフラックに 
ついて

資産運用及び
投資

フィランソロピーガバナンス 環境 人財 別表

2022年　ビジネス＆サステナビリティレポート

アフラックに 
ついて

アフラック（米国法人）マーケティング戦略
私たちのマーケティング戦略の中心は、「アフラックが健康保険では

カバーされない部分を補うことができる」ということを、人びとに知って
いただくことにあります。今年は、さらに深く掘り下げて、生活者がど
こに時間を費やしているかを調べ、それに応じてメディアへの露出を調
整しました。具体的には、従来のマーケティングチャネルと比較して、よ
り多くをデジタルやストリーミングで配信し、テレビへの投資を総メディ
ア支出の 50％以下に抑えました。私たちが誰をターゲットにしている
のかを見直し、周囲の文化や世界に積極的に関わる、より多様な生活者
にアプローチするよう進化させました。

GOAT（と G.O.A.T.）の年

今年、アフラックのクリエイティブは、アフラックが、宿敵というべき
「ギャップ」とどのように向き合っているかを示す、1 つのコアミッショ
ンを軸に展開されました。健康保険ではカバーされない空白を意味する

「ギャップ」は、2022 年のすべてのキャンペーンにおける一貫したテー
マでした。

アフラックは 2022 年に世界観を広げ、恐ろしいギャップを表現する
キャラクター「ギャップ・ゴート（ヤギ）」を登場させました。このキャラ
クターは、2 人の G.O.A.T（スポーツ界のレジェンド）であるセイバンコー
チとプライムコーチが登場する新 CM キャンペーン「アフラック・ダック 
vs. ギャップ・ゴート」でデビューしました。

キャンペーン中、敵役として登場するギャップ・ゴートは、仕事にいそ
しむアメリカ人の前に突然現れ、予期せぬ医療費を請求します。そして

「ギャアアアップ！」と、キャッチフレーズらしき鳴き声を上げます。ギャッ
プ・ゴートは、健康保険が医療費のすべてをカバーしない場合に生じる
ギャップを表現しています。アフラック・ダックは、ギャップ・ゴートに
対抗して、健康保険でカバーされる医療費とカバーされない医療費の
ギャップを埋める方法を示すことで、医療と経済的負担に不安を抱える
米国の生活者を助ける解決策、つまり、アフラックを表現しているのです。
プライムコーチとセイバンコーチは、アフラック・ダックとギャップ・ゴー
トの通訳を務めています。

カレッジフットボールの「Winning Every Saturday」キャンペーン

アフラックは、「Winning Every Saturday 」キャンペーンによって、
これまで受け継いできた大学スポーツへの取り組みを確固たるものにし
ました。アフラックは、ビッグゲームでの体験型活動から、ソーシャルメ
ディア、テレビ、デジタルなど、カレッジフットボールの試合期間中、毎
週土曜日に特集を組みました。プライムコーチとセイバンコーチとのパー
トナーシップにより、アフラックは今シーズンのカレッジフットボールの
話題の中心になり、軒並み好調な結果を残しました。

• 90 億回の獲得インプレッションと課金インプレッション

• 2 億 9,700 万回の動画再生

• 904,000 人へのオンサイトでのアプローチ

• セイバンコーチとプライムコーチが ESPN（アメリカのスポーツ専門
チャンネル）に取り上げられ、キャンペーンを紹介
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アフラックに 
ついて

資産運用及び
投資

フィランソロピーガバナンス 環境 人財 別表

2022年　ビジネス＆サステナビリティレポート

アフラックに 
ついて

商品ソリューション＋効果的な販売 ＋ 優れたサービス ＝ お客様
アフラックの補完保険は、病気や医療の利用に伴う収入や資産の毀損に対して、お客様に直接現金給付金をお支払いすることで保障を提供してい

ます。ご契約者には、こうした給付金を医薬品代、健康保険適用外の自己負担分、家計費負担など、予期しなかった医療費の自己負担の一助として
お役立ていただいています。当社の個人向け及び団体向けの幅広い保険商品は、ご契約者に優れた価値を提供するとともに、あらゆる規模の企業が、
従業員に手ごろな価格で包括的な保障のソリューションを提供できるよう、設計されています。

ニーズが変われば、保険も変化します。生活者や企業の意思決定者は、身体的・精神的な健康に対する所得保障を提供する商品・サービスの必要
性を感じています。その点を踏まえ、アフラックは「短期就業不能保険」の保障内容を拡大し、メンタルヘルスを保障対象に追加しました。

アフラック（米国法人） 保険商品
がん保険 *1 事故保険 *1 就業不能保険 重大疾病保険 *1 入院保障保険

歯科医療保険 *2 眼科医療保険 *2 生命保険（定期及び終身）

*1 コンシューマー・マーケットのプラットフォームで提供される保険商品
*2 補償及びネットワーク保険

がん保険
アフラック（米国法人）のがん保険は、初めてがんと診断された際の一時金と、

その後がん治療を受けた際の給付金をお支払いする商品です。アフラック（米国
法人）では、個人単位でがん保険を提供しています。

事故保険
アフラック（米国法人）は、個人・団体を問わず、事故保険を取り扱っています。

これらの保険は、保険の対象となる傷害が発生した場合に現金で給付を行うもの
です。保険契約の事故部分には、事故による死亡、四肢切断及び特定の傷害に
対する一時金と、入院に対する定額給付金が含まれています。また、住宅の改修
やウェルネスへの給付、組織的なスポーツ活動への参加に関連する傷害に対する
割増給付も提供されます。

就業不能保険
アフラック（米国法人）は、個人保険・団体保険を問わず、短期就業不能保険

を取り扱っています。
対象となる傷害、疾病、またはメンタルヘルスに対して保障を提供します。

重大疾病保険
アフラック（米国法人）は、個人保険・団体保険を問わず、重大疾病保障プラ

ンを提供しています。これらの契約は、心臓発作や脳卒中、がんなどの重大な病
気になったときに、現金で給付を行うものです。

入院保障保険
アフラック（米国法人）は、個人保険・団体保険を問わず、入院保障を提供し

ています。入院保障商品は、事故や病気による入院を支払事由として、ご契約者
に定額給付を行うものです。また、入院及び外来の手術や各種の診断結果に対
する給付も用意されています。さらに、アフラック（米国法人）は、個人保険に
おける事故保険、短期就業不能保険及び入院保障保険に付加することができる、
一定の重大疾病に関する一時金特約を提供しています。

歯科・眼科医療保険
アフラック（米国法人）は、団体保険において、ネットワーク歯科・眼科医療

保険を提供しています。またアフラック（米国法人）は、個人保険・団体保険を
問わず、固定給付型の歯科医療保険を提供しています。アフラック（米国法人）は「ビ
ジョン・ナウ SM」という個人向けの保険を提供しており、深刻な目の健康状態や
失明に対する給付に加えて、眼科矯正器具や検査に関する保障も提供しています。

生命生命（定期及び終身）
アフラック（米国法人）は、個人保険・団体保険を問わず、定期保険及び終身

保険を提供しています。
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アフラックは、生活者が最も必要とする時に寄り添い
お役立ていただけるよう努めています。

市場では、アフラックの保障ソリューションに対するニーズは引き続
き強く、当社はその機会を活かすことができる立場にあります。賃金が
伸び悩む中、医療費は上昇を続けていますが、アフラックは、自己負
担分の費用を現金で用意するという大きな課題を解決するためのお手
伝いをしています。約 1 億 5,600 万人の勤労者を抱える米国の労働市
場の中で、アフラックがアクセスできているのはその 3 分の1 以下で
あり、またその大半は小規模事業者向けとなっています。この市場機会
を捕捉するためには、幅広い販売網が必要です。私たちはアフラックと
ともに働く募集人の数を増やし、変化を続ける状況に対処するために
価値のご提案を拡充して、業界のリーダーとしての地位を維持していき
ます。

2022年、アフラック（米国法人）は、専属募集人チャネルの再活
性化、募集人の生産性を高めるためのテクノロジーの機能拡充、ブ
ローカーと専属募集人チャネル間の連携強化に取り組んだこともあり
販売が増加しました。アフラックのブローカー・チャネルの販売は、 
Eastbridge社の調査による2015年から2020年の5年間の複利年率
成長率では、業界平均を上回るものでした。

アフラック（米国法人）は、アフラック・ネットワーク・歯科・眼科保険、
団体生命保険、及び就業不能保険のプラットフォームの追加とその成長
により、価値提案力を拡充しました。このアフラックの戦略的な決断は、
これらの商品に対する市場の需要の高まりに対応するものです。また、
一般的な職域の販売モデルでは接点を持てない生活者へアクセスする
ため、当社はデジタル完結型のダイレクト・チャネルを立ち上げました。
アフラックが提供する価値を一層拡大できるよう、当社は人々が保険を
購入したいと思う場所でお役立ていただくための努力を続けています。
そして当社は、全米約 1 億 5,600 万人の勤労者の皆様のニーズを受け
とめ、これにお応えすることができる立場にあると確信しています。

ネットワーク・歯科・眼科保険は、引き続き、健康保険に次いで要望
の強い保険商品であり、3 分の 2 以上の中小企業がこれらの商品を提
供しています。これらの商品を追加することで、アフラックは企業に対
してより完全なご提案をすることができるようになりました。2022 年、
アフラック・ネットワーク・歯科は、約 19,000 の新しいプロバイダー
が加わり、最も急速に成長している販売ネットワークとなりました。今
後、専属募集人チャネルでは、企業との新規・既存取引の両面で、アフラッ
クのネットワーク歯科・眼科保険を活用する多くの機会が見込まれると
ともに、ブローカー分野では、市場での存在感を高めることに重点を
置きながら、当社の地位を強化していきます。

団体生命保険、休業管理、就業不能保険は、補完保険全体と比較して、
より高い継続率を維持しています。近年これらの商品が加わったことは、
当社の補完的なビジネスにおいて、大規模な企業との接点を拡大する
だけでなく、継続性を高めることにも貢献しています。これらの新商品
により、当社は一流企業の福利厚生制度において、保険加入、テクノロ
ジー及び管理ソリューションをアフラックから提供しています。アフラッ
クの優れた休業管理能力が評価され、コネチカット州の有給休暇プロ
グラムの給付請求管理者に選定されました。有給休暇に関する法律が
制定される州が増える中、当社はさらなる市場機会を追求していきます。

2020 年 11 月、アフラックは、急成長を続けるペット（犬猫）用医
療保険市場の大手であるトゥルーパニオン社との独占販売提携を発表
しました。この提携は、アフラックの強力なブランド力、デジタル・コ
ンシューマー・マーケット・チャネルを含む米国の幅広い職域販売ネッ
トワークと、トゥルーパニオン社のペット保険に関する専門性とリー
ダーシップを活用するものです。
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成長戦略
当社の成長戦略は引き続き市場機会と強く結びついて一貫していま

す。私たちは、戦略的にビジネスモデルを前進させており、その進捗に

満足しています。

テクノロジーがもたらす価値と効率
2022 年、当社は規律あるリスク管理と業務の効率性向上への取り

組みに支えられ、高い収益性を確保しました。また、急速に変化する市

場動向に対応しながら、米国のプラットフォームにおけるデジタル機能

の強化とイノベーションに向けた幅広い投資を続けています。プラット

フォームへの投資は、契約継続率の改善、高い顧客体験と満足度に寄

与するものと確信しています。また、従業員、お客様、販売部門のライ

フサイクルにおけるデジタル体験を提供する「One Digital Aflac」戦

略を継続し、新規契約の自動化技術の導入や、機械学習技術の導入に

より保険金請求の自動化、正確性及びスピードの向上を推進することで、

市場での差別化を図っていきます。

フォーチュン誌の「世界で
最も賞賛すべき企業」の 
リストに選出（22 年目）

ダウ・ジョーンズのサステナ
ビリティ・インデックス 

（北米）に組み入れ（9 年目）

フォーブス誌の「ダイバー 
シティに取り組むアメリカの
ベスト雇用主」リストに選出

（4 年目）

シビック 50 ポイント・オブ・
ライト（5 年目）

ラティーナ・スタイル 50
（22 年目）

ブルームバーグの男女平等
指数に組み入れ（4 年連続）

Ethisphere 誌の「世界で
最も倫理観の高い企業」の
1 社に選出

（17 年連続）

ダイバーシティ＆ 
インクルージョンに対する 
CEO アクション

ビジネス・ラウンドテーブル

責任投資原則（PRI）に署名

ヒスパニックの雇用、昇進、
維持、職場での賞賛を誓う

「ヒスパニック・プロミス」
の最初の署名者の一社

2022 年　アフラック・インコーポレーテッドの受賞、表彰、
エンゲージメント及びメンバーシップ
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財務ハイライト
アフラック・インコーポレーテッド（ニューヨーク証券取引所のティッカー・シンボル :AFL） 

投資家情報
（2022 年 12 月 31 日現在）

2022 年は、アフラック・インコーポレーテッドが 40 年連続で年間配当を増額した年となりました。再投資された配当金を含む総株主利回りは
2022 年に 26.4% となりました。同年の株主総利回りは、S&P 生命保険株価指数では 10.3%、S&P500 種平均株価指数では -18.1%、ダ
ウジョーンズ工業株 30 種平均では -6.9% でした。

長年にわたり、当社は、常に長期的な視点で事業を展開してきました。1955 年のアフラック創業時に投資家が当社株式を100 株購入したとする
と、その購入価格は 1,110ドルでしたが、29 回にわたる株式配当及び株式分割の後、この投資家の保有する当社株式は、現在、375,960 株と、
約 2,700 万ドル相当になり、これまでに配当金額として、601,356ドルを受け取ったことになります。

67 年 48 年 447 億ドル 40 年
創業からの年数

株主構成

ニューヨーク証券取引所
上場年数

株式時価総額 連続増配年数

総株主利回り

配当金の再投資を含む

個人投資家 
32%

発行済み株式の
保有割合

機関投資家 
68%

300.0%

250.0%

200.0%

150.0%

100.0%

50.0%

0.0%

46.9%

85.0%

245.3%

過去 3 年間 過去 5 年間 過去 10 年間
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1 株当たり年間現金配当 * セグメント別の税引前調整後利益

過去 10 年間の株主の累積投資収益 *過去 5 年間の株主の累積投資収益 *

アフラックは過去 40 年間連続で増配を続け、2022 年の現金配当
額は、2021 年に比べて 21.2% 増加しました。

（2022 年12 月 31日現在、ドルベース）

アフラック・インコーポレーテッドと S&P500 種平均株価指数及び 
S&P 生命保険株価指数の比較

詳細については、investors.aflac.com をご参照ください。

アフラック・インコーポレーテッドと S&P500 種平均株価指数及び 
S&P 生命保険株価指数の比較

$0.79 $0.83 $0.87
$1.04 $1.08 $1.12

$1.32

$1.60

* 株式分割調整後

*  2017 年 12 月 31 日に 100 ドルをアフラック株もしくはそれぞれの指数に投資した場合。 
再投資された配当金を含む。12 月 31 日に終了した事業年度。

 Copyright © 2023 Standard & Poor's, a division of S&P Global. All rights reserved.

*  2012年12月31日に100ドルをアフラック株もしくはそれぞれの指数に投資した場合。
再投資された配当金を含む。12 月 31 日に終了した事業年度。

 Copyright © 2023 Standard & Poor’s, a division of S&P Global. All rights reserved.

*  2023 年 3 月 1 日現在。主たる保険子会社 2 社であるアフラック・オブ・コロンバス及び
アフラック生命保険株式会社についてのもの。

米国

米国

日本

日本

30%

78%

70%

22%

$1.8

$1.5

$1.2

$0.9

$0.6

$0.3

$0.0
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アフラック・ 
インコーポレーテッド

S&P 500 種
平均株価指数

S&P 
生命保険株価指数

アフラック・ 
インコーポレーテッド

S&P 500 種
平均株価指数

S&P 
生命保険株価指数

当社の約束を支える強固な資本基盤
定期的な評価の一環として、当社は自己資本の十分性に細心の注意を
払っており、極端な経済シナリオにおいても、強固な資本の健全性を
維持できるよう努めています。アフラック・インコーポレーテッドの子
会社は、業界内で最も高い財務力格付けを得ています。 これらの重要
な格付けは、当社の保険金支払能力を反映したものであり、格付機関が、
引き続き当社のバランスシートの健全性を認識していることを当社は誇
りに思っています。

保険財務力格付け *

アフラック生命保険株式会社

アフラック（コロンバス）

アフラック（ニューヨーク）

コンチネンタル・アメリカン・ 
インシュアランス・カンパニー

アフラック リー・バミューダ

セグメント毎の新契約年換算保険料
（2022 年 12 月 31日現在、ドルベース）

日本 
格付 

研究所

格付 
投資情報 
センター

-

-

-

-

-

-

-

-

-

--

https://investors.aflac.com/home/default.aspx
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財務諸表からの抜粋

12 月 31 日に終了した事業年度（単位：百万ドル、ただし株式数及び 1 株当たり金額を除く） 2022 2021 2020 2019 2018

収益：

保険料収入（主として補完保険） $ 15,263 $ 17,647 $ 18,622 $ 18,780 $ 18,677
投資収益（純額） 3,656 3,818 3,638 3,578 3,442
資産運用（損）益（純額） 363 468 (270) (135) (430)
その他の収益 220 173 157 84 69

収益合計 19,502 22,106 22,147 22,307 21,758
保険金給付金及び事業費：

保険金給付金（純額） 9,153 10,576 11,796 11,942 12,000
事業費 5,745 6,208 6,192 5,920 5,775

保険金給付金及び事業費合計 14,898 16,784 17,988 17,862 17,775
税引前当期純利益 4,604 5,322 4,159 4,445 3,983

法人税等 403 997 (619) 1,141 1,063
当期純利益 $ 4,201 $ 4,325 $ 4,778 $ 3,304 $ 2,920

1 株当たり金額及び株式数
当期純利益（基本） $ 6.62 $ 6.42 $ 6.69 $ 4.45 $ 3.79

当期純利益（希薄化後） 6.59 6.39 6.67 4.43 3.77
調整後利益への調整項目

資産運用損（益）( 純額 ) $ (0.70) $ (0.68) $ 0.32 $ 0.02 $ 0.38
その他及び非経常的損（益） — 0.11 0.04 — 0.10
調整後利益への調整項目に係る法人税（軽減額）費用 (0.56) 0.12 (0.10) — (0.11)
改正税法による調整 — — — (0.01) 0.02
税務に係る評価性引当金の取崩し — — (1.97) — —

現金配当支払額 1.60 1.32 1.12 1.08 1.04
基本 1 株当たり当期純利益計算に用いた加重平均普通株式数（単位：百万株） 635 674 714 742 770
希薄化後 1 株当たり当期純利益計算に用いた加重平均普通株式数（単位：百万株） 638 677 716 746 775

年度末現在
資産：

運用資産及び現金・預金 $ 117,397 $ 142,978 $ 149,753 $ 138,091 $126,243
その他 13,620 14,564 15,333 14,677 14,163

資産合計 $ 131,017 $ 157,542 $165,086 $ 152,768 $140,406
負債及び株主持分：

保険契約準備金 $ 93,258 $ 105,072 $ 114,391 $106,554 $ 103,188
法人税等負債 1,296 4,339 4,661 5,370 4,020
社債等及びリース負債 7,442 7,956 7,899 6,569 5,778
その他の負債 6,656 6,922 4,576 5,316 3,958
株主持分 22,365 33,253 33,559 28,959 23,462

負債及び株主持分合計 $ 131,017 $ 157,542 $165,086 $ 152,768 $140,406

補足データ
株価： 高値 $ 72.70 $ 53.46 $ 57.18 $ 48.19 $ 44.91

安値 52.07 23.07 44.28 41.41 33.25
終値 71.94 44.47 52.90 45.56 43.89

年末現在 円／ドル為替レート（円） ¥ 132.70 ¥ 115.02 ¥ 103.50 ¥ 109.56 ¥ 111.00
加重平均 円／ドル為替レート（円） 130.17 109.79 106.86 109.07 110.39
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主要な業務指標
  2022 2021 2020

アフラック（日本法人）
保有契約件数（特約含む）*1 37,877 38,537 39,064

保有契約年換算保険料 *2 ¥ 1,300,951 ¥ 1,360,624 ¥ 1,426,546

新契約年換算保険料 *2 ¥54,765 ¥54,764 ¥50,852

アフラック（米国法人）
保有契約件数（特約含む）*1 13,119 13,090 13,145

保有契約年換算保険料 *2 $ 5,967 $ 6,003 $ 6,099

新契約年換算保険料 *2 $ 1,483 $ 1,278 $ 1,093

*1 単位：千件
*2  単位：百万
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2022年　ビジネス＆サステナビリティレポート

サステナビリティハイライト
以下は一部です

トピック及び目標 進捗状況  関連する枠組み

環境

• アフラック・インコーポレーテッドは、2040 年
までのカーボン・ニュートラル、2050 年までの
ネット・ゼロ・エミッションを達成するためのマイ
ルストーンの定義づけと設定を行うフレームワーク
を構築します。

• 2030 年までに、アフラック・インコーポレーテッ
ドのスコープ 1 及び 2 の温室効果ガス排出量を
2007 年比で 75％削減します。

✔ 2020 年以来、アフラックは排出量の削減と再生可能エネルギー・
クレジット（REC）やカーボン・オフセットの購入を合わせて、スコー
プ 1 及び 2 におけるカーボン・ニュートラルを達成しました。

✔ アフラック・インコーポレーテッドは、2007 年から 2021 年にか
けて、スコープ 1 及び 2 の市場ベースの温室効果ガス排出量を合計
95% 以上削減しました。

✔ 2022 年、アフラック・インコーポレーテッドは所有及び管理する
施設の電力の 31.3% を再生可能資源から調達し、2030 年までに 
100% を再生可能電力とする道筋を示しました。

責任投資
• ESG 要素を資産運用へ取り込むことにより、ア

フラック・グローバル・インベストメンツの責任
投資フレームワークを継続的に前進させます。

• 当社の ESG 戦略を強化する初のサステナビリティ・
ボンドの調達資金（純額）の全額配分を完了します。

✔ アフラック・グローバル・インベストメンツは、専任の ESG チー
ムを通して、7 億 4,100 万ドルのサステナブル (64%) 及び DE&I 
(36%) にかかる投資を実行し、ガバナンス・プロセスを強化しました。

✔ アフラック・インコーポレーテッドのサステナビリティ・ボンド・レポー
トにも記載されている通り、アフラック・インコーポレーテッドが
2021 年 3 月 8 日にサステナビリティ・ボンドとして発行した 4 億ド
ルのシニア無担保債の調達資金（純額）の全額を配分しました。

✔ アフラック・インコーポレーテッドは、責任投資原則 (PRI) の署名機
関としてその原則をプロセスへ統合し、インパクト投資戦略の策定に
継続して取り組んでいます。

✔ インパクト投資戦略の設計を継続します。

報告
• サステナビリティ会計基準審議会（SASB）及び

気候関連財務情報開示タスクフォース（TCFD）
に準拠し、報告・開示の枠組みを継続的に前進さ
せます。

✔ 2022 年版 TCFD レポートを発行しました。

✔ スコープ 1と 2、及びスコープ 3 のカテゴリー1、5、6、7、8 の
温室効果ガス排出量について保証を取得しました。

ダイバーシティ、エクイティ＆ 
インクルージョン (DE&I)
• アフラック生命保険株式会社は、2025 年までに

ライン長ポストに占める女性割合を 30% に引き
上げる中長期計画を設定しています。

• アフラック（米国法人）は、2026 年までに上級
管理職構成におけるダイバーシティを 5％高める
目標を設定しています。

✔ アフラック生命保険株式会社は、ライン長ポストに占める女性割合
を 25.3% としました。

✔ アフラック（米国法人）の上級管理職構成におけるダイバーシティは
47% で、2022 年には 4% 上昇しました。

✔ アフラック（米国法人）は、上級管理職クラスに占める女性の比率を
28％に、有色人種の比率を 27％に、それぞれ上昇させました。

https://s24.q4cdn.com/367535798/files/doc_downloads/2023/03/Aflac-Incorporated-Sustainability-Bond-Report-2022.pdf
https://s24.q4cdn.com/367535798/files/doc_downloads/2023/03/Aflac-Incorporated-Sustainability-Bond-Report-2022.pdf
https://s24.q4cdn.com/367535798/files/doc_downloads/2022/09/4235_Task-force-on-Climate-related-Financial-Disclosure-V9.pdf
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トピック及び目標 進捗状況  関連する枠組み

フィランソロピー
がんとの闘いは並大抵のことではありません。私たちは、
がん保険のリーディングカンパニーとして、ご契約者が当
社を最も必要とされる時にそばに寄り添います。同じよう
に、がんと診断された子どもたちのそばにも寄り添いたい
と考えています。アフラック・インコーポレーテッドは、米国、
日本及び北アイルランドでがんと診断された 3 歳以上のす
べての子どもたちの手に My Special Aflac Duck® を届
けることを目標に掲げ、子どもたちががん治療に立ち向か
うことを支援しています。2022 年には、鎌状赤血球症と
闘う子どもたちにもこのプログラムを拡大しました。

✔ アフラックは、2022 年までの間に、米国、日本及び北アイル
ランドで、累計 21,000 人以上の子どもたちに My Special 
Aflac Duck を贈呈しました。

✔ アフラックとその従業員、募集人は次のサポートを行っています。

✔ がんや重い病気の治療期間中、「第二の我が家」として 
アフラック・ペアレンツハウスをご利用いただいた小児がんの
子どもとそのご家族の数は、14 万 9,000 人に上ります。

地域社会への投資
がん保険のリーダーとして、アフラックは、がんに打ち克
つためには研究が必要であると理解しています。

✔ アトランタ小児病院のアフラックがん・血液疾患センターは、
1 億 6,500 万ドルに上る寄付を集め、全米トップクラスの小
児がんプログラム（出典：U.S. News and World Report 誌）
を提供する医療機関となりました。

責任ある行動を促すためのポリシー
アフラックで働く者は、強い倫理観をもった企業文化を守
るために、一人ひとりが重要な役割を担っています。この
ため当社では、各人がその役割を全うするための知識と
ツールを身につけられるよう、万全を期しています。

✔ 当社の新入社員には必ず行動倫理憲章に関する研修を行ってい
ます。アフラック・インコーポレーテッドの取締役会を含めた
世界のすべての部署においても、この研修を毎年実施していま
す。適時にこのオンライン研修が受講されなかった場合は、懲
戒処分または解雇につながることもあります。2022 年には、
対象となる人員の 100％が研修を受講しました。

コーポレートガバナンス
データ・セキュリティとプライバシーを確保します。

2022 年のアフラック・グローバル・セキュリティの状況

✔ 変化するプライバシー規制に対応するため、アフラックのプラ
イバシーポリシーを更新し、「データ主体アクセス要求」を拡
大しました。

✔ 各ビジネス・ユニットの上長にスコアカードを配布し、毎四半
期、セキュリティ管理に関する各部門のパフォーマンスを把握
しています。

✔ サイバー・インシデントへの対応に向けたグローバルでの机上
訓練を実施し、グローバル危機管理計画を検証しました。

✔ グローバルリスク委員会のプラットフォームを拡張し、7 つの
新しいユースケースに対応できるよう統合リスク管理能力の向
上を図りました。

✔ 2021 年にグローバルで実施したランサムウェア対策アセスメ
ントの結果を踏まえて、管理体制を強化及び拡張しました。
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ESG と役員報酬
ESG 目標を事業戦略に結びつけることの重要性を認識し、当社は 2021 年に、当社のグローバル事業全体にわたる全役員を対象とした経営

者インセンティブ・プランに、ESG 経営指標を導入しました。この指標には、CSR・サステナビリティ（企業の社会的責任及びサステナビリティ）
委員会が審査する、5 つのクリティカル・パス目標が含まれており、2022 年も継続されました。この 5 つの目標とこれに関連する実績は以下
の通りです。

5 つの目標をすべて達成した場合は、インセンティブに対して +5% の調整、2 つ以下の目標達成にとどまった場合は -5% の調整、3 つまた
は 4 つの目標を達成した場合は調整なしとしています。

ESG 経営指標項目  実績

責任投資 ( 保険子会社のポートフォリオ ) — 

サステナブル投資及び DE&I 投資に 5 億ドルをコミット

✔ アフラック・インコーポレーテッドは、2022 年にサステナブル投資及び DE&I 投資
に 7 億 4,100 万ドルをコミットしました。

✔ 全体のうち 64％がサステナブル投資、36％が DE&I 投資でした。

責任投資（アフラック・インコーポレーテッド） —

2021 年に発行されたサステナビリティ・ボンドの調達資金（純額）
を全額配分

✔ 2021 年 3 月 8 日にアフラック・インコーポレーテッドが発行した 4 億ドルのサステ
ナビリティ・ボンドによる調達資金（純額）の全額を配分しました。

✔ 資金の 41% が社会的投資に、59% がグリーン投資に割り当てられました。

ダイバーシティ、エクイティ＆インクルージョン —
• 日本の「女性活躍推進」に関する 2022 年目標 

（ライン長ポストに占める女性割合 25% 以上）の達成

• 米国の上級管理職の多様性を 2026 年までに 5％増加させる目
標に向けて、2022 年に 2％を増加

✔ アフラック生命保険株式会社ではライン長ポストに占める女性割合は 25.3% になりま
した。

✔ 米国の上級管理職のダイバーシティは 47% となり、4% 増加しました。

気候変動：ネット・ゼロ — 

所有及び管理する施設で使用する電力の 30% 以上を再生可能資源

から調達し、2030 年までに 100% を目指す正式なロードマップ

を作成

✔ 所有及び管理する施設で使用する電力の 31.3% を再生可能資源から調達しました。

✔ 2030 年までに再生可能エネルギーによる電力供給 100% を目指すためのロードマッ
プを作成しました。

気候変動リスク及び報告 — 

スコープ 1 ～ 3 の排出量について報告、スコープ 3 の排出量の

うち最低 3 つのカテゴリーを含むすべてのスコープについて保証

を取得

✔ スコープ 1、2 に加えて、スコープ 3 の 1、5、6、7、8 の 5 カテゴリーで温室効果
ガス排出量にかかる第三者保証を取得しました。
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従業員の多様性

• 2022 年 12 月 31 日現在、アフラック（日本法人）の従業員の
54% が女性であり、指導的立場にある人の 33% を女性が占めて
います。さらに、役員クラスの人の 19% を女性が占めています。
アフラック生命保険株式会社では、2025 年までに全ライン長に占
める女性の割合をさらに増やすことを目標としています。

• 2022 年 12 月 31 日現在、アフラック（米国法人）及び米国で勤
務する当社の従業員のうち、有色人種は 49％、女性は 66％を占
めています。また、米国内では指導的立場にある人の 50％、上級
管理職の 31％が、女性となっています。2022 年の米国での新規
採用者のうち、有色人種は 62％、女性は 69％を占めました。

コミュニティ投資とフィランソロピー

• My Special Aflac Duck® は、子どもたちががんや鎌状赤血
球の治療に立ち向かうのを支援するために設計された、「スマー
トな」友だちロボットです。アフラックでは、米国、日本、北ア
イルランドでがんまたは血液疾患と診断された 3 歳以上のすべ
ての子どもたちの手に、My Special Aflac Duck を届けること
を目標としています。アフラックは 2022 年までの累計で、こ
れまで 2 万 1,000 人を超える子どもたちに My Special Aflac 
Duck を贈呈してきました。

• アフラックとその従業員、募集人は以下に対する責任を担ってい
ます。

• がんや重い病気の治療のために、自宅を離れ、アフラック・
ペアレンツハウスを第二の我が家としてご利用いただいた
14 万 9,000 人の小児がんの子どもとそのご家族

• アトランタ小児病院のアフラックがん・血液病センターが、
全米トップクラスの小児がんプログラムを提供（出典：U.S. 
News and World Report 誌）する医療機関となるために
役立てられた 1 億 6,500 万ドルに上る支援
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ガバナンス

アフラック・インコーポレーテッドでは、誠実、透明性、信頼の原
則に基づき、強力なガバナンス戦略を実行しています。このことは、
お客様、株主、ビジネス・パートナーやサプライヤー、政府規制当
局、そして従業員に対して、最高水準の倫理的行動で自らを律す
る責任を含んでいます。また、このコミットメントは、透明かつ責
任あるコーポレートガバナンスのための堅固な枠組みを提供する
もので、その枠組みは、企業組織のトップを起点にしています。

コーポレートガバナンスの枠組みを形成する規範、方針、手順 :
• アフラックの行動倫理憲章
• アフラックの政治活動報告及び政治行動委員会
• アフラックサプライヤー行動憲章

ガバナンス

「私たちは、お客様がお困りの時にそばに寄

り添うという約束を販売しています。その

約束には、保険を請求いただく際に私たち

が正しい行いをするというお客様からの信

頼が不可欠です。透明性を保ち、誠実かつ

正直な行動をとる良き企業市民であること

それがステークホルダーの信頼を得るとと

もに、常に正しい行いをするという私たち

のコミットメントを示すことにつながるの

です。」

— オードリー・ブーン・ティルマン
アフラック・インコーポレーテッド
エグゼクティブ・バイス・プレジデント兼最高法律顧問

https://investors.aflac.com/governance/governance-documents/code-of-conduct/default.aspx
https://investors.aflac.com/governance/governance-documents/political-activity-report/default.aspx
https://www.aflac.com/about-aflac/supplier-information/default.aspx
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ガバナンス

督
監

アフラック・インコーポレーテッドの取締役会

エグゼクティブ委員会

監査 ･リスク委員会 報酬委員会 コーポレートガバナンス委員会

経営企画委員会（ベンチャー） 財務 ･投資委員会 CSR・サステナビリティ委員会

行
執
務
業

グローバルエグゼクティブマネジメント委員会

グローバルリスク委員会 グローバル投資委員会 グローバル資本委員会
グローバルオペレーションズ・
テクノロジー委員会

アフラック・インコーポレーテッドの取締役会（以下、「取締役会」）は、
人種、ジェンダー、経験などにおいて多様なバックグラウンドを持つ
11 名のメンバーで構成されており、以下の委員会への参加を通じて、
当社の戦略及び意思決定を主導しています。これらの委員会は、従業
員、お客様、投資家、地域社会にとって利益の最大化を図ることがで
きるよう、中核的な価値創造経営の枠組みを提供しています。

アフラック・インコーポレーテッドは、持株会社のシステムの中で、
業務執行を適切に監督することを通じて、ステークホルダーの期待に
応える強固なコーポレートガバナンス態勢を構築・維持しています。こ

の枠組みを、アフラックの「グローバル・グループ・ガバナンス」と呼
んでいます。アフラック・インコーポレーテッドの各国の直接・間接子
会社は、グローバル・グループ・ガバナンスに基づき、お客様にとって
価値ある商品・サービスの提供を続け、またお客様からの信頼を得る
ために、経営の健全性を維持しながら事業を運営しています。アフラッ
クのグローバル・グループ・ガバナンスの枠組みの下で、日本及び米
国の法令に基づき、アフラック・インコーポレーテッドの直接・間接子
会社に対する適切な監督と、子会社間の有機的な協力が確実に遂行
されています。

ジェンダー／人種の多様性 平均在職年数

平均年齢 独立取締役の割合

9.9 年 7 年
全取締役 独立取締役

65.5 歳 91%
11 名

男性

7 名

うちアジア系 2 名
黒人あるいは 
アフリカ系アメリカ人1 名

女性

4 名

うち黒人あるいは 
アフリカ系 
アメリカ人1 名

取締役会メンバー

アフラック・インコーポレーテッドのグローバル・ガバナンス及び ESG 体制
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ガバナンス

当社取締役会の各委員会は、ESG を含む、当社が直面する様々なリ
スクと機会の監督という点で重要な役割を担っています。特に ESG に
関しては、責任ある倫理的行動やコーポレートガバナンス態勢、CSR と
サステナビリティに関する目標を特定、推進、モニタリングするとともに、
ESG 関連の目標を報酬プログラム及び気候や社会的リスクを特定・評
価するリスク管理方針に組み込むという役割を果たしています。

取締役会による ESG 体制の監督
当社取締役会の CSR・サステナビリティ委員会は、独立取締役で構

成され、少なくとも年 2 回開催されています。CSR・サステナビリティ
委員会のメンバーは、CSR とサステナビリティに関して、当社の方針、
手続き、及びその実践を監督しており、具体的には、以下の活動を行っ
ています。

• 国連のSDGs、環境への取り組み（エネルギー使用、リサイクル、
CO2の排出を含む）、健康と安全に関する事項、職場のダイバー
シティ＆インクルージョンに向けた取り組み、及びフィランソロ
フィー活動に関する、CSR/サステナビリティ目標の設定

• 目標達成に向けた活動と成果に対するモニタリング

• 当社の環境スチュワードシップ・ポリシーの目標及び目的の見直し

• 年次のビジネス＆サステナビリティレポートの作成の監督と内容
のレビュー

• 組織戦略、行動計画、及び経営方針と気候関連リスクの統合に対
する監督

CSR・サステナビリティ委員会は、以下の委員会と連携して取り組み
を推進しています。（a）財務・投資委員会とは、サステナビリティ・ボン
ドやその他の社会的サステナビリティ関連の債券発行と資金使途、及び
投資プロセスの監督に関する CSR 及びサステナビリティ要因について
のガイダンスで連携しています。（b）報酬委員会とは、CSR 及びサステ
ナビリティ要因を役員報酬プログラムへ組み入れることで連携していま
す。（c）コーポレートガバナンス委員会とは、後継者人財の育成に関す
る当社の方針と原則において、ダイバーシティ、エクイティ＆インクルー
ジョンを組み入れることで連携しています。また、監査・リスク委員会は、
ESG に関するリスクと機会の両面を含む、企業リスクへの取り組みと管
理に関する当社の方針、プロセス及び態勢を監督しています。CSR・サ
ステナビリティ委員会を通じて、ESG 関連リスクは、その目標やゴール
に対する進捗のモニタリング方法を含めて、組織戦略、行動計画、経営

方針及び業績目標と統合されています。CSR・サステナビリティ委員会
では、全社的リスク管理（ERM）部門と定期的に会合を持ち、当社が
環境に与える直接的な影響を検討するとともに、廃棄物削減や省エネル
ギーなどの分野で、当社が CO2 削減努力を継続することを確認してい
ます。

ERM 部門は、内部監査と連携して、全社的なリスク評価を毎年実施
しています。ESG リスクを含む当社のトップリスクは、適宜、グローバ
ルリスク委員会へ付議されます。

当社は、この年次リスク評価を通じて、特定されたリスクの影響度と発
生の可能性を検討し、リスク尺度を用いてすべてのリスクの重要性を評
価しています。影響の大きさにより、リスクは軽微、中程度、影響あり、重
大、極度に区分されます。発生可能性の尺度は、各リスクを1～2年に1回
発生する事象（頻発する）、2～5年に1回発生する事象（予想される）、
5～10年に1回発生する事象（可能性がある）、10～20年に1回発生す
る事象（可能性が低い）、20年以上に1回発生する事象（稀に起こる）の
区分で発生可能性を検討するものです。アフラック・インコーポレーテッ
ドの利益、支払能力及びブランドを確実に保護するために、このプロセス
を通じて重大または極度と判断されたリスクは、取締役会に上程され、
そのガイダンス及び指示を受けます。

このプロセスでは、すべてのビジネス・ユニットの責任者への聴取が
行われ、ビジネス・ユニット内外におけるリスクの検証が求められます。
その目的は、特定されたリスクが、組織全体の目的に影響を与えるかど
うかを理解することにあります。リスクの特定後、その影響度と発生可
能性を評価し、残存リスクを算出します。リスクは総合得点でまとめられ、
数値が最も大きなものが最大のリスクとなります。リスクが実質的また
は重要な影響を及ぼすかどうかを評価する際には、発生可能性と利益、
支払能力、ブランドへの影響を考慮した尺度を用いています。
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ガバナンス

アフラックにおける ESG にかかる 
ステークホルダーの優先順位

2022 年末から 2023 年初めにかけて、当社のステークホルダーを
対象として、環境、社会、ガバナンスに関する17 のトピックについてス
テークホルダーにとっての重要性を 6 段階で評価する調査を行いました

（6 が最も重要）。当社のステークホルダーには、お客様（ご契約者、顧
客企業）、従業員、投資家、募集代理店、サプライヤーが含まれます。また、
当社経営陣と取締役会も事業者としての関心を示すために調査に参加し
ました。その結果、ESG にかかる優先順位は以下のマトリックスのよう
になりました。

マトリックスが示すように、ガバナンスと社会の両トピック、特に「ビ
ジネス倫理」「プライバシーと情報セキュリティ」「倫理的なマーケティン
グとプロモーション」が最上位となりました。また、従業員に関するトピッ
ク（「人財マネジメントと企業文化」「DE&I 」など）も上位に入りました。

しかし、生命保険会社としては、機関投資家において重視される傾向
にある「環境」の項目は、「生物多様性の維持」や「ウォーター・スチュワー

ドシップ」を中心に下位に位置しています。一方で、「責任投資」は当社
のバランスシートが環境や社会に与える影響力の大きさから、「環境」ト
ピックの中でも上位となりました。

全体として、マトリックスに示されたステークホルダーの回答は、当
社のサステナビリティ戦略の方向性を補強するものだと考えています。
さらに、投資家とのエンゲージメントは、「エネルギー消費と温室効果
ガス排出」「気候変動リスクと回復力」に関連する当社の取り組みをサ
ポートしています。この評価から得られた情報は、他のステークホルダー
とのエンゲージメント、さらに、次回の年次リスク評価において当社の
戦略に活用されます。当社は、定期的なステークホルダーエンゲージメ
ントや ERM プロセスから得られた結果に加え、業界の動向、自主的
な ESG フレームワークや基準、ESG 評価機関のレポート、国内外の
ESG 関連規制を参考に、最も重要な ESG 課題とその優先順位に関す
る意思決定を行っています。
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ガバナンス

倫理とコンプライアンス
アフラックは、尊敬に値する倫理的な企業として高い評価を得ており、

このことは、当社の事業目標や中核的な使命に不可欠なものです。私た
ちは、当社と共に働くすべての人に対して倫理的な行動を期待しており、
それがお客様やステークホルダーとの信頼関係の基盤を成すと考えてい
ます。こうした期待は、アフラックの共同創業者が 67 年以上前に当社
を築き上げた価値観である「The Aflac Way」の「チームワーク、敬意、
公正、正直、誠実、責任」に根ざしています。

当社の「行動倫理憲章」は、これらの価値観をどのように受け止め、日々
の業務に活かしていくかを示しています。当社の「行動倫理憲章」には、
以下の内容が含まれています。

• 秘密厳守の倫理ヘルプライン

• 報復禁止ポリシー

• 差別とハラスメントに関するポリシー

• 利益相反に関するポリシー

• ヘッジ禁止ポリシー

• 独占禁止法に係るポリシー

• 海外腐敗行為防止法、反ボイコット法及びその他適用される 
規制の遵守

アフラックは「The Aflac Way」に基づき、従業員に対して尊敬と配
慮をもって接するとともに、オープンなコミュニケーションラインと「声
を上げる」文化を推奨しています。米国では、「セーフ・トゥ・セイ」プ
ログラムを導入し、従業員に対し、さまざまな懸念事項を報告する方法
を提供しています。例えば、包括的で機密性を担保した通報システムの
EthicsPoint は、24 時間 365 日、フリーダイヤルとオンラインで内
部告発やその他の倫理上の懸念に対応しています。当社の強固な倫理
基盤の重要性については、私たちは日常的に議論しており、誰もが声を
上げられ、またその声を聞くことのできる「セーフ・トゥ・セイ」の理念を、
全従業員に対して啓発しています。

倫理・コンプライアンス研修は、職場での適切な行動を促し、従業員
への具体的な期待を設定し、当社のコミットメントを示す機会であるほ
か、一般的にはあまり知られていない諸原則を従業員に伝えるうえで不
可欠だと認識しています。リーダーや従業員に適切なトレーニングを提
供することは、当社の倫理・コンプライアンス・プログラムの有効性を
長期にわたって高めていくためには重要な要素です。アフラックの全従

業員は、会社としての強い倫理観を維持する重要な役割を担っており、
その役割を果たせるよう、一人ひとりが必要な知識とツールを確実に身
につけられるようサポートしています。行動倫理憲章に関する研修は、
すべての新入社員に義務付けられており、取締役会を含む全世界のすべ
てのチームに対しても毎年実施されています。適時にオンライン研修を
受講しない場合、懲戒処分または解雇につながる可能性があります。行
動倫理憲章は、当社に雇用されるすべての者に適用され、最高経営責任
者と上級財務役員には、特別なセクションも設けられています。

啓発と研修を通じて強固な倫理基盤の確立を図ると同時に、倫理・コ
ンプライアンス・プログラムが実際に効果的に運用されるよう努めなけ
ればなりません。当社は、倫理・文化に関する定期的な調査を実施する
など、プログラムの健全性を評価するためのツールを多数使用していま
す。当社の倫理・コンプライアンス原則に対する従業員の意識に関する
無記名アンケートからは、貴重な情報が収集されています。この調査を
通じて、私たちトップが見せる非常に強い倫理的姿勢は組織全体にまで
波及していることが確認されています。また、従業員は、正しい行いが
奨励されていることを感じつつ、情報入手の場や、また報復の恐れなく
懸念事項を告発できる場についても知っている、ということが報告され
ています。

当社では、サプライヤーに対しても、当社の高いレベルの倫理基準
を遵守するよう求めています。当社は、最大限の誠実さ、公正さ、そし
て敬意をもった行動に専心しているサプライヤーと取引を行っています。
サプライヤーに関するその他の情報については、当社のポリシーとステー
トメント及びサプライヤー行動憲章をご覧ください。

報告
証券取引委員会の規制に従い、アフラックは事業に伴う通常の訴訟以

外のすべての重要な法的手続きの内容を、フォーム10-K 年次報告書及
びフォーム10-Q 四半期報告書において開示しています。

https://investors.aflac.com/governance/governance-documents/code-of-conduct/default.aspx
https://s24.q4cdn.com/367535798/files/doc_downloads/2023/03/aflac_incorporated_esg_policies_and_statements_2-2023.pdf
https://s24.q4cdn.com/367535798/files/doc_downloads/2023/03/aflac_incorporated_esg_policies_and_statements_2-2023.pdf
https://www.aflac.com/about-aflac/supplier-information/ethics.aspx
https://investors.aflac.com/financials/sec-filings/default.aspx
https://investors.aflac.com/financials/sec-filings/default.aspx
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ガバナンス

サイバーセキュリティによる
お客様とデータの保護

アフラックでは、私たちがサービスを提供するために収集し

た個人や企業の情報を保護することを非常に重要と考えてい

ます。個人のプライバシーとデータを社内外の脅威から保護

すべく、情報セキュリティを非常に重視して事業活動を行っ

ています。

ガバナンス
セキュリティ保護に関してはアフラックのトップレベルがコミットして

います。当社の取締役会は、アフラックのグローバル情報セキュリティ
プログラムを監督し、統治方針に対する承認権を有しています。このプ
ログラムの責任は、グローバル最高セキュリティ責任者（GCSO）にあ
ります。GCSO は、取締役会の監査・リスク委員会において四半期ご
とにこのプログラムの進捗状況、適用法規制の遵守、既存の脅威と進化
を続ける脅威の動向、プログラム戦略の最新の状況を報告します。

GCSO はリスク管理とセキュリティ、プライバシーの専門家チームに
よってサポートされ、グローバル情報セキュリティプログラムの開発や実
装、運用、保守、継続的な改善を担当します。アフラックには、米国国
立標準技術研究所のサイバーセキュリティフレームワーク（NIST CSF）
に基づいて構築された、情報やサイバーセキュリティに関する包括的な
ポリシーや基準があります。ポリシーは、毎年、組織全体がサイバーセキュ
リティやプライバシーに関する各種規制変更への対応や、技術や業界の
ベストプラクティスを踏まえた対応を実施しているかどうかを確認するレ
ビューを行った上で承認されます。

リスク管理
アフラックでは包括的なリスク管理プログラムを導入しており、デー

タ使用や第三者との情報の共有、重要なアプリケーションやインフラの
システム設定を対象に、それらに伴う情報セキュリティとプライバシーリ
スクの初期評価と継続的なモニタリングを行っています。初期評価と、
リスクを低減するコントロールの評価を通じて、最終的なリスクレーティ
ングが決定されます。特定されたリスクをエスカレーションするコンプ
ライアンスプロセスが整備され、リスク対応の透明性と適切な説明責任
の確保が図られています。再評価の頻度は、リスク評価プロセスに沿っ
て決定されます。

また、ビジネスリスクの特定を直接事業者が行うために、レジリエン
スプロセスも確立されています。また、運用上のレジリエンシーをサポー
トするために、ビジネスプロセスの優先順位を影響評価という形で把握
し、BCP（事業継続計画）を策定することで、業務に支障をきたすよう
な事態に適切な対応を行います。影響評価と BCP は、少なくとも毎年
更新されます。
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ガバナンス

コンプライアンス
アフラックには、セキュリティ及びプライバシーのポリシーと基準に照

らしてビジネス慣行とテクノロジーを評価するためのプロセスがありま
す。アフラック・プライバシー・センターでは、当社の個人情報の収集、
利用、共有方法について公開しており、個人が個人情報を保護し、プラ
イバシー権を行使する方法を知ることができます。当社のサイバーセキュ
リティ保証プログラムは、NIST CSF に対応するセキュリティコントロー
ルの包括的なライブラリを定期的にテストしています。さらに、アフラッ
ク（米国法人）では SSAE 18 SOC 2 レポート（米国アテステーショ
ン業務基準書第 18 号　受託会社の内部統制報告書）の独立した外部
ファームによる審査を年次で実施しています。

サイバーセキュリティとプライバシーの領域では、法・規制活動の焦点
が常に進化し続けています。アフラックでは、新しい法規制の動向を注
視する部門横断的なチームを通じて、プライバシー及びサイバーセキュリ
ティプログラムが、規制要件に準拠していることを確認・評価しています。

セキュリティ運用
アフラックには、規制要件と業界のベストプラクティスとの整合性を

確保するための、従来型のシステムとコントロールが存在していますが、
ビジネスの変化に対応した、より成熟したセキュリティ体制の構築に向
けて常に取り組んでいます。当社が実装している階層化された防御シス
テムには、ID 及びアクセス管理システム、役割に基づくアクセス管理、
多要素認証、暗号鍵や証明書を管理する仕組み、ファイアウォール、ク
ラウド、ネットワーク、エンドポイントのセキュリティツールなどが含ま
れており、情報の保護とアベイラビリティを保証しています。また、定
期的にアクセスレビューを実施し、その記録は維持され、検査されます。

アフラックはまた、侵入検知、防止、及びデータ保護ツールを活用して、
機密性の高い情報と資産を保護します。プログラム全体で、内部及び外
部の異常を検知して対応する能力をサポートするために、継続的なモニ
タリングを実施しています。成熟した脆弱性スキャン及びパッチ管理プ
ロセスがあり、四半期ごとに対応状況に関する詳細なダッシュボードが
ビジネスリードに提供されています。

私たちのチームは、金融サービスや保険業界の他社、ならびに地方、
連邦の法執行機関との協力を含む複数の脅威に関する機密情報を共有
するコンソーシアムに積極的に参加しています。また、チームは重要な
環境の変化を捉えるため、オープンソース・インテリジェンスのフォーラ
ムやグループの一員として活動しています。

レジリエンシーと対応
アフラックのオールハザードビジネスレジリエンスプログラムは、先進

的な事例と ISO22301などの業界標準を踏まえています。このプログ
ラムでは、組織における重大な事態を管理するために、コントロールと
対策を実施します。これは、アフラックの従業員やお客様、株主、ビジ

ネスパートナー、情報、資産、事業が、想定外の事業中断の際にも適切
に保護されることを保証する全社的なプログラムです。統合的な事業継
続や災害復旧、生命の安全確保、インシデント管理、危機管理を通じて、
レジリエンスが達成されます。2022 年、アフラックは、グローバルな
役員を含めた幅広い参加者が参加した、年次のサイバーインシデントの
机上演習を成功裏に実施したほか、グローバルなサイバー事案への対応
もテストしました。

当社のインシデント対応チームには、包括的なインシデント対応フレー
ムワークに精通する、技術力のあるセキュリティ専門家やフォレンジック
専門家が配置されています。このインシデント対応フレームワークは整
合的な手順、タスクから構成されており、セキュリティやプライバシー
のインシデントをタイムリーかつ正確な解決に導きます。アフラックは、
法的要求に従い、万が一個人情報が漏洩した場合には調査の上、本人と
当局に通知するプロセスを整備しています。

セキュリティ意識向上と 
トレーニング

アフラックのサイバーセキュリティ意識向上トレーニングプログラム
は、従業員や委託先、募集人が情報やサイバーセキュリティ、プライバシー
の重要性を認識し、適切に対応できるように設計されています。このプ
ログラムでは、サイバーセキュリティリスクの防止、特定、上部組織への
報告に必要な知識とスキルを全員に提供しています。2022 年、当社
のシステムやデータにアクセスできる従業員や委託先、募集人の100％
がセキュリティやプライバシーに関して必要なトレーニングを受講しまし
た。これに加え、60,000 時間以上の必須及び補足的なセキュリティと
プライバシーに関するトレーニングを、組織の全員が完了しました。

アフラックのセキュリティ運用チームと脅威インテリジェンスチーム
は、セキュリティ意識向上プログラムにおいて緊密に連携しながら、実
際に見られる脅威に対応したフィッシング訓練メールを毎月ユーザーに
対して送信しています。訓練結果はメトリクスでモニタリングされており、
フィッシングの感染しやすさに関するリスクがリアルタイムで可視化され
ています。訓練で不合格となった者には追加のトレーニングが義務付け
られています。2022 年、アフラックのフィッシングメール演習の成績
は同業他社の水準をはるかに上回り、従業員と委託先の合格率は 99％
を超えました。

アフラックのセキュリティ意識向上のアプローチでは、セキュリティと
プライバシーを、トレーニングにとどまらず、企業文化の中核として根
付かせるよう努めています。経営陣の強力なサポートの下、100 人のサ
イバーセキュリティアンバサダーと 60 人のプライバシーリエゾンを配置
し、セキュリティ及びプライバシーの意識向上やエンゲージメント強化
を推進しています。2022 年には、サイバーセキュリティに関する無数
のトピックを網羅した150 以上のダイレクトコミュニケーション、ポー
タルストーリー、コンテスト、パネル、教育イベントを開催しました。プ
ライバシー意識向上週間と全米サイバーセキュリティ意識向上月間には、
2,150 人超が参加するイベントを開催しました。

https://privacycenter.aflac.com/
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ガバナンス

政治活動報告

アフラックは、長きにわたり民主化のプロセスに参加してきま

した。連邦及び州政府の規制を受ける企業として、ご契約者

へのアフラックの約束を守るために、選挙で選ばれた議員と

の関わりは重要です。

政治活動報告について、詳しくはこちらをご覧ください。

「当社は、何をどうなすべきかを考える時、

常に透明性の確保を優先しています。

まず、何が正しい行いなのか、という

問いかけから始めると良いと思います。

最初にこれを問えば、

他の物事との歩調は合うものです。」

— ブラッド・ノックス
シニア・バイス・プレジデント　連邦政府リレーションズ

https://investors.aflac.com/governance/governance-documents/political-activity-report/default.aspx
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資産運用及び投資

「アフラックには、すべてのステークホルダーのために正しいことを行っ

てきた確固たる歴史があります。アフラック・グローバル・インベスト

メンツは、正しいことを行う義務を共に担いながら、リスクに見合った

強力な投資収益を生み出すという受託者としての責任を果たしています。

私たちは、地球と低炭素経済への移行にポジティブな影響を与える機会

を追求しています。サステナビリティ・ボンドによる調達資金の投資の

完了、当社の責任投資の枠組みの推進、サステナブル及び DE&I への投

資機会の増加など、2022 年のアフラック・グローバル・インベストメ

ンツの成果を誇りに思っています。」

— ブラッド・ディスリン
エグゼクティブ・バイス・プレジデント兼グローバル・チーフ・インベストメント・オフィサー／
アフラック・グローバル・インベストメンツ社長

アフラック・グローバル・インベストメンツ（以下、「グローバル・イン
ベストメンツ」）は、アフラック・インコーポレーテッドの資産運用子会
社で構成され、日米の保険子会社が保有する約 1,110 億ドルの資産の
運用を担当しています。このチームは、戦略的な資産配分という投資基
盤に基づき、資本の保全と調和した長期的リターンの最大化を追求する
ことで、当社の長期的な成功に貢献しています。そして、質の高い分散ポー
トフォリオを構築することに注力するため、保守的な資産、負債、及び
資本管理アプローチを実行しています。2022 年末時点で、アフラック・
グローバル・インベストメンツのチームは、ニューヨークと東京に 141
名の投資及びサポートの専門家を擁し、共にグローバルな投資機会を探
し、管理しています。 投資チームは、資産クラスごとに編成され、ソブリン債、コーポレー

トクレジット、地方債、インフラストラクチャー債、ミドルマーケット及
び商業用不動産ローン、プライベート・クレジット、プライベート・エク
イティ、不動産投資などの専門知識を持つポートフォリオマネージャー
が率いています。また、社外の資産運用会社のプラットフォーム機能を
活用して、当社のリターンと分散に関する基準を満たす特殊な戦略策定
や第三者の運用マネージャーの発掘を行っています。当社のチームはグ
ローバルな資本市場で存在感を示しており、当社のご契約者に対する義
務を果たすために、日本円と米ドルの両方の通貨で投資を行っています。
デリバティブの専門家である当社のグローバルチームは、世界の金利及
び外貨に対するエクスポージャーを最適化するための戦略を策定し、管
理しています。
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2022 年、グローバル・インベストメンツは、活動の強化、測定、モ
ニタリング、報告の改善、市場動向に関する最新情報の維持、及び新し
い機会の特定に重点を置いた、日米両国のメンバーで構成される専任
の ESG チームを設置しました。また、グローバル・インベストメンツの
ESG チームは、アフラック・インコーポレーテッドの ESG マネジメント
及びチームと緊密に連携し、グローバル・インベストメンツの取り組みが
より広範な企業目標をサポートするようにしています。

「グローバル・インベストメンツに ESG 専任チームを設置したことは、
当社の投資ポートフォリオにおけるサステナビリティ関連の目標をサ
ポートするための重要な一歩です。このチームの焦点は、環境及び社
会的課題に対処し、ネット・ゼロ目標などの当社のコミットメントを
サポートするための効果的な資本配分にあります。」 
- テレサ・マクタグ（シニア・マネージング・ディレクター、米国チーフ・
インベストメント・オフィサー、ESG 投資戦略グローバル責任者）

グローバル・インベストメンツは、環境のサステナビリティの向上に
貢献し、バランスの取れた影響力のある包摂的な DE&I 活動をサポート
しながら、魅力的なリスク調整後収益を生み出すことを目指しています。
2022 年中の15 億ドルの追加投資を含め、2022 年12 月31日までに、
45 億ドルを超えるサステナブル投資と DE&I 投資をコミットし、資金を
提供しました。これらの投資は、以下の円建て及びドル建ての複数の資
産クラスにまたがっています。

• 日本の太陽光発電など、再生可能エネルギーへの取り組みを支援す
る公募債及び私募債やインフラストラクチャー債

• 低所得層、十分なサービスを受けられない、または経済的に困難な
地域における商業用不動産ローン

• 経済的エンパワーメント、社会的な公平性、多様性と包摂性を支援す
る多様なオーナーシップやスタッフ、投資目的を持つプライベート・エ
クイティ及び不動産エクイティ・ファンドへの投資

• 手頃な価格の住宅、教育、病院、交通機関、水道施設への資金提供
を通じて地域コミュニティを支援する地方債及びその他の債券

• グリーンボンド、サステナブルボンド、またはソーシャルボンドに該当
する公募市場で発行された債券

2022 年、グローバル・インベストメンツは、アフラック・インコーポレー
テッドのトレジャリー・チームと協力して、アフラック・インコーポレーテッ
ドが 2021 年に初めて発行した 4 億ドルのサステナビリティ・ボンドの
調達資金全額の配分を完了しました。当社の取り組みは、責任投資のフ
レームワークの精緻化、サステナブル及び DE&I 志向の投資の拡大へと
続きます。さらに、投資ポートフォリオに係る CO2 排出量の削減目標を
策定し、2050 年までのネット・ゼロ・エミッションを目指します。

2022 年を通じて、当社の投資ポートフォリオは、金利の急上昇の恩
恵を受けて、特に変動金利ローン・ポートフォリオの利回りが改善したこ
とにより、好調なパフォーマンスを残しました。戦術的な資産配分の決
定と大規模な期限前償還も投資収益に貢献しましたが、当社のオルタナ
ティブ投資ポートフォリオからの変動投資収益（純額）の低下により一部
相殺されました。

2022 年におけるサステナブル投資の増加

15 億ドル以上
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3 億 9,700 万ドルのサステナビリティ・ボンド
償還期限 5 年のサステナビリティ・ボンドからの調達資金は、手ごろな価格の住宅などの ESG の取り組みに充当

調達資金の使途と影響

2021 年 3 月 8 日の発行以来、資金調達額 ( 純額）の100% に相当
する 3 億 9,700 万ドルが、サステナビリティ・ボンドの枠組みに適合
する 4 つのカテゴリー、すなわち再生可能エネルギー、グリーン・ビル
ディング、社会経済的発展・エンパワーメント、及び地域社会に配分さ
れました。この枠組みでは、サステナビリティ・ボンド発行から最大で
36 カ月前までに完了した適格サステナブル資産への投資またはこれに
関連する資金調達への充当が認められていますが、これらの投資のう
ち、88％は新規案件でした。 

調達資金（純額）の適格カテゴリー別の
使途 ( 累積ベース )

表 1- 適格資産カテゴリー別の配分 ( 累積ベース )

配分済の資金調達額（純額） 資金調達額（純額）*2

28%

13%
3 億

9,700
万ドル

41%

18%

地域社会

社会経済的な 

発展と 

エンパワーメント

再生可能エネルギー

グリーン・ 

ビルディング
配分済

割り当てられた金額 *1 
( 百万ドル )対象カテゴリー

再生可能エネルギー 110
グリーン・ビルディング 50
社会経済的な発展とエンパワーメント 73
地域社会 164
配分額合計 397

*2  サステナビリティ・ボンドの枠組みに従い、サステナビリティ・ボンドによる資金調達額
から債券発行費用を差し引いた調達金額（純額）を、当該ボンド発行の最大 36 カ月前ま
でに完了した適格サステナビリティ資産への投資またはこれに関連する資金調達へ充当す
ることが認められています。

*1  2022 年 12 月 31 日時点の配分額。「配分」は、現金による投資の実行、
または投資対象先に対する法的拘束力のあるコミットメントの供与と定義さ
れています。

2021 年、アフラック・インコーポレーテッドは、投資家が投資とその保
有に係る意思決定に ESG の要素を取り入れることを支援する責任投資の
世界的な主要フレームワークである「責任投資原則（PRI）」に署名しました。
PRI 署名企業として、責任投資の要素を投資プロセスに取り入れるという
コミットメントを、当社はより強くしています。

気候関連財務情報開示タスクフォース (TCFD) は、情報に基づいた資本
配分をサポートするためのより良い情報を企業が提供できるように、気候
関連財務情報開示の推奨事項を策定しました。私たちは、TCFD 基準に
準拠して、気候リスクと機会に関する報告のフレームワークを引き続き推
進していきます。アフラック・インコーポレーテッドの ESG ポリシー & ス
テートメント、及び 2022 年 TCFD レポートを参照してください。

関連するポリシーやステートメントの詳細については、investors.aflac.com の、「Sustainability」の項をご覧ください。

3億 
9,700万ドル

100%

https://s24.q4cdn.com/367535798/files/doc_downloads/2023/03/aflac_incorporated_esg_policies_and_statements_2-2023.pdf
https://s24.q4cdn.com/367535798/files/doc_downloads/2023/03/aflac_incorporated_esg_policies_and_statements_2-2023.pdf
https://s24.q4cdn.com/367535798/files/doc_downloads/2022/09/4235_Task-force-on-Climate-related-Financial-Disclosure-V9.pdf
https://investors.aflac.com/home/default.aspx
https://investors.aflac.com/Sustainability/default.aspx
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アフラック・グローバル・ベンチャーズ
2016 年に設立されたアフラック・グローバル・ベンチャーズは、ア

フラック・インコーポレーテッドが戦略的かつ革新的な取り組みをグロー
バルに強化し、長期的な株主価値を高め、維持することをその使命とし
ています。アフラック・グローバル・ベンチャーズは、アフラック・イン
コーポレーテッドの成長に向けた継続的な取り組みの一環として、最適
で効率的な顧客サービス体験を提供しながら、販売・契約プロセスの簡
素化・拡充に向けた、デジタル及び革新的技術ソリューションへの投資
機会を追求しています。日本ではがんやより幅広い医療、健康保険に関
するエコシステム、米国では中小企業向けの福利厚生事業が代表的な重
点分野です。アフラック・グローバル・ベンチャーズは、アフラック・グ
ローバル・インベストメンツと協力して、資産運用の世界で新たに生ま
れるテクノロジーを探し出し、これに対する投資を続けています。加え
て、アフラック・グローバル・ベンチャーズは、その 4 億ドル規模のファ
ンドを用いて、世界中のディスラプティブ技術に投資しており、また成長
と追加収益獲得のために、東南アジアやインドなど、新興市場における
技術所有権への投資にも重点的に取り組んでいます。アフラック・グロー
バル・ベンチャーズは、先進的なデジタル技術やエコシステム志向のビ
ジネスチャンスに焦点を当てながら、当社のドメイン資産や専門知識を
活用して、国際的な探査活動を行うための手段として機能しています。

当ファンドは、投資先企業に資本を提供するだけでなく、戦略的・運
営的な支援も行っています。また、アフラックの業界に関する知見やネッ
トワークを活用し、投資先企業の成長と成功を支援しています。当社の
代表的な投資先として、健康・ウェルネス企業のシェアケア、AI を活用
した信用分析を行うフィンテック企業のパガヤ、メンタルヘルスソリュー
ションを手掛ける日本企業のメンタルヘルステクノロジーズ、産業イノ
ベーションや社会問題解決のための AI 活用の企画・設計・開発サービ
スを提供する同じく日本企業のエクサウィザーズなどがあります。

社会や個人のニーズが急速に変化する中、アフラック・グロー

バル・ベンチャーズは、がんや高齢者・介護分野のインキュベー

ションやエコシステムの構築、保険以外の革新的な商品・サー

ビスの開発に積極的に取り組むとともに、テストを通じた顧

客体験の向上とバリュー・チェーン全体の効率性を追求してい

ます。

アフラック・グローバル・ベンチャーズ・ファンドは、直接投資を行
うだけでなく、他のベンチャーキャピタル企業、アクセラレーター、
インキュベーターと協力して、有望なスタートアップ企業の発掘と支
援を行っています。

アフラック・グローバル・ベンチャーズ・ファンドは、保険業界及び
関連分野におけるイノベーションの最前線に立ち続けるという当社の
コミットメントを象徴しています。当社は、スタートアップ企業への投
資や彼らとの協業を通じて、急速に進化するデジタル環境において、
自社の能力を高め、お客様により良いサービスを提供することを目指
しています。
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環境
アフラック・インコーポレーテッドは、環境のため、そして私た

ちをお役立ていただいている人々の健康と幸福のために尽力し

ています。そのため、効果的かつ効率的な事業運営と責任ある

環境保全とのバランスを取るよう努めています。当社は、気候

変動の緩和、天然資源の保護、温室効果ガスの排出削減のため

に、自らの役割を果たし、当社の事業と投資の長期的な価値を

確保し、私たちが住む世界を保護することに努めています。

アフラック SmartGreen
当社の経営陣と取締役会の CSR・サステナビリティ（企業の社会的

責任及びサステナビリティ）委員会は、すべての気候変動問題を監督し、
当社の SmartGreen® 理念を支持しています。その取り組みは、温室
効果ガスの排出を削減し、資源の効率的な利用法を確保し、従業員が
自然環境の良き管理者となるための革新的な手法を全社的に導入する
ことに重点を置いています。

SmartGreen 理念 : 当社は、日々利用する資源を適切に選択、使用、

処分し、これら取り組みを以下の 5 つのカテゴリーで徹底して実践し

ます。

アフラック（日本法人）は、2019 年に策定した「環境

経営宣言」をはじめ、「気候変動への対応」「持続可能な

資源利用」「ステークホルダーエンゲージメント」の 3 つ

の重点テーマとして目標を設定し、企業活動を通じた一

層の戦略的かつ体系的な「環境経営」を推進しています。

環境経営宣言
• 事業活動における環境配慮行動
• 環境関連法規の遵守
• 環境啓発活動の推進と社会に対する貢献
• 継続的な環境改善の推進

事業活動

ファシリティマネジメント

従業員のエンゲージメント

廃棄物の管理

戦略的な調達・購買

アフラックのポール・S. エイモス・キャンパスには静かな

アヒル池があり、従業員や訪問する人は生きたアヒルの行

動を見ることができます。
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温室効果ガス削減目標
アフラックは以下の温室効果ガス削減目標の達成に取り組んでおり、

業界及びサステナビリティのベストプラクティスに重大な変化がないこ
とを前提に、科学的根拠に基づく目標を設定する予定です。

• 2030 年までにスコープ 1 及び 2 の排出量を基準年である 2007
年から 75％削減します

• 2030 年までに、所有・管理する施設で使用する電力の100％を
再生可能資源から調達します

• 2040年までにスコープ1、2、3（カテゴリー15を除く）のカーボ
ン・ニュートラルを達成します

• 2050 年までに、スコープ 1、2、3（カテゴリー15 を含む）のネッ
ト・ゼロ・エミッションを達成・維持します

ネット・ゼロ・エミッションの目標達成には、コミットメント達成に向
けた正式な計画を策定するための包括的かつ透明性の高いアプローチ
が必要です。そのため、当社は適切な報告を行い、その過程において
説明責任を果たしていきます。

温室効果ガス削減の進捗
アフラック・インコーポレーテッドは、2007 年から 2021 年にか

けて、スコープ 1 及び 2 の市場ベースの温室効果ガス排出量を 95％
以上削減しました。スコープ 1 及び 2 の排出量を基準年である 2007
年から 75% 削減するという目標を、2030 年の予定より 9 年早く達
成し、削減率においても目標を上回りました。

アフラック・インコーポレーテッドの 
温室効果ガス排出量

C
O

2
換

算
ト

ン

33,523

13,765

スコープ 2 市場ベース (CO2 換算トン )
スコープ 1 (CO2 換算トン )

12,843

10,028

0

2030 年 75% 削減目標

2030 年の目標には、アフラック米国法人及び日本法人のスコープ 1 排出量の 100％、
アフラック米国法人及び日本法人のスコープ 2 排出量（市場ベース）の 100％が含まれ
ています。2007 年のスコープ 1 及びスコープ 2 の総排出量（市場ベース）は 41,206 
CO2 換算トン、2021 年のスコープ 1 及びスコープ 2 の総排出量（市場ベース）は 2,038 
CO2 換算トンでした。これは基準年の排出量から 95％の削減となります。

• この結果は、再生可能エネルギーの利用拡大と省エネルギー化により
達成されました。再生可能エネルギーの利用拡大については、アフラッ
ク（米国法人）では敷地内に太陽光発電設備を設置し、アフラック（日
本法人）では自社ビルであるアフラックスクエアの全ての電力を再生
可能エネルギーに切り替えました。省エネルギー化については、エネ
ルギー効率の高い照明、暖房、換気、空調の導入、その他の排出量削
減の取り組みへの投資を行いました。また、再生可能エネルギー・ク
レジット *1 や J- クレジット *2 を購入することで、スコープ 2 の排
出量（市場ベース）を削減しました。さらに、カーボン・オフセット
と J- クレジットを購入し、スコープ 1 排出量を相殺しました。アフ
ラックは、2020 年以降、スコープ 1 及び 2 の排出量についてカー
ボン・ニュートラルを実現しています。なお、2021 年の排出量削
減には、新型コロナウイルスのパンデミックの影響によりオフィスで
の電力・エネルギー消費が減少したことが含まれています。
*1 再生可能エネルギー・クレジット（REC）は、再生可能エネルギー発電の環境、社会、
その他の非電力属性に対する財産権を表す市場ベースの商品です。1 枚の REC は、再生可
能エネルギー資源から発電された 1 メガワット時（MWh）の電力を表します。

*2 J- クレジット制度とは、省エネ機器の導入や再生可能エネルギーの利用により削減され
た温室効果ガスの量と、適切な森林管理により除去された温室効果ガスの量を日本政府がク
レジットとして認証する制度です。

当社は、持続可能な未来に貢献するスマートな環境ソ

リューションに投資しています。これは、2022 年に設置

されたポール・S. エイモス・キャンパスの太陽光発電装置

です。当社は、2023 年に同キャンパスでの太陽光発電

装置を大幅に拡張する予定です。

2007年から
95%削減
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再生可能電力
アフラック・インコーポレーテッドは、2030 年までに、自社が所有・

管理する施設の電力をすべて再生可能エネルギーに切り替える予定で
す。アフラックは、この取り組みを加速させるため、持続可能な未来に
貢献するスマートな環境ソリューションに投資しています。

動画はこちらをクリックしてください

• 2022 年、アフラック（米国法人）は太陽光発電装置導入のフェーズ
1 を完了し、ポール・S. エイモス・キャンパスに 1.3 メガワットの
発電装置を設置しました。2023 年、アフラックは発電装置を 50％
拡張する予定です。ここで発電された電力は、アフラックの米国最大
のキャンパスであるポール・S. エイモス・キャンパスで使用される電
力の 50％以上を占める予定です。

• アフラック（日本法人）が所有するビル「アフラックスクエア」で
は、使用するすべての電力を再生可能エネルギーに切り替えることで、
2022 年以降、CO2 排出量をゼロ * にする仕組みを導入しました。

*  非常用発電機（災害時対応用）の燃料として使用する A 重油などによる CO2 排出量 
（約 5t-CO2 ／年（2021 年実績））を除く。

省エネルギーとエネルギー効率化
アフラックは、再生可能エネルギーの使用量を増やすことに加え、省

エネルギー化とエネルギー効率化に努めています。2022 年現在、米
国 と 日 本 で LEED（Leadership in Energy and Environmental 
Design）のゴールド認証を受けたビルを保有しています。

• アフラック（米国法人）では、10 年以上前から、所有する不動産の
電力消費量の削減に取り組んできました。アフラック（米国法人）は、
米国で初めて ISO 50001:2011 エネルギーマネジメントシステム
の認証を取得した保険会社であり、また、ISO 50001:2011 エネ
ルギーマネジメントシステムと ISO 14001:2015 環境マネジメン
トの両方の認証を取得した唯一の保険会社でもあります。2019 年
に ISO 50001:2011 の再認証を取得し、不適合事項はゼロでした。
アフラックは、可能な限り環境に配慮したビルを所有またはリースす
ることを約束しています。

• アフラック（日本法人）では、アフラックスクエアでのエネルギー使
用量の削減に向け、高効率エネルギーシステムへの変更を進めまし
た。また、当社が入居する賃貸借ビルについても、再生可能エネルギー
の導入に向けた取り組みを進めるとともに、低消費電力で長寿命な
LED 照明の導入や、日本の環境省が推奨している空調設定温度に沿っ
た空調の管理などに努めています。

電気自動車用 充電ステーション
アフラックの従業員は、仕事中に電気自動車を充電でき

ます。アフラックのキャンパスには 5 つの充電ステーショ

ンが設置されており、環境に優しい車の利用を促進して

います。

廃棄物の削減
アフラック・インコーポレーテッドは、2021 年に 984トン以上の混

合紙、金属、プラスチック、電子機器を埋立や焼却の処理から転換させ
ました。2021 年、廃棄物の再利用とリサイクルの割合は 89% に増加
しました。

https://www.youtube.com/watch?v=cKNXH-YxaX4
https://www.usgbc.org/leed
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エンゲージメント
従業員エンゲージメント

アフラックは、環境への意識を高め、従業員と地域社会の健康と幸
福に貢献する持続可能な職場環境を維持することに尽力しています。
従業員一人ひとりが、地球環境問題や事業活動が環境に与える影響を
理解し、省エネルギー化の取り組みや資源のリサイクル・再利用の推進
など、環境経営に向けた具体的な行動ができるようになることを目指し
ています。

当社は、特別なイベントやオンライン学習セッションを通じて、従業
員にさまざまな環境教育の機会を提供しています。環境教育のテーマ
は、ESG の重要性、原生植物の復元、太陽光発電の導入、きれいな
水の確保など多岐にわたります。

米国では、従業員がアフラック・グリーンバサダーと呼ばれるボラン
ティアとして、イベントの企画や各部署の取り組みのサポートを通じて、
アフラックの環境目標の達成を支援しています。また、アフラック・グリー
ンバサダーは、職場に限らず家庭でも環境に配慮するよう従業員に呼
びかけています。

アフラック（米国法人）では、2022 年に以下

の取り組みを実施しました：
• ウォーク・ジョグ・プログイベント

7 月に、グリーン委員会は 2 回目のウォーク・ジョグ・プログイ
ベントを開催し、素晴らしい結果を得ることができました。社員は
1,545,731 歩を歩き、50 袋のゴミを回収しました！このイベントは、
ウォーキングやランニングをする人なら誰でも参加できるバーチャルイ
ベントでした。プロギングとは、ジョギングしながらゴミを拾う活動で
す。プラスチック汚染を減らすために 2016 年にスウェーデンで始まっ
たこの活動は、今や100 か国以上で実施されている国際的な環境ムー
ブメントとなっています。

• フリーサイクルイベント

グリーン委員会は、アフラックの従業員や各部署がフリーサイクル・
オフィスサプライ・イベントを通じてオフィス用品を手に入れることによ
り、会社の経費を節約する簡単な方法を推進しています。使われていな
いオフィスを掃除したところ、ペーパークリップ、バインダー、バインダー
クリップ、輪ゴム、付箋などが、たくさん集まりました。今年で 12 年目
を迎えるフリーサイクル・オフィスサプライ・イベントのおかげで、4 万
ドル以上のオフィス用品費を節約することができました。

アフラック（日本法人）では、2022 年に以下

の取り組みを実施しました：
• 環境保全活動への参加

気候変動や生物多様性の取り組みを進めるために、2022年10月に
東京都の自然環境保全活動（東京グリーンシップ・アクション）に参加
し、森林保全活動を実施しました。

• 不要衣類の回収・リユース・リサイクル

社員が持続可能な環境づくりを理解し、環境保全について自分ごと化
して実践するための施策として、不要衣類の回収・リユース・リサイクル
を実施しました。この施策は、「アフラック・ハートフル・サービス株式
会社 *」と協働して実施することで、障がい者雇用や就労支援にも繋が
る活動となっています。

* 障がい者雇用を目的としたアフラック生命グループの特例子会社

サプライヤーエンゲージメント
私たちは、事業を展開する地域のステークホルダーからフィードバッ

クを得ることが重要だと考えています。2022 年、アフラックはサプラ
イヤーの気候変動関連の取り組みについて理解を深めるために、米国と
日本のサプライヤーにアンケートを実施しました。サプライヤーエンゲー
ジメントは、サプライヤーの行動に影響を与え、ネット・ゼロ・エミッショ
ンの目標を推進することにつながります。
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未来へのコミットメント
私たちは大きな進歩を遂げましたが、環境への影響を軽減するためにやるべきことは山積しています。アフラックは、エネルギー消費、水使用、廃棄
物の削減に引き続き注力し、温室効果ガス排出量の削減に役立つ新しい技術や方法に投資し、より多くの再生可能エネルギーを採用することを通じて、
当社の施設をより持続可能なものにしていきます。

アフラック・インコーポレーテッドの TCFD レポートと最新の気候変動に関する CDP への提出資料の詳細については、こちらをご覧ください。

スコープ 1、スコープ 2、スコープ 3 の温室効果ガス排出量
当社は、2021 年のスコープ 1、スコープ 2、及びスコープ 3 の 5 つのカテゴリー（計算されたスコープ 3 排出量の 96％を占める）の排出量について、
第三者機関による検証と限定的保証を取得しました。下の表は、2021 年スコープ 1 及び 2 の温室効果ガス排出量に関する情報です。

スコープ 1 及び 2 の排出量 (mtCO2e)*1

スコープ 1 – アフラック（米国法人）には、バイオ燃料の使用による 182CO2 換算トンの直接排出を含む 2,038
スコープ 2 ( 市場ベース )*2 0
スコープ 2 ( 所在地ベース ) 8,163
償却済みカーボン・オフセット 2,038
正味排出量 スコープ 1 + スコープ 2 ( 市場ベース ) – 償却済みカーボン・オフセット 0

 

*1 CO2 換算トン
*2 当社は 23,275MWh の電力を使用し、オフセットとして再生可能エネルギー・クレジット（REC）と J クレジットを購入しました。

当社の温室効果ガス排出量には、米国と日本にある全ての自社保有施設から発生する全ての直接（Scope1）及び間接（Scope2）の排出量と、5 つ
のカテゴリーの間接（Scope3）の排出量が含まれています。

以下の表は、計算されたスコープ 3 の排出量で、各カテゴリーとの関連性、第三者保証の有無を示しています。

カテゴリー カテゴリーとの関連性 第三者保証 CO2 換算トン (mtCO2e)

1. 購入した製品・サービス 購入した製品やサービスに関連する排出量 有 192,678

2. 資本財 購入した資本財に関連する排出量 無 3,727

3. 燃料及びエネルギー活動 ( スコープ 1
または 2 に含まれない )

購入した電力の生産と配電に関連する排出量 無 3,507

5. 事業から出る廃棄物 事業所内で発生する廃棄物の処理・処分に伴う排出量 有 153

6. 出張 業務に関連する活動のための移動から生じる排出量 有 3,072

7. 従業員の通勤 従業員の通勤やリモートワークによって生じる排出量 有 2,809

8. リース資産（上流） 資産のリースに伴い生じる排出量 有 8,733

9. 輸送・配送（下流） 郵便物や販促品等の輸送による排出量 無 2,073

15. 投資 当社は、温室効果ガス排出を伴う金融投資を行っています 無 ファイナンスド・エミッション
手法を試験運用中

合計 216,752

上表は、排出量があるすべての Scope3 のカテゴリーを含み、排出量がゼロのカテゴリーは除外しています。排出量がゼロのカテゴリーは、輸送・配
送（上流）（カテゴリー 4）、販売した製品の加工 （カテゴリー10）、販売した製品の使用 （カテゴリー11）、販売した製品の廃棄（カテゴリー12）、リー
ス資産（下流） （カテゴリー13）、フランチャイズ（カテゴリー14）です。

https://investors.aflac.com/Sustainability/default.aspx
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人財
私たちは、正しい行いはビジネスのためになるということを知っています。そしてまず、アフラック・ファミリーに投資をすることで、日々

これを実践しています。当社では、日米ともに、従業員が高い帰属意識を持つ企業文化の醸成に努めています。具体的には、従業員のキャ

リア開発を支援し、ワーク・ライフ・バランスを重視しながら従業員の声や考えに耳を傾け、その懸命な働きに心から感謝することを

心掛けています。当社の包括的な人財理念は、「人財を大切にすれば、人財が効果的に業務を成し遂げる」というものです。

従業員の健康増進とワーク・ライフ・バランス
当社の従業員は、何ごとにおいても当社の中心にあります。アフラッ

クは、従業員が心身ともに健康でいられることはもちろん、プロフェッ
ショナルとして、また一個人として活躍できるような、安全かつ健康的
な環境づくりに努めています。従業員の健康増進は、単独のプログラム
や取り組みではなく、パーパスによって牽引され、当社の価値観や従業
員の日常の中に織り込まれています。当社は、従業員から始まり、組織、
家族、そしてより大きなコミュニティに至るまで、組織全体でその健康
と幸福を第一に考えています。アフラック（米国法人）では、健康増進
を身体、感情、社会、精神、経済の 5 つの次元からとらえ、包括的に
アプローチすることを信条としています。それぞれの次元は固有のもの
ですが、これら 5 つのすべてが、従業員の幸福全体の鍵を握っています。
当社の目標は、従業員の健康増進に関する 5 つの次元をすべてカバー
するリソース、サービス、ツールを従業員に提供することです。これには、
以下のものが含まれています。

• 従業員の健康手当、進行中のイベント、健康生活のヒントなど、健
康と幸福に役立つ最新の出来事をすべて網羅した、月刊の健康増進
ニュースレター

• 社内の Aflac Hub や My Aflac Experience Facebook ページを活
用することによりウェルネスの取り組みを共有して、アフラック全従
業員との交流や社会的な幸福を促進

• 従業員が自身の健康状態を把握し、継続的に改善が必要な分野を把握
するための、年 1 回の健康診断の実施

• がん検診など、健康状態を把握し観察するための予防的な検診の提供

• 従業員が新鮮な空気を吸ってリフレッシュできるように、複数の当社
施設（キャンパス）で利用できるウォーキング・トレイル活動

• 従業員がより身体的な活動に励む動機付けとなる健康増進活動や
チャレンジ

• 当社施設内に設置された 2 つの託児所

• 最も効果的で快適な職場環境づくりを支援する、スタンディング・デ
スクやチェアなど、人間工学に基づいた備品の提供

• 大半の従業員が利用できる施設内フィットネス・センターと、年間を
通じて開催されるフィットネス教室

• リモート勤務の従業員のために、全米で利用できるプライベート・ジ
ム施設の割引会員制度

当社の従業員は、何ごとにおいても当社の中心にありま

す。アフラックは、従業員が心身ともに健康でいられる

ことはもちろん、プロフェッショナルとして、また一個人

として活躍できるような、安全かつ健康的な環境づくり

に努めています。
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• 「アフラック・ケア・クリニック」と称する、病気治療、ヘルス・コー
チング、健康診断などを提供する、複数の従業員健康管理施設

• 従業員が全国どこにいても参加できる、ベネフィット・パートナーに
よる充実したウェルネスプログラムの提供

• 薬物乱用、家庭問題、夫婦間の問題、さらには経済的・法的問題など、
生活におけるさまざまな問題に対処するための従業員支援プログラム

• 従業員のメンタル・精神的な健康をサポートするために、対面または
バーチャルで相談できる牧師

• 家計のやりくり、経済的な目標の達成、リスクへの備え、不測の事態
や大学進学、退職などの将来のニーズに向けた貯蓄、そして経済的打
撃への対処などを支援する、ファイナンシャル・コーチング

アフラックでは、健康な従業員が組織としての成功に不可欠な要素で
あることを誰もが理解しており、社員の幸福に焦点を当てることで、事
業価値の創造、生産性の向上、人財の確保などを図っています。極めて
効率的で士気の高い職場づくりを目指している当社にとっては、健康増
進に向けたコミットメントは、多くの取り組みの一つに過ぎません。ア
フラック（日本法人）は、健康経営の取り組みをさらに進化させ、実効
性を高めていくために、創業 50 周年を迎える 2024 年に向けて、新
たに「健康経営 2024」をスタートしました。2 万社以上の企業の健康
データを分析して従業員の健康上の課題や強化領域を特定し、「健康経
営 2024」のもと、従業員の健康維持・増進につながる施策として、以
下を含む多くのツールとリソースを提供しています。:

• 運動・メンタルヘルス・食事・飲酒・禁煙の 5 つのテーマから個人目
標を設定し、セミナー等のサポートプログラムを活用しながら 100
日間の継続にチャレンジする「まいにち健康チャレンジ」を実施し、
従業員の約 50％が参加しました

• 運動不足解消やチームのコミュニケーション活性化のために、目標歩
数を目指して歩き、スマートフォンアプリ上で歩数を共有する「ウォー
キングキャンペーン」を実施し、従業員の約 60％が参加しました

• 病気やけがをした従業員が、治療に専念・両立しながら安心して働く
ことを支援するための「がん・傷病 就労支援プログラム」に取り組ん
でいます。

また、その結果、アフラック（日本法人）は、日本の経済産業省から「健
康経営優良法人」に 5 年連続で認定されています。この認定は、従業
員の健康管理・働き方改革への戦略的な取り組み、そして社会から評価
される職場環境の整備において優れた取り組みを行っている企業に与え
られるものです。

アフラック（日本法人）は、職場
内で託児所を運営するとともに、
産前、産後 休 暇・育児休 職中、
仕事と子育ての両立など、子育
てのステージごとに必要なサポー
トを行っています。

アフラック（日本法人）All Ribbons

アフラック（日本法人）では、2017 年、がんを経験した有志の従
業員による社内のピアサポート・コミュニティ「All Ribbons」を、他
に先駆けて設立しました。この名前は、「様々ながんの経験を持つメン
バーが、アフラックの仲間と支え合う」というコミュニティメンバーの
想いを込めて命名されました。All Ribbons のメンバーは、がんと闘い、
治療と仕事の両立に悩む仲間を応援しています。メンバーは、がんと仕
事との両立の秘訣などをポータルサイトの体験談で公開したり、従業
員に対する相談サービスも行っています。また、「All Ribbons」では、
こうした支援活動に加え、がんに関する情報を提供するパネルディス
カッションや社員対話型イベント「All Ribbons Cafe」を開催してい
ます。

従業員への感謝
従業員を大切にするという基本理念を中心に、アフラックはエンゲー

ジメントと感謝を重視しています。当社では、従業員を祝福するさまざ
まなイベントや活動を、年間を通じて実施しています。例えば、「アフラッ
ク・フェザー」プログラムでは、「The Aflac Way」の 7 つの約束を守
り、さらにそれ以上の成果を上げた同僚や上司を誰でもノミネートし、
表彰することができます。これらのノミネーションで得られたポイント
を集めることで、従業員は表彰され、ポイントに応じて特別な賞品と
交換できます。

Employee Appreciation Week（全従業員に感謝する週、通称 E.A. 
Week）は、アフラックにとって最も大切な財産である従業員を称え
るために、毎年当社が 1 週間にわたり開催している伝統行事で、毎日
行われる賞品抽選会、ゲーム、エンターテインメント、スナック、地域
貢献活動など、さまざまな催しが行われます。E.A.Week は、米国で
は Founders Week に続いて 5 月の第 1 週に、日本ではアフラック

（日本法人）の創立記念日に合わせて毎年 11 月に開催されています。
E.A.Week では、アフラックが日々従業員にどれほど感謝しているか
を伝えられるよう、趣向が凝らされています。
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従業員のエンゲージメント
従業員を称えることは大切ですが、エンゲージメントを高揚させるため

の方策は、これにとどまりません。アフラックは、社員がその能力を最大
限に発揮できるような環境づくりに努めています。そのために、従業員の
エンゲージメントの強化を図ることが重要だと考え、2021年から従業
員エンゲージメントサーベイを定期的に実施しています。アフラック（米
国法人）では2023年春に次回実施予定です。アフラック（日本法人）で
2022年に実施した調査では、トータルエンゲージメントのスコアは日本
国内の平均値を大きく上回る結果になりました。アフラック（日本法人）
はPDCAサイクルを回しながら改善に取り組んでいます。

アフラックは、従業員の並外れた努力を称えるためのツールを職場の
リーダーたちに提供しています。エンゲージメントを牽引する活動には、
このほか、米国と日本のダイバーシティ・カウンシルや当社が事業を展開
している地域社会でのボランティア活動、また従業員の支援には特定の
宗教宗派にはよらない信仰指導者や従業員を支援する専門チームによる
サポート提供が挙げられます。

人財開発
アフラックでは、誰もが人的資本こそが最大の競争力であると認識し

ています。従業員の能力開発に力を入れており、全従業員のスキルアッ
プと能力開発を推進するためのプログラムや支援が提供されています。
2022 年、アフラック（米国法人）は人財の未来に焦点を当て、これら
のテーマに関する 30 以上のプランニングセッションを実施することで、
サクセッションプランと人財評価調整のプロセスを精緻化しました。また
アフラック（日本法人）では、「多様な人財が自律的に働き、最大限に力
を発揮しながら、主体的にキャリアを形成できる環境」を実現すること
を目的とした新たな人財マネジメント制度を導入しました。社員のキャリ
ア形成を支援するために、チャレンジングなアサインメントなどのやりが
いのある仕事の提供や、キャリア開発計画書の導入、全管理職を対象に
した1on1トレーニングや人財マネジメントトレーニングの実施、ウェビ
ナーやマイクロラーニングなどのさまざまな研修機会を社員に提供して
います。また、リーダーシップ・パイプラインを継続して強化するために、
選抜型の人財育成プログラムも展開しています。

キャリア・サクセス・センター
アフラックでは、キャリア・サクセス・センターを通じて、全米の従業

員にキャリア支援サービスを提供しています。そこでは、アフラック（米
国法人）の従業員がキャリア・コンサルタントと面談し、メンタリング、コー
チング、履歴書作成、模擬面接、キャリア相談、試験監督、人財評価な
どについての指導を受けることができます。

メンタリング
アフラックのメンタリング・プログラム「TEACH」のミッションは、

従業員の自己啓発への意欲を高めることです。他の人の有用なスキルや
経験に触れることで、成長や進歩を促します。TEACH は、従業員が 「知っ
ていることを教え、知らないことを学ぶ」機会を提供しています。

TEACH のメンターは、組織横断的な指導者で、6 カ月間のプログラ
ムにボランティアで参加し、従業員の指導にあたります。このプログラム
は、指導を受ける側の能力が、指導する側のキャリアに追いつくことに
重点を置いて、双方が「マッチング」されます。このプログラムは、体系
的な活動を提供するものですが、正式なプログラムの終了後も、双方の
協力関係が続くことが期待されています。
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日本の Work SMART
アフラック（日本法人）は、「アフラック Work SMART」という働き方改革の取り組みを推進しています。
この取り組みは、社員一人ひとりが仕事の進め方を見直すとともに、「時間」と「場所」にとらわれない働き方の実現に向けた制度・インフラの整備を
通して社員のワーク・ライフ・マネジメントを支援し、組織としてのパフォーマンスを最大化させることを目指しています。

「時間」にとらわれない働き方
アフラック（日本法人）は、シフト勤務、フレックスタイム制度、時間

単位の年次有給休暇を活用することにより、すべての従業員が柔軟な働
き方をできるようにしています。育児や介護をしている従業員のために、
短時間勤務制度とシフト勤務を組み合わせることで、12 通りの選択肢か
ら勤務時間を選択できます。

「場所」にとらわれない働き方
アフラック（日本法人）は、すべての従業員が在宅勤務を行えるよう、

システムや環境を整えています。例えば、全社員にノート PC に加えタ
ブレット端末やスマートフォンを配布することで、社外から社内システム
へのアクセスを容易にし、Web 会議システムを活用しながらオフィスに
いるのと同じように働くことができる環境を整えています。また、柔軟な
働き方を実践している社員の事例や各部署での取り組み事例を社内イン
トラネット上で共有しています。

アフラック（日本法人）はリモートとオフィス、それぞれの価値を理解
し、組織成果を最大化するため「ウィズコロナの働き方のプリンシプル」
を定め、オフィスとリモートワークのベストバランスを追求したハイブリッ
ドな働き方を実現しています。

アフラック（日本法人）は、社員がワーク・ライフ・マネジメントを
実現できる環境づくりに努めており、また現在も進化し続けています。 
例えば、以下のようなものです。

• 管理職と従業員の年次有給休暇取得率は 86％です。
• 対象となる従業員の 100% が育児休職を取得しました。
• 育児を理由に時短勤務を選択可能な社員のうち、時短勤務を選択する

社員の比率は、2015 年 53.4％から 2021 年 24.9％へと 28.5pt
減少しました。（より柔軟な働き方ができるようになり、従業員はプラ
イベートと仕事の時間のバランスをより効果的に取ることができます）

2022 年、「アフラック Work SMART」は、「インプット（労働投入）
の効率化」から、「時間当たりの付加価値向上・アウトプットの最大化」

（「Work SMART2.0」）へと進化させ、人財エンゲージメントのさらな
る向上を図っています。

この目的を達成するため、アフラック（日本法人）は「Work SMART 
5 原則」を定め、「アフラック Work SMART」の実践レベルを継続改
善していくためのパルスチェック（高頻度の振り返り）の仕組みを全社で
導入しました。

アフラック Work SMART の頭文字は、以下の内容を表しています

視野を広く持つ 目的を考える 自分から動く 対話を重ねる 時間を意識する

S M A R T
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従業員の多様性
アフラックの文化は、他者を思いやり、全従業員の帰属意識を育むこ

とに根ざしています。2001 年、会長兼最高経営責任者であるダン・エ
イモスは、アフラック初となるダイバーシティ・カウンシルの設立を主導
しました。時代は変わっても、当社のダイバーシティへの決意は脈々と
続いており、現在、従業員が主導するカウンシルがグローバルで 9 つ以
上運営されています。時は流れても、当社のコミットメントが変わること
はありません。従業員は当社の根幹をなすもので、当社は、その多様な
経歴、経験、そして考え方から、大きな恩恵を受けています。ダイバー
シティ、エクイティ＆インクルージョン（DE&I）は、一貫してアフラック
の企業文化における重要なテーマであり、その人財戦略にとって欠くこ
とのできない要素です。

アフラックでは、帰属意識を育み、組織のあらゆるレベルでダイバーシ
ティ＆インクルージョンを示し、充実した職場を提供し、最終的には社員、
地域社会、お客様をサポートする文化を持続させることに尽力しています。

日米両国において、当社は、様々な階層の従業員が参加するダイバー
シティ・カウンシルを創設し、定期的に、ダイバーシティに関する活動と
取り組みについて話し合っています。このカウンシルは、従業員がコミュ
ニケーションを取り合い、互いの違いを尊重し合う場になることを目的
としています。

2022年、このレガシーを継続・維持するために、アフラック（米国法
人）はDE&I戦略を磨きあげ、「認知」「地域社会」「人財」「説明責任」
の4つの柱に焦点を当てた活動を行いました。

認知
アフラックでは、尊敬に満ちた、包括的で多様な人財を育成し続ける

ダイバーシティプログラムの作成に努めています。アフラック・ダイバー
シティ・カウンシルは、DE&I イニシアチブをサポートするエンゲージメ
ントと教育の機会を提供し、このビジョンを地域社会やお客様に広げる
ための重要な役割を担っています。2022 年、これらのカウンシルは、
ダイバーシティ＆インクルージョンに焦点を当てた14 以上の研修やイベ
ントを企画または開催し、1,700 人以上の参加者を集めました。また、
独立代理店に対しては、ダイバーシティに関する対話へのエンゲージメ
ントをより高めるために、初のフィールドダイバーシティカウンシルを立
ち上げました。2022 年には、インクルーシブなチームを育む方法といっ
た DE&I に関する研修の対象を、すべてのリーダーに拡げました。
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地域社会
当社は、社会貢献活動の高まりを通じて、企業価値とブランドを支え

ています。2021 年には DE&I 戦略を拡大し、マイノリティ・パートナー
への支援と、DE&I を促進し社会正義を支持する投資を特定するグロー
バル投資戦略を策定しました。2022 年、私たちのグローバル・インベ
ストメンツ・チームは 17 億ドル以上のサステナビリティと DE&I 投資を
実行しました。

昨年は、当社による寄付の 50％以上が地域社会における格差に注力
し、有色人種、低所得者層、退役軍人など、十分なサービスを受けられ
ない人々にプラスの影響を与えました。今年は、承認された寄付金総額
の 50％以上が、有色人種、退役軍人、低所得者層など多様な地域社会
における格差への対応のために使用され影響を与えました。

アフラックはアトランタの PRIDE パレードに企業として初めて参加し、
LGBTQ+ コミュニティの従業員へのサポートを強化しました。また、初
めての全社での「ジューンティーンス・ホリデー」の祝福を奨励したことを
誇りに思います。2022 年には、インクルーシブなチームを育む方法と
いった DE&I に関する研修の対象を、すべてのリーダーに拡げました。

ここ数十年そうであったように、アフラックの経営陣か

ら組織の隅々にわたって、当社は多様でインクルーシブ

な従業員の育成に取り組んでいます。
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人財
当社は、多様な候補者に対する人財パイプラインを強化するために、

パートナーシップを構築し、育むことに重きを置いています。2022 年、
アフラックは、今後 5 年間で 1,000 人の黒人のテクノロジー職へのキャ
リアを開くことを目的とした Bridge Builders-Technology Associa-
tion of Georgia の創設出資者となりました。歴史的黒人大学（Histori-
cally Black Colleges and  Universities’：HBCUs’）との連携を拡
大し、サクセッションプランニングのプロセスを強化し、多様な人材の育
成に関する組織の可視性と透明性を向上させました。特に黒人や女性の
人財を増やすことを目指し、多様な人財開発プログラムを拡充しました。
アフラックでは、CFO 組織のマネージャー以上の女性リーダーを対象に、

「財務リーダーシップ開発プログラム」のようなプログラムを通じて、グ
ローバルの主要なビジネスラインで約 2 年間、最大 3 回のローテーショ
ンを行い、実地での経験の中で組織に関する幅広い知識を身に付けても
らっています。

説明責任
ダイバーシティ＆インクルージョンが、事業を運営するための必須の要

素であることを認識し、2021 年、アフラックは従業員（リーダーシップ）
に関するダイバーシティ目標について、説明責任を伴うコミットメントを
行いました。私たちの目標は、2026 年までに上級管理職の全体的な
多様性を 5％上昇させることです。2022 年、上級管理職の全体的な
多様性は、同年目標の 2％増を上回る 4％増を達成し、最終目標の 5%
に近づきました。

ここ数十年来そうであったように、アフラックの経営陣から組織の隅々
にわたって、当社は多様でインクルーシブな従業員の育成に取り組んで
きました。多様性を育むことは、単に取るべき正しいアプローチである
だけでなく、ビジネスの上でも意義のあることです。当社の目標を達成し、
地域社会に貢献するためには、異なる視点をもたらす人々に私たち自身
が囲まれ、ともに仕事をする必要があります。

従業員は、当社が事業展開している 

地域社会を映し出す
アフラックは、事業を展開する地域社会にも配慮し、地域社会の多様

性を反映するよう、また、それを積極的に自社のあり方に映し出してい
くよう努めています。当社の成功は、多くの場合、他の人が見ていない
ところで各人が日々何をしているかによって定義されます。それは、すべ
ての人々に対して私たちがどのように接するかということであり、また、
私たちがすべての人々にもたらす機会のことです。つまり、いかに多様性
を受け入れ、対話と包摂を促すかということなのです。私たちは、さら
なる向上を図り、変化を生み出し続けることを約束します。

このような包摂性の精神は日本でも同様で、例えば、指導的立場にあ
る女性の増加を図るダイバーシティ推進の取り組みを強化してきました。

アフラックでは、単にダイバーシティについて語るだけでなく、エクイ
ティ＆インクルージョンを育むための行動にもコミットしています。これ
は、従業員の構成、給与ポリシーなどの公平性、そして一人ひとりが歓
迎され、大切にされていると感じられる職場づくりに反映されています。
私たちがより強い会社を築いていることに疑いはありませんが、もっと
できることがあると肝に銘じています。それでも、私たちには、正しい
道を歩んでいるという確信があります。
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女性従業員の割合 

54%

指導的立場にある 
女性の割合

33%
指導的立場にある 
女性の割合

50%
有指導的立場にある
有色人種の割合

30%

女性従業員の割合 

66%
有色人種の従業員の
割合

49%
女性及び有色人種の
割合

64%

ライン長ポストに 
占める女性の割合 *

25%
上級管理職における
女性の割合

31%
上級管理職における
有色人種の割合

29%

当社の企業文化は、会社のあらゆるレベルにおいてダイバーシティ＆インクルージョンを推進するというコミットメントを反映しています。
例えば、2022 年末時点では、以下のような状況になっています。

アフラック ( 日本法人）
ア フ ラ ッ ク（ 日 本 法 人 ） で は、
2025 年までにライン長ポストに占
める女性の割合をさらに高めること
を目標としています。

アフラック（米国法人）
ア フ ラ ッ ク（ 米 国 法 人 ） で は、
2026 年までに上級管理職の多様
性を 5％向上させることを目標とし
ています。

取締役

* アフラック生命保険株式会社におけるライン長ポストに占める女性の割合を対象としています。



55

アフラックに 
ついて

資産運用及び
投資

フィランソロピーガバナンス 環境 人財 別表

2022年　ビジネス＆サステナビリティレポート

人財

米国の従業員の新規採用

69%
女性

62%
有色人種

ダイバーシティ、エクイティ＆インクルージョンは、米国で義務付けら
れているEEO-1報告にとどまらないことを認識しています。とはいえ、多
くの投資家の皆様がこのデータを見たいと思われていることも承知して
おり、アフラック・インコーポレーテッドでは、透明性を高めるため、アフ
ラック（米国法人）の最新のEEO-1報告書をこちらに掲載しています。

• 給与データはアフラック（米国法人）の全社員から収集したものであ
り、グローバルな情報は含まれていません。

• EEO-1 報告書に記載されている職種は、当社の従業員や報酬制度を
反映したものではありません。EEO-1 の職務グループには、幅広
い等級、職務名、技術職及び非技術職を網羅しています。例示する
と、「Executive/ Senior Officials & Managers」は、アフラック
の上級経営陣の定義に最も近い内容です。「First/Mid Officials & 
Managers」は、アフラックでピープル・リーダーと称している人々
に、「Professional」は個人として貢献している人に、「Technicians」
は時間給労働者に、「Sales workers」はアフラックの営業部隊に、

「Administrative support」はスペシャリストに、「Craft workers」
は施設コンサルタントに、それぞれ最も近い内容です。

アフラック（米国法人）の EEO-1レポートについての詳細については、
こちらをご覧ください。

公平な報酬
アフラックは、グローバルな給与の公平性に取り組んでおり、性別や

年齢、人種・民族に関係なく公平な給与を確保するため、継続的な分析
を行っています。今後も、給与の公平性に関する評価を継続し、そこで
明らかになった格差を縮めていきます。給与の公平性は、性別や人種・
民族が異なる従業員が、同一または類似の職務に就いている場合、勤務
地や職位在任期間、在職期間、学歴、経験など、給与の違いを説明しう
る正当な事業上の要素を考慮した、平均的な給与格差と定義されます。

• 2021 年、アフラック（米国法人）では、男性、女性の合計で
375 の職位（対象 3,675 名）の見直しが行われました。これらの
職位において、サラリー・レシオ（女性の報酬額の男性の報酬額に
対する割合）は 99.5％と男女間でほぼ同水準でした。

アフラック（日本法人）は、 管理職を対象に刷新した人財マネジメン
ト制度を、2022 年からは一般社員にも対象を拡大して適用しました。
新制度の下では、それぞれのポジションの職責に応じて、職務ごとに
特定のグレード（職務等級） が与えられます。性別、年齢、人種などが
グレードを決定する要因になることはなく、あらゆる職務に対してすべ
ての従業員が公平な機会を与えられます。

アフラック（日本法人）は、高い目標へのチャレンジや成長への貢
献意欲を刺激するために、会社への貢献に報いる「トータルリワード」
の考え方で報酬を設計しています。"職務"と"成果"に報いる報酬体系を
ベースに、職務記述書で明文化された職務の内容・大きさをもとに決
定するグレードごとに、日系大手企業をベンチマークに競争力のある
水準を実現しています。基本給や賞与だけではなく、一定以上のグレー
ドの社員には中長期インセンティブも付与し、職務や成果・業績に報
いる仕組みとしています。アフラック（日本法人）の人財マネジメント
制度は、短中長期的な視点で会社への貢献に報いる仕組みとなってい
ます。

アフラック（日本法人）の社長を委員長として、経営陣により構成
される人財マネジメント政策委員会は、人財マネジメント制度が公平・
公正に運営されているかどうかを毎年モニタリングし、グレードや報酬
水準の一貫性、適切性について評価します。

https://s24.q4cdn.com/367535798/files/doc_downloads/2022/06/Certified-EEO-2021Results-two-page_Redacted.pdf
https://s24.q4cdn.com/367535798/files/doc_downloads/2022/06/Certified-EEO-2021Results-two-page_Redacted.pdf
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人財

アフラック（日本法人）は、各種イベントへの参加や講
演を通じて、ダイバーシティ推進の重要性を社会に発
信しています。写真は、取締役専務執行役員（当時）の 
木島葉子が2022年11月、Aflac Global Diversity 
Conference 2022で挨拶する様子です。

インクルーシブな人財の育成
2020 年、アフラック（日本法人）は、「女性活躍推進プログラム」

を通じて、指導的立場（課長代理以上）にある女性の割合を 30％にす
るという目標を、計画より1 年前倒しで達成し、さらなる進展を見せて
います。アフラック（日本法人）は、この目標の水準を引き上げ、2025
年末までに、ライン長ポストに占める女性割合を 30％以上とする新し
い目標を掲げ、2022 年末の目標としていた 25％を予定通りに達成し
ました。

アフラック（米国法人）では、女性が成長し、キャリアを形成するた
めのさまざまな制度が用意されています。高い潜在能力を持つシニア・
レベルの女性リーダーが選抜され、特定の分野、または一般的なリーダー
シップの分野において権威ある開発プログラムに参加しています。これ
とともに、特定の機能分野では、より深く、女性リーダーのパイプライ
ン構築を目的とした開発プログラムも設けられています。

また、アフラック（日本法人）は、障がい者の雇用を推進する特例子
会社であるアフラック・ハートフル・サービス株式会社を 2009 年に設
立しました。アフラック・ハートフル・サービスは、職場環境を整え、専
門的な知識を有するスーパーバイザーを置くことで、障がいがあっても安
定的に就労することができ、仕事を通じて一人ひとりが社会に貢献してい
ます。

また、障がいの有無にかかわらず、小児がん経験者の就労支援もおこ
なっています。これらの雇用の促進や雇用の安定に関する取り組みによ
り、厚生労働省が主管する「障がい者雇用に関する優良な中小事業主に
対する認定制度」において、2021 年 11 月に優良中小事業主として認
定を取得しました。2022 年 12 月末時点で、アフラック・ハートフル・
サービスに在籍する154 名の従業員のうち、123 名が障がい者手帳保
持者で、5 名が小児がん経験者です。アフラック・ハートフル・サービスは、
多様な従業員の個性を尊重し、長期的なキャリアを支援しています。
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フィランソロピー

パーパスに根差した支援活動：
アフラックの戦略的フィランソロピー
アフラックでは、パーパス（企業の存在意義）に沿ったパートナーシップを信条としており、健康や貧富の格差を解消するために活動している団体やコミュ
ニティを支援しています。当社は、米国と日本における補完医療保険のパイオニアとして、また両国のリーディングカンパニーとして、がんと診断された人々
が直面する困難を理解する努力を 67 年以上続けてきました。また、がんの診断が家族全体に影響を与えることも理解しています。そのような思いから、
私たちの活動の多くは、がんと向き合う人たちを支援することを目的としています。

企業として、チャリティー寄付、地域社会への投資、現金拠出、現物支給を含む慈善活動の 59％以上を、鎌状赤血球病を含むがんや血液疾患に焦点
を当てた慈善活動に充てています。

アトランタ小児病院のアフラックがん・血液病センター

59%
アフラックの慈善活動のうち、
がん及び血液疾患に 
焦点を当てた割合

1995 年の開設以降、アトランタ小児病院のアフラックがん・血液病セ
ンターは、小児がん、血液学、そして血液・骨髄移植に関して、全米で有
数の医療機関として知られるようになりました。革新的な研究と最先端の
治療法により、1965 年に 20％だった小児がんの 5 年生存率は、現在
80％以上と劇的に向上しています。この価値ある活動は、アフラック財団、
アフラック小児がん基金、アフラック役職員、そして販売部門を含むアフ
ラック・ファミリーの全員がとても大切にしているもので、彼らからの惜
しみない寄付金により、研究活動に必要な資金が絶えることなく供給され
ています。現在、アフラックからアフラックがん・血液病センターへの寄

付金の累計額は1 億 6,500 万ドルを超えており、それがアフラックが
ん・血液病センターの研究の成功と際立った成果を生むことにつなが
り、同センターは U.S. News and World Report 誌が発表した「全
米小児がんトップ医療機関」の一つに選ばれています。

アフラックの取り組みは、小児がんの子どもたちだけでなく、鎌状赤
血球症など、あまり知られておらず理解されていない希少な血液疾患
の子どもたちにも、前向きな影響をもたらしています。
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フィランソロピー

アフラックは、小児医療における格差に関連して、鎌状赤血球症がも
たらす課題に対処していますが、その中心的な拠点は、アトランタ小児
病院のアフラックがん・血液病センターです。同センターでは、毎年約
2,000 人の小児患者が治療を受け、恒常的に血液・骨髄移植（BMT）
が行われており、全米で最も多くの鎌状赤血球症治療を行う医療機関と
なっています。2021 年の公衆衛生情報システムデータでは、鎌状赤血
球症の総患者数は 2,000 人超と、全米 1 位にランクされました。

NYSE グローバル・ギビング・キャンペーン
11月末、アフラック・インコーポレーテッドの会長兼最高経営責任者

であるダン・エイモスは、アトランタ小児病院院長兼最高経営責任者の
ドナ・ハイランド、アフラック・ダックとともにニューヨーク証券取引所
（NYSE）のオープニングベルを鳴らし、NYSEの第2回グローバル・ギ
ビング・キャンペーンの一環としてアフラックがん・血液病センターをア
ピールしました。また、アフラック財団のカテリン・エイモス社長、アフ
ラック（米国法人）のテレサ・ホワイト社長（当時）、NYSEのリン・マー
ティン社長、その他アフラックのシニアリーダー、アフラックがん・血液
病センターの患者の皆様もダン、ドナと共に壇上に上がりました。NYSE
グローバル・ギビング・キャンペーンを記念して、アフラックのCSR（企
業の社会的責任）プログラムが世界最大の証券取引所から評価されまし
た。当日は、NYSEの99回目のツリー点火式に参加し、楽しいひと時を
過ごしました。

アフラック・ブレーブス・ナイト
アフラックが毎年開催しているアトランタ・ブレーブス・ナイトは、ア

フラックがん・血液病センターの患者の皆様、ご家族、スタッフが一堂
に会し、歓迎の意を込めてワールドシリーズ・チャンピオンを応援する伝
統行事です。パンデミックによる一時中断を経て、アフラック・インコー
ポレーテッドの社長兼最高執行責任者フレッド・クロフォードは、フェイ
スペインティング、ピンポン、コーンホール、塗り絵など、第 25 回ブレー
ブス・ナイトの開催を大いに楽しみました。



59

アフラックに 
ついて

資産運用及び
投資

フィランソロピーガバナンス 環境 人財 別表

2022年　ビジネス＆サステナビリティレポート

フィランソロピー

My Special Aflac Duck®

アフラック・インコーポレーテッドは、未来の世代のための正しい行い
を大切にしています。それは、さまざまな形で浮かび上がりますが、最
も鮮明に表れるのが、小児がんと闘う子どもたちやそのご家族への献身
です。私たちは、子どもたちのがんとの闘いには、薬以上に大切なもの
があることを知っています。それが形になったのが、米国、日本、北アイ
ルランドでがん治療を受ける子どもたちの支援のために無償で贈呈して
いるMy Special Aflac Duck です。この活動は、子どもたちとそのご
家族、そして未来のための一つの投資なのです。

小児がんの治療や研究への支援だけでなく、アフラックにはもっとや
りたいことがありました。がんと闘う子どもたちが、実際に抱きしめるこ
とのできる何かを手にすることができたら、そして、それが子どもたち
に喜びを与え、がんとの闘いの一助となれたら、どんなに素晴らしいこ
とでしょう。アフラックは、この想いを実現するために、2018 年、My 
Special Aflac Duck を世に送り出しました。My Special Aflac Duck 
は、がん治療の間、子どもたちの孤独感を和らげ心を和ませるために、
双方向のコミュニケーション技術を使って作られた友達ロボットです。
ウェブベースのアプリケーションにより、子どもたちは、自分たちの治療
の模様をこのダックに体験させることができます。このダックが、診察
ごっこをしたり、生きているような動きと感情表現をすることで、つらい
がん治療の中でも心が和むように、子どもたちに寄り添っています。My 
Special Aflac Duck は、最終的には子どもたちにその体験が自分一人
のものではないことを自覚させ、治療計画を前向きに受け止めて家庭の
内外でその計画を守るように促すとともに、いつでも、どこでも、誰に
でも、治療に取り組むためのメカニズムを提供するものです。

米国では、毎年 15,000 人以上の子どもたちががんと診断されていま
す。アフラックでは、米国で新たにがんや鎌状赤血球症などの血液疾患

と診断される 3 歳以上の子どもたち一人ひとりに、無償で My Special 
Aflac Duck を贈ることを目標に掲げています。アフラック小児がんキャ
ンペーンやアフラックがん・血液病センター、そして今では My Special 
Aflac Duck を通じて、当社はがんと向き合う子どもたちを支え、彼ら
が希望と時間、そしてさまざまなリソースを手に入れられるよう、その使
命を果たしていきます。

米 国 で は、アフラックが 2018 年 から 450 の 病 院 や 団 体 で 約
19,000 人の子どもたち（2022 年 12 月現在）に My Special Aflac 
Duck を寄贈しています。日本では、アフラック（日本法人）が 2019
年から 72 の病院で 1,400 人以上（2022 年 12 月現在）の子ども
たちに My Special Aflac Duck を寄贈しています。アフラックは、
2022 年までに、アメリカ、日本、北アイルランドで合計 21,000 人以
上の子どもたちにMy Special Aflac Duck を贈っています。

My Special Aflac Duck にも、新しい仲間ができました。2022
年初頭、アフラック（米国法人）は、数々の受賞歴をもつ My Special 
Aflac Duck プログラムの対象を、鎌状赤血球症などの血液疾患を持つ
子どもたちにも拡大しました。このダックには、鎌状赤血球症などの血
液疾患を持つ子どもの治療に特化した新しいアクセサリーとして、暖か
いブランケット、ポート IV アダプターや無料アプリでの新しいデジタル
体験などがカスタム・パッケージに収められています。

これまで病院や支援団体を通じてのみ入手可能でしたが、アフラック
のパートナーであり、My Special Aflac Duck のクリエイターである
Sproutel を通じて、3 歳以上のがんや血液疾患の子どもたちのご家族
に直接ダックをお届けすることができるようになりました。実際、2022
年には、新しいプログラム「Direct To Family」によって、がんや鎌状
赤血球症と向き合う子どもたちの家庭に 139 羽を発送することができ
ました。
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My Special Aflac Duck の寄贈イベント
一部の病院では、My Special Aflac Duck を受け取った人が、自分

だけの友達ロボットに会うために、エキサイティングなスカベンジャーハ
ントに参加することもあります。ハントの後、患者の皆様とそのご家族
は、ダックの出生証明書やビーズのネックレスを作ったり、塗り絵をした
りと、さまざまな活動を通して新しい友情を祝います。2022 年、アフラッ
ク（米 国 法 人 ）は、Cooper Hospital、Children’s National、Camp 
Sunrise、Mississippi Children’s、Miami Children’s、Children’s of 
New Orleans、Lafayette Women and Children’s、and St. Luke 
Children’s の 8 か所で My Special Aflac Duck 寄贈イベントを開催
しました。また、アフラック（日本法人）では、2022 年は 16 病院・
施設に 194 羽を寄贈しました。

My Special Aflac Duck とコーチ・プライム : 2022 年 10 月、ア
フラックと当時のジャクソン州立大学（JSU）ヘッドコーチのデイオン・
" プライム"・ サンダースは、JSU ホームカミングに先立ち、My Special 
Aflac Duck をミシシッピー子供病院の患者の皆様に届けました。メディ
アへの挨拶に続き、コーチ・プライムとアフラック（米国法人）のヴァー
ジル・ミラー社長が、がん・血液疾患病棟で治療を受けている子どもた
ちと過ごし、My Special Aflac Duck を贈りました。

My Special Aflac Duck についての詳細や、あなたの
団体やがんや鎌状赤血球の治療を受けている子どもたち
のためのダックのリクエストは、アフラック小児がんキャ
ンペーンをご覧ください。

https://www.aflacchildhoodcancer.org/myduck.cfm
https://www.aflacchildhoodcancer.org/myduck.cfm
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アフラック（日本法人）ペアレンツハウス
人々から評価され信頼される会社であることは、多くの場合、思いや

りがあり、社会的責任を果たす会社であることも意味しています。アフ
ラック（日本法人）は、社会的責任が私たちのパーパス（企業の存在意義）
に欠くことのできない要素であることを認識しています。一企業として、
アフラックの社員・代理店はコミュニティをとても大切にしており、お役
に立てることがあれば、どんなことでもお手伝いしたいと願っています。
子どもが小児がんや難病に罹患すると、専門的な治療を受けるために、
各地から東京や大阪に出向かなければならないこともあり、また、多く
の場合その治療は継続的なものになります。こうした困難な状況に置か
れた方々のお役に立てるよう、2001 年、最初の「アフラックペアレンツ
ハウス」がアフラック（日本法人）の寄付によって開設されました。この
施設は、がんや難病と闘う子どもとその子どもを支えるご家族が、自宅
のようにくつろいで宿泊できる場所としてお役立ていただいています。ペ
アレンツハウスは小児がんに関する相談やイベント開催など総合支援セ
ンターとしてもご利用いただいています。アフラックペアレンツハウスは、
開所以来、149,000 人以上の方に支援を提供しました。

新型コロナウイルス感染症への懸念が続くなかでも子どもたちやご家
族が安心して館内で過ごせるよう、多くの役職員・グループ会社・代理店
が衛生用品や日用品の寄付やリモートでできるボランティアなどでペアレ
ンツハウスの運営を支援しています。

2022 年は 3 年ぶりに現地での社員ボランティアを再開し、感染対策
を徹底しながら沢山の社員が参加しました。
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アフラック・ホリデー・ダック・プログラム
アフラック・ホリデー・ダックは、2022 年も人々を笑顔にするプレ

ゼントを届けました。キャンディケインのストライプ柄のキャップをか
ぶったアフラック・ダックは、ホリデーシーズンに人気のぬいぐるみで
す。ダックが持っているのは、赤いサテンのリボンが光るグリーンのボッ
クス。何が入っているかは開けてからのお楽しみです。アフラック・ホリ
デー・ダック・プログラムの純収益はすべてアフラック小児がん基金を通
じてアフラック小児がんキャンペーンに寄付され、小児がんや血液疾患
の治療を行う全米の参加病院へ分配されます。

1991 年、サウスカロライナ州に住むアームストロング家のジョンと
ナンのご夫婦は、一家の子どもたちのためにアフラックのホリデー・ダッ
クを初めて購入しました。これをきっかけに、ファミリーツリーの下にホ
リデー・ダックを置くことが毎年の恒例となりました。家族が増え、孫
たち、今ではひ孫たちも、このぬいぐるみとブランド名「アフラーーック！」
の鳴き声を毎年楽しみにするようになりました。2021 年、一家はジョ
ンとナンのいない初めてのホリデーを迎えます。彼らの子どもたち、キー
ス・アームストロングとキム・ウォレスは、この伝統を今後どうするのか
話し合いました。「決めなくてはいけない時が来ました」とキムは言いま
す。「続けるか、やめるか。私はやめたくなかった」。この特別な時間を
一緒に過ごすジョンとナンはもういないけれど、アフラック・ホリデー・
ダックは、ふたりの思い出とふたりの愛情を思い出させてくれるのです。
動画はこちらからご覧ください。

「私たちの世代より上の人たちは、このダックの鳴き声を聞くだけで涙
が出ます…幸せな涙が」と孫のブラッド・ウォレスは語ります。「クリス
マスだよ。おばあちゃんもおじいちゃんもいないけど、ダックは今もい
るんだ」と。

Be The Match
2022 年 9 月、アフラックは Be The Match® との提携を発表し、

全米の血液幹細胞ドナー登録の多様化を継続することを発表しました。
Be The Match によると、救命のための血液幹細胞や骨髄移植に適合
するドナーが見つかるかどうかは、民族的背景によって大きな格差があ
るとのことです。アフラックと Be The Match は、アフラックの社員と
販売代理店を血液幹細胞や骨髄のボランティア・ドナーとして登録する
ことを目的としたデジタル登録活動を継続的に実施します。両社は、血
液がんで兄と母を亡くした NBA 選手のマーカス・スマートと共に、血液
幹細胞や骨髄バンクの多様性などに関する医療上の不平等に関心が高
まるよう協力しました。

ドナーとのマッチングに採用される組織型は、遺伝的かつ固有的な
ものであるため、同じ民族の祖先や民族的背景を持つ人と適合する可
能性が最も高くなります。組織型の多様性を考慮すると、白人の場合は
79％であるのに対し、黒人やアフリカ系アメリカ人の患者が適合する確
率は 29％です。

「勇気をもって白血病と闘う兄の姿は、私の人生に非常に大きな影響を
与えました。彼の遺志は、白血病や鎌状赤血球症に打ち勝つために命が
けで闘っている若い患者の皆さんと同じように、コート内外で私を鼓舞
し続けてくれています」と、マーカス・スマートは語ります。

「血液がんや血液疾患には治療の可能性があるのに、民族的な理由で
その治療法がすべての患者に行き渡らないというのは、あってはならな
いことです。私はアフラックと Be The Match に参加し、自分の声で、
全国血液幹細胞ドナーへの登録を呼びかけたいと思っています。ドナー
登録には、頬の内側をこすって細胞を採取することが必要なのですが、
患者に希望を与え、より多くの命を救うための一つの方法として、全ての
人にご検討いただけるようお願いしています。」

https://www.aflacchildhoodcancer.org/
https://aflac-12.wistia.com/medias/5ktlkx4aal
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がん経験者支援
アフラック（日本法人）では、がんを経験した方ががんになっても自

分らしくあるために、不安や寂しさなどを受け入れ、精神的に支える「開
かれた相談の場」が社会に必要と考えています。「開かれた相談の場」
として活動を続ける団体に対し、アフラック（日本法人）は寄付などを
通じて支援しています。対象となる団体は「マギーズ東京」「元ちゃんハ
ウス」の 2 つです。

マギーズ東京
がんを経験した方・家族・友人が、訪れるだけで寛ぐことができ、看

護や心理的な支援によって自分の力を取り戻していける居場所を提供し
ています。

元ちゃんハウス
石川県金沢市にあり、がんを抱えた方やご家族などが同じ境遇の人や

専門職につながれる場所として活動しています。

がん啓発活動
アフラックは、がん保険のパイオニアとして、またリーディングカンパ

ニーとしての義務と責任を認識しています。お客様は、がん保険のパイ
オニアである当社とその商品に信頼を寄せてくださっています。私たち
は、その信頼にお応えできるよう日々力を尽くしています。例えば、日本
の全 47 都道府県と連携し、がん予防の啓発や早期発見の重要性を多く
の人々に知ってもらうための教育に積極的に取り組んでいます。また、ア
フラック（日本法人）の主要事業所がある東京近郊の調布市では、自治
体と連携してがん教育に積極的に取り組み、市内の全中学校でがんの授
業を展開しています。

2022 年は、調布市が乳がんの早期発見と正しい知識の普及を目的
として実施した「ピンクリボンキャンペーン月間」に合わせて、「第 40 
回調布市民スポーツまつり」のアフラック出展ブースで、調布市と共同
で乳がん触診模型を設置して乳がんの早期発見の啓発を行いました。

ライト・ザ・ナイト
アフラックは、ジョージア州アトランタで開催された白血病リンパ腫

協会のライト・ザ・ナイトに参加して、がんの暗闇に光をもたらすべく 3
万ドル以上の寄付を行いました。参加者はランタンを高く掲げて歩きま
す。それぞれのランタンは、サバイバーシップを表す白、亡くなった人を
偲ぶ黄色、血液がんの撲滅を支援する赤など、それぞれが血液がんとの
つながりを表しています。
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アフラック（日本法人）では、2022 年は 3 年ぶりにリアルでのイベ
ントやボランティア活動を再開しました。

アフラッククラシックチャリティーコンサート
9月のGLOBAL GOLD SEPTEMBER CAMPAIGN期間中にステー

クホルダーを集めたクラシックチャリティーコンサートを主催し、会場で
は小児がん支援の重要性を伝えると共に募金を実施し、小児がんの啓発
を行いました。

ゴールドリボンウオーキング
10 月に開催されたゴールドリボンウオーキングには社員や代理店、提

携先関係者、小児がんとたたかう子どもたちやそのご家族など、約 1,700
人が参加し、当日は社員ボランティアも参加しウオーキングを盛り上げま
した。

「アフラック小児がん経験者・がん遺児奨学金 
制度」街頭募金

11月に調布駅前で実施した「アフラック小児がん経験者・がん遺児奨
学金制度」のための街頭募金では社員はもちろん、調布市関係者なども
参加して沢山の寄付を集めることができました。
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隠れた才能を PR する広報活動
アフラックは、20 年以上にわたって歴史的黒人大学（Historically 

Black Colleges and  Universities 通称：HBCU）を支援してきまし
た。2021 年、アフラックはジャクソン州立大学運動部にプロフェッショ
ナル育成を目的に 75,000ドルを寄付しました。また、デイオン・サンダー
スのフットボールキャンプのサポートパートナーとしても 25,000ドルを
寄付しています。2022 年、アフラックはこれを前進させ、プライム・コー
チが若いアスリートを指導するミッションを継続できるよう、さらに 10
万ドルを寄付しました。

そして 2022 年、アフラックは HBCU へのコミットメントを、一段高
いレベルへと引き上げます。2021 年の NFLドラフトでは合計 259 人
の選手が指名されたにもかかわらず、HBCU のチームからは一人も指名
されませんでした。無指名に終わったのは10 年以上ぶりのことで、これ
に奮起したアフラックと、コーチであるデイオン・" プライム"・サンダー
スはタッグを組み、Prime Prospects を創設しました。この取り組み
は、次のレベルで戦う準備ができていながら、ドラフトで注目されるため
のリソースや知名度が不足している選手をアピールすることが目的です。
Prime Prospects では、12 校の HBCU から16 名の選手とそのスキ
ルにスポットを当てました。これらの選手は、400 万人以上のフォロワー
を持つプライム・コーチのソーシャルチャンネルと、アフラックの提供チャ
ンネルの両方で紹介されました。このようにソーシャルメディアで注目さ
れたことで、プロのスカウトやゼネラルマネージャーは、隠れた才能を目
にし、認識することができたのです。このキャンペーンは広くメディアの
注目を集めただけでなく、2022 年のシーズンには合計 4 人の HBCU
選手がドラフト指名され、そのうち 2 人は「Prime Prospects」、1 人
はスーパーボウル・チャンピオンにまで上り詰めました。

アフラックは、広告スポット「Believe」で、HBCU 選手を支援する立
場をさらに強固なものにしました。アフラックの社内エージェンシーであ
る The Aflac Studio が制作した「Believe」では、デイオン・サンダー
スのフットボールキャンプを追いながら、昨年のプロドラフトで HBCU
出身の指名選手は1 人もいないことを説明するプライム・コーチのナレー
ションが入ります。

CareGrants
アフラックは、理不尽な格差に苦しんでいる人々を支援するミッション

の一環として、助成金プログラム CareGrants を創設しました。Care-
Grants は、アフラックが個人、家族、地域社会に対して、健康面や経
済面での格差を解消する目的で提供する資金援助です。医療負債という
差し迫った問題に対処し、困っている生活者を支援します。

2022 年 1月、アフラックは、保険でカバーされない医療費に起因す
る債務に対するアメリカ人の意識と債務額を調査した全国調査「アフラッ
ク・ケア・インデックス」を発表しました。ケア・インデックスで特定さ
れた非常に脆弱な地域を支援するため、アフラックは 2022 年を通して、
これらの地域の個人の医療成果を改善する団体を選定し、50 万ドルの
CareGrants を提供しました。アフラックは、助成金を提供した各コミュ
ニティの公園に「アフラック・パークベンチ」という椅子を設置し、そこ
に格差是正のための教育、支援、擁護活動に対する会社のコミットメン
トを記しました。

2022 年を通じて、アフラックは、ケンタッキー州ハーラン、バージ
ニア州レキシントン、フロリダ州オーランド、テキサス州ヒューストン、
サウスカロライナ州コロンビアにおいて、地域助成金を授与し、アフラッ
ク・パークベンチを設置しました。

SPOTLIGHT
ケンタッキー州における CareGrants

アフラックは、アフラック・ケア・インデックスで最もリスクの高い州
のひとつであるケンタッキー州で、初のコミュニティ向け CareGrants
の提供とアフラック・パークベンチの設置を祝いました。同州では、心
臓疾患の割合が高いことでハーラン郡が際立っていました。アフラック
は、地域住民の健康と富の公平性を高めるため、ハーラン郡のアパラチ
アン地域病院に 10 万ドルを寄付しました。アフラックの10 万ドルの
CareGrants により、アパラチアン地域病院は、住民の疾病教育へのア
クセスを改善するとともに、AED（自動体外式除細動器）へのアクセス
を提供することで、ハーラン郡における心血管疾患の負担を軽減してい
ます。アフラックとアパラチアン地域病院は、この取り組みの最初の助
成を記念して、病院からすぐ近くにあるドレッセン公園にあるアフラック・
パークベンチのもとで小切手授与とテープカットを行い、地域のアフラッ
クのスタッフ、病院職員、地域住民の方々が参加しました。

https://c212.net/c/link/?t=0&l=en&o=3514605-1&h=1531433584&u=https%3A%2F%2Ftwitter.com%2FDeionSanders%3Fref_src%3Dtwsrc%255Egoogle%257Ctwcamp%255Eserp%257Ctwgr%255Eauthor&a=his+social+media
https://c212.net/c/link/?t=0&l=en&o=3514605-1&h=3500156078&u=https%3A%2F%2Fyoutu.be%2Fnu2QGXF821c&a=%22Believe%22
https://www.aflac.com/docs/aflac-cares/aflac-cares-index.pdf
https://www.aflac.com/docs/aflac-cares/aflac-cares-index.pdf
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コンシューマー CareGrants
アフラックは、医療費で負担を強いられている勤勉なアメリカ人に

5,000 ドルの助成金を届けるコンシューマー CareGrants を 3 回開催
しました。2022 年には、60 名の方にそれぞれ 5,000 ドルを贈呈し
ました。

SPOTLIGHT
シャドック一家

シャドック一家は、2022 年 10 月に CareGrants の受給者となりま
した。ジョンとアリソンは結婚して間もない頃、彼が 35 歳の若さで膠
芽腫と診断されました。この診断により、若い夫婦の生活は一瞬にして
変わってしまいました。アリソンとジョン、そして 2 匹の犬は、ジョンの
主治医の近くに引っ越すことになりました。しかし、同時に夫婦は仕事
を辞めなければなりませんでした。驚くほど高額ながん治療や MRI 検査、
そして診察や検査の度にかかる交通費。支払いに終わりはありません。
1 年前、ジョンは転倒し、シャドック一家は 24 時間体制の介護を余儀
なくされ、家族や友人のサポートにさらに頼らざるを得なくなりました。
アフラックからの 5,000ドルの支援は、シャドック一家が経済面ではな
く、ジョンのケアに集中できるよう、家族を支えるために非常に役に立
ちました。

シャドック一家に CareGrants を贈呈する
ことを発表した、アフラック（米国法人）の
ヴァージル・ミラー社長と話すシャドック一家

SPOTLIGHT
リビーズ・レガシー

2022年10月7日、アフラックは、オーランドで開催されたHBCU
ウィーク中に、ESPN（アメリカのスポーツ専門チャンネル）のWide 
World of Sports内で行われたコーナーにスポンサーとして参加しまし
た。このスポンサーシップの一環として、アフラックは地域社会への還
元と格差是正へのコミットメントを示したいと考えました。そのため、ア
フラックは乳がん啓発月間にちなみ、地元オーランドの団体である「リ
ビーズ・レガシー乳がん基金」に10万ドルを贈呈しました。この資金は、
リビーズ・レガシーが、保険でカバーされていない、あるいは保険に加入し
ていない恵まれない人々のために、診断検査や生検などの乳房医療サー
ビスへのアクセスを増やすことに役立てられます。
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ハビタット・フォー・ヒューマニティ
アフラック・ファミリーの一員であることは、私たちが毎日仕事をする場所というだけでなく、私たちが生活し、働く地域社会に変化をもたらすこと

に専念する企業の一員であることを意味します。ハビタット・フォー・ヒューマニティ（誰もがきちんとした場所で暮らせる世界の実現を目指し住宅支援
を行う国際 NGO）は、16 年以上にわたってアフラックの恩返しというミッションの一部であり、当社のコミットメントだけでなく、チームワークの真
の意味をあらためて示してくれた従業員の証でもあります。この住宅を 6 週間で建てることができたのは、200 人以上のアフラック社員とハビタット・
フォー・ヒューマニティの素晴らしいスタッフの努力と献身があったからです。 
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別表
GRI 内容索引

使用宣言 アフラック・インコーポレーテッドは、2021 年 GRI スタンダードを参照して、2022 年 1 月 1 日から 2022 年 12 月 31 日までの期間について、
本 GRI 内容索引に記載した情報を報告する。

使用した GRI1 GRI1：Foundation 2021 

開示項目 開示場所

GRI 2: 一般開示事項 2021

2-1 組織の詳細 組織の名称：アフラック・インコーポレーテッド（NYSE：AFL）
所有形態と法人格：アフラック・インコーポレーテッド（親会社）は、1973 年にジョージア州の法律に基づいて 

法人化されました

2022 Form 10-K：項目 1. 「事業 - 概要」2 ページ

本社所在地：Aflac Worldwide Headquarters, 1932 Wynnton Road, Columbus, GA, U.S.
事業所所在地：「アフラック・インコーポレーテッドについて」1 ページ

2022 CPD レポート

2-2 組織のサステナビリティ報告の 
対象となる事業体

「本レポートについて - 報告の範囲と境界」5-6 ページ

2-3 報告期間、報告頻度、連絡先 報告期間：2022 年 1 月 1 日から 2022 年 12 月 31 日まで

報告サイクル：年次

報告書の発行日：2023 年 3 月
報告書に関するお問い合わせ窓口： esg@aflac.com

2-4 情報の修正・訂正記述 該当なし

2-5 外部保証 「本レポートについて - 基準と枠組み」6 ページ；
「環境 - スコープ 1、スコープ 2、スコープ 3 の温室効果ガス排出量」48 ページ

2-6 活動内容、バリューチェーン、 
その他の取引関係

「アフラック・インコーポレーテッドについて」1 ページ、「アフラック（米国法人）及びアフラック（日本法人）について」
7-23 ページ

2022 Form 10-K：項目 1.「事業 - 概要」 2 ページ ; 「収益を生み出す活動」 2 ページ ; 「アフラック（日本法人） -  
保険商品」 3-4 ページ ; 「競合市場」 5 ページ ; 「アフラック（米国法人） - 保険商品」 6 ページ ; 「競合市場」 7 ページ

2022 年株主総会招集通知「アフラック・インコーポレーテッドについて」表紙内側 アフラック・サプライヤー情報

「アフラック（米国法人）及びアフラック（日本法人）について - 2022 年 アフラック（日本法人）財務ハイライト」 
9-10 ページ、「アフラック（米国法人）保険商品」 21-22 ページ

2022 Form 10-K：項目 1.「事業 - アフラック（日本法人）- 販売チャネル」 4-5 ページ、アフラック（米国法人）
- 販売チャネル」 6-7 ページ

2-7 従業員 「アフラック（米国法人）及びアフラック（日本法人）について - 高品質の補完保険商品を提供する リーディング・ 
カンパニー」 7 ページ

2022 Form 10-K：項目 1.「事業 – 人財」 10-12 ページ
2022 CPD レポート

2-8 従業員以外の労働者 アフラックはこの情報を開示していません。
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2-9 ガバナンス構造と構成 「ガバナンス - アフラック・インコーポレーテッドの グローバル・ガバナンス及び ESG 体制」 33-34 ページ

2022 年株主総会招集通知「コーポレートガバナンスに関する事項 - 当社の取締役会と委員会」 23-28 ページ、 
「取締役会の責任 - 企業の社会的責任とサステナビリティへのコミットメント」 30 ページ

ガイドライン

2022 TCFD レポート

2022 CPD レポート

2022 年株主総会招集通知：「投票ロードマップ - 取締役候補の概要」 8-9 ページ、「コーポレートガバナンスに 
関する事項 - 取締役会の構成 - 取締役候補者」 14-19 ページ、 「ガバナンス」32-35 ページ

2022 年株主総会招集通知：「投票ロードマップ - 取締役候補の概要」 8-9 ページ、「コーポレートガバナンスに 
関する事項 - 取締役会の構成 - 取締役候補」 14-19 ページ、「取締役の独立性」 19 ページ、「取締役候補のスキル、
経験、多様性」 20 ページ、「当社の取締役会と委員会 - 委員会構成」 24-27 ページ

2022 年株主総会招集通知：「投票ロードマップ - 取締役候補の概要 - 取締役会在任期間」 8 ページ、「独立取締役
在任期間内訳」 19 ページ

2022 年株主総会招集通知：「コーポレートガバナンスに関する事項 - 取締役会の構成 - 取締役候補」 14-19 ページ、
「ガバナンス」 32-35 ページ

2022 Form 10-K：項目 1.「事業 – 人財 - ダイバーシティ、エクイティ＆インクルージョン」11 ページ

2022 年株主総会招集通知：「投票ロードマップ - 取締役候補の概要」 8-9 ページ、「コーポレートガバナンスに 
関する事項 - 取締役会の構成 - 取締役候補のスキル、経験、多様性」20 ページ、「取締役会のサクセッション 
プランニングと更改プロセス - 2017 年以降の取締役会の変化」20 ページ

2022 年株主総会招集通知：投票ロードマップ - 取締役候補の概要 - スキル、経験及び属性の多様性」 8 ページ、
「コーポレートガバナンスに関する事項 - 取締役会の構成 - 取締役候補」 14-19 ページ、「取締役候補のスキル、
経験及び多様性」 20 ページ、「取締役のサクセッションプランニングと更改プロセス - 2017 年より取締役に
就任した取締役のスキル」20 ページ

2-10 最高ガバナンス機関における指名と 
選出

2022 年株主総会招集通知：「コーポレートガバナンスに関する事項 - 取締役会の構成 - 取締役指名プロセス」 
21-22 ページ

2022 年株主総会招集通知：「コーポレートガバナンスに関する事項 - 取締役会の構成 - 取締役指名プロセス -
株主からの取締役候補の検討」 22 ページ

ガイドライン

2-11 最高ガバナンス機関の議長 ダニエル・P. エイモス氏は 2001 年から取締役会議長を、1990 年から最高経営責任者を務めています。

2022 年株主総会招集通知：「コーポレートガバナンスに関する事項 - 当社の取締役会と委員会 - 取締役会の
リーダーシップ構造」 23 ページ

2-12 インパクトのマネジメントの監督に 
おける最高ガバナンス機関の役割

「ガバナンス - アフラック・インコーポレーテッドの グローバル・ガバナンス及び ESG 体制 – 取締役会による ESG
体制の監督」34 ページ

2022 年株主総会招集通知：「コーポレートガバナンスに関する事項 - 当社の取締役会と委員会 - 委員会構成」 
24-27 ページ、「取締役会の責任 - 企業の社会的責任とサステナビリティへのコミットメント」 30 ページ

2022 CPD レポート

2022 TCFD レポート

2022 年株主総会招集通知：「コーポレートガバナンスに関する事項 - 当社の取締役会及び委員会 - 委員会構成」 
24-27 ページ

2-13 インパクトのマネジメントに関する 
責任の移譲

「ガバナンス - アフラック・インコーポレーテッドの グローバル・ガバナンス及び ESG 体制 – 取締役会による
ESG 体制の監督」34 ページ

2022 年株主総会招集通知：「コーポレートガバナンスに関する事項 - 当社の取締役会と委員会 - 委員会構成」
24-27 ページ、「取締役会の責任 - 企業の社会的責任とサステナビリティへのコミットメント」 30 ページ

2022 CPD レポート

2022 TCFD レポート

2-14 サステナビリティ報告における 
最高ガバナンス機関の役割

「ガバナンス - アフラック・インコーポレーテッドの グローバル・ガバナンス及び ESG 体制 – 取締役会による
ESG 体制の監督」34 ページ

2022 年株主総会招集通知：「コーポレートガバナンスに関する事項 - 当社の取締役会と委員会 - 委員会構成」 
24-27 ページ、「取締役会の責任 - 企業の社会的責任とサステナビリティへのコミットメント」 30 ページ

2022 CPD レポート

2-15 利益相反 2022 年株主総会招集通知：「監査事項 - 関連者取引」 72-73 ページ
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2-16 重要な懸念事項の伝達 2022 年株主総会招集通知：「コーポレートガバナンスに関する事項 - 取締役会の責任 - 株主への働きかけ 
- 取締役とのコミュニケーション」 32 ページ

アフラックはこの情報を開示していません。

2-17 最高ガバナンス機関の集合的知見 ガイドライン

2-18 最高ガバナンス機関のパフォーマンス
評価

2022 年株主総会招集通知 ：「コーポレートガバナンスに関する事項 - 取締役会の構成 - 取締役会の自己評価」 
22 ページ

評価の頻度：年次

2-19 報酬方針 以下の情報は Aflac Incorporated 2022 年株主総会招集通知に記載されています。取締役報酬（32 ページ以降）、
報酬分析及び役員報酬（37 ページ以降）

2022 年株主総会招集通知：「役員報酬 - 報酬の議論と分析 - 追加の役員報酬プランの実践と手順 - 支配権変更
ポリシーと退職契約」 57 ページ、「役員報酬表 - 退任または支配権変更時に支払われる可能性のある報酬」 
65-66 ページ

2022 年株主総会招集通知：「役員報酬 - 報酬の議論と分析 - 追加の役員報酬プランの実践と手順 - 報酬回収 
（「クローバック」）方針」 57 ページ

2022 年株主総会招集通知：「コーポレートガバナンスに関する事項 - 取締役報酬 - 退職金制度」 33 ページ、 
「役員報酬 - 報酬の議論と分析 - 2021 年役員報酬 - その他の報酬 - 401（k）貯蓄及び利益分配制度」  
55 ページ、「役員報酬表 - 年金給付」 62-63 ページ

「サステナビリティハイライト」、28-31 ページ
2022 年株主総会招集通知：「コーポレートガバナンスに関する事項 - CD&A At-A-Glance - 2021 マネジメン

ト・インセンティブ・プラン（MIP）の実績」 36 ページ、「役員報酬 - 報酬の議論と分析 - MIP 目標設定の考慮点」 
46-47 ページ、「2021 年役員報酬 - 2021 MIP 目標及び実績 - ESG 調整指標」 50-52 ページ

2022 CPD レポート

2022 TCFD レポート

2-20 報酬の決定プロセス 2022 年株主総会招集通知：「コーポレートガバナンスに関する事項 - 取締役報酬」 32-34 ページ
ガイドライン
2022 年株主総会招集通知：「コーポレートガバナンスに関する事項 - 取締役会の責任 - 株主への働きかけ -  

当社の取り組み」 31 ページ、「役員報酬 - 報酬の議論と分析 - エグゼクティブサマリー - 2021 年 Say-on-Pay
投票の結果」 43 ページ 

アフラック・インコーポレーテッド ESG 方針とステートメント

2022 年株主総会招集通知：「役員報酬 - 報酬の議論と分析 - 報酬の設計と思想 - 役員報酬の設定プロセス - 独立
報酬コンサルタント」 44 ページ

2022 年株主総会招集通知：「投票ロードマップ - 役員報酬ハイライト - 最近の Say-on-Pay 投票」 11 ページ、
「役員報酬 - 報酬の議論と分析 - エグゼクティブサマリー - 2021 年 Say-on-Pay 投票の結果」 43 ページ

2-21 年間酬額総額の比率 2022 年株主総会招集通知：「役員報酬 - CEO 給与比率」 68-69 ページ

2-22 持続可能な発展に向けた戦略に関する
声明

「アフラック・インコーポレーテッド会長兼最高経営責任者 ダニエル・P. エイモスからのメッセージ」 2-3 ページ

2-23 方針声明 「ガバナンス - アフラック・インコーポレーテッドのグローバル・ガバナンス及び ESG 体制 - 倫理とコンプライアンス」 
34-35 ページ 

行動憲章
サプライヤー行動憲章
ESG 方針とステートメント

「ガバナンス - アフラック・インコーポレーテッドのグローバル・ガバナンス及び ESG 体制 - 取締役会による ESG
体制の監督」 34 ページ

2022 年株主総会招集通知：「コーポレートガバナンスに関する事項 - 取締役会の責任 - ガバナンス文書 - 行動倫理
憲章」 32 ページ

2-24 方針声明の実践 ESG 方針とステートメント 
行動憲章

サプライヤー行動憲章

「ガバナンス - アフラック・インコーポレーテッドのグローバル・ガバナンス及び ESG 体制 - 倫理とコンプライアンス」 
34-35 ページ

2-25 マイナスのインパクトの 
是正プロセス

アフラックはこの情報を開示していません。
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フィランソロピーガバナンス 環境 人財 別表

2022年　ビジネス＆サステナビリティレポート

別表

開示項目 開示場所

2-26 助言を求める制度および懸念を 
提起する制度

行動憲章
サプライヤー行動憲章

「ガバナンス - アフラック・インコーポレーテッドのグローバル・ガバナンス及び ESG 体制 - 倫理とコンプライアンス」 
34-35 ページ 

ESG 方針とステートメント

2-27 法規制遵守 アフラックはこの情報を開示していません。

2-28 会員資格を持つ団体 「アフラック（米国法人）及びアフラック（日本法人）について - 2022 年アフラック・インコーポレーテッドの
受賞、表彰、エンゲージメント及びメンバーシップ」 22 ページ

2022 CPD レポート

2-29 ステークホルダーエンゲージメント
へのアプローチ

「ガバナンス - アフラックにおける ESG にかかるステークホルダーの優先順位」34 ページ

2-30 労働協約

GRI 3：マテリアルな項目 2021

3-1 マテリアルな項目の決定プロセス 「ガバナンス - 取締役会による ESG 体制の監督」 33 ページ、「アフラックにおける ESG にかかるステークホルダー
の優先順位」 34 ページ

3-2 マテリアルな項目のリスト 「ガバナンス - アフラックにおける ESG にかかるステークホルダーの優先順位」 34 ページ

該当なし

3-3 マテリアルな項目のマネジメント アフラックはこの情報を開示していません。

「ガバナンス - アフラック・インコーポレーテッドのグローバル・ガバナンス及び ESG 体制 - 倫理と
コンプライアンス」 34-35 ページ 

行動憲章

サプライヤー行動憲章
ESG 方針とステートメント

「サステナビリティハイライト」 28-31 ページ、「ガバナンス - アフラック・インコーポレーテッドの グローバル・
ガバナンス及び ESG 体制 - 倫理とコンプライアンス」 34-35 ページ、「サイバーセキュリティによる 
お客様とデータの保護 - セキュリティ意識向上とトレーニング」 37-38 ページ

「環境 - スコープ 1、スコープ 2、スコープ 3 の温室効果ガス排出量」 48 ページ
「サステナビリティハイライト」 28-31 ページ、「環境 – 温室効果ガス削減目標」 45 ページ、「人財 – 従業員の 

健康増進とワーク・ライフ・バランス、人財開発 - 従業員の多様性 - 説明責任」 56 ページ、「従業員は、当社が
事業展開している地域社会を映し出す」 56-57 ページ

「サステナビリティハイライト」 28-31 ページ、「環境 - 温室効果ガス削減の進捗」 45-46 ページ、「人財 -  
従業員の健康増進とワーク・ライフ・バランス、人財開発 - 従業員の多様性 - 説明責任」 56 ページ、 

「インクルーシブな人財の育成」 59 ページ
「ガバナンス - アフラックにおける ESG にかかるステークホルダーの優先順位」34 ページ

GRI 201：経済パフォーマンス 2016

201-1 創出、分配した直接的経済価値 収益総額：195 億ドル
「アフラック（米国法人）とアフラック（日本法人）について - 高品質の補完保険商品を提供するリーディング・

カンパニー」 7 ページ、「2022 年アフラック（日本法人）財務ハイライト」 9 ページ、「財務ハイライト -  
アフラック・インコーポレーテッド（ニューヨーク証券取引所のティッカー・シンボル : AFL）投資家情報 - 
財務諸表からの抜粋」 26 ページ

2022 Form 10-K：項目 7.「経営陣による財政状態及び経営成績の議論と分析 - エグゼクティブサマリー - 業績
ハイライト」 33 ページ

「サステナビリティハイライト - コミュニティ投資とフィランソロピー」 31 ページ、「資産運用及び投資」 40-43
ページ、「パーパスに根差した支援活動：アフラックの戦略的フィランソロピー」 62-73 ページ

2022 年株主総会招集通知：「投票ロードマップ - 企業の社会的責任とサステナビリティのハイライト」 12 ページ

2022 年サステナビリティボンドレポート：「サステナビリティボンドフレームワーク概要」 3 ページ、「調達資金の
配分とインパクト」 3-4 ページ、「投資ハイライト」 5-8 ページ

201-2 気候変動による財務上の影響、 2022 Form 10-K：項目 1A.「リスク要因 - 一般的なリスク要因」 25-27 ページ

その他のリスクと機会 2022 CPD レポート

2022 TCFD レポート

アフラックはこの情報を開示していません。
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アフラックに 
ついて

資産運用及び
投資

フィランソロピーガバナンス 環境 人財 別表

2022年　ビジネス＆サステナビリティレポート

別表

開示項目 開示場所

201-3 確定給付型年金制度の負担、その他の
退職金制度

2022 Form 10-K：項目 8.「財務諸表及び補足資料 - 14. ベネフィット・プラン – 株式報酬プラン」 174 ページ

2022 年株主総会招集通知：「役員報酬 - 報酬の議論と分析 - 2021 年役員報酬 - その他の報酬 - 確定給付型年金」 
55 ページ、「役員報酬表 - 年金給付 - 適格確定給付型年金」 62 ページ

201-4 政府から受けた資金援助 該当なし

GRI 302：エネルギー 2016

302-1 組織内のエネルギー消費量 2022 CPD レポート

GRI 305：大気への排出 2016

305-1 直接的な GHG 排出（スコープ 1） 「環境 - 温室効果ガス削減の進捗」 45-46 ページ、「スコープ 1、スコープ 2、スコープ 3 の温室効果ガス排出量」 
48 ページ

2022 CPD レポート

2022 TCFD レポート

305-2  間接的な GHG 排出（スコープ 2） 「環境 - スコープ 1、スコープ 2、スコープ 3 の温室効果ガス排出量」 48 ページ
2022 CPD レポート

2022 TCFD レポート

「環境 - 温室効果ガス削減の進捗」（45-46 ページ）、「スコープ 1、スコープ 2、スコープ 3 の温室効果ガス排出量」
48 ページ

305-3 その他の間接的な GHG 排出 
（スコープ 3）

「環境 - スコープ 1、スコープ 2、スコープ 3 の温室効果ガス排出量」 48 ページ
2022 CPD レポート

2022 TCFD レポート

305-5 GHG 排出量の削減 「環境 - 温室効果ガス削減の進捗」 45-46 ページ 
2022 TCFD レポート
2022 年株主総会招集通知：「投票ロードマップ - 企業の社会的責任とサステナビリティのハイライト - 環境」  

12 ページ

2022 CPD レポート

GRI 306: 廃棄物 2020

306-4 処分されなかった廃棄物 「環境 - 廃棄物の削減」 46 ページ

GRI 401: 雇用 2016

401-1 従業員の新規雇用と離職 「サステナビリティハイライト – 従業員の多様性」 31 ページ、「人財 - 従業員の多様性 - 米国の従業員の新規採用」 
58 ページ

2022 年株主総会招集通知：「投票ロードマップ - 企業の社会的責任とサステナビリティのハイライト」 12 ページ
2022 Form 10-K：項目 1.「事業 – 人財 - ダイバーシティ、エクイティ＆インクルージョン」 11 ページ 
アフラックはこの情報を開示していません。

401-2 フルタイム従業員には支給され、 
有期雇用の従業員や 
パートタイム従業員には 
支給されない手当

2022 年株主総会招集通知：「役員報酬 - 報酬の議論と分析 - 2021 年役員報酬 - その他の報酬 - その他の福利厚生」
55 ページ

ESG 方針とステートメント

「人財 – 人財開発 – 日本の Work SMART」 54 ページ
2022 Form 10-K：項目 8.「財務諸表及び補足資料 - 14. ベネフィット・プラン」 170-174 ページ
2022 年株主総会招集通知：「役員報酬 - 報酬の議論と分析 - 2021 年役員報酬 - その他の報酬 - 401（k）貯蓄

及び利益分配制度」 55 ページ

2022 Form 10-K：項目 8.「財務諸表及び補足資料 - 14. ベネフィット・プラン – 株式報酬プラン」 174 ページ

401-3 育児休暇 「人財 - 人財開発 - 日本の Work SMART」 53 ページ 
アフラックはこの情報を開示していません。
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フィランソロピーガバナンス 環境 人財 別表

2022年　ビジネス＆サステナビリティレポート

別表

開示内容 開示場所

GRI403：労働安全衛生 2018

403-6 労働者の健康増進 「人財 - 従業員の健康増進とワーク・ライフ・バランス」 49-50 ページ、52 ページ
2022 Form 10-K：項目 1.「事業 – 人財 – 健康＆ウェルネス」 10 ページ

ESG 方針とステートメント

GRI 404：研修と教育 2016

404-2 従業員スキル向上プログラムおよび
移行支援プログラム

「人財 – 人財開発」 52 ページ、「人財 – 人財開発 -  日本の Work SMART」 53 ページ
2022 Form 10-K：項目 1.「事業 – 人財 - タレント」 10 ページ

ESG 方針とステートメント

GRI 405：ダイバーシティと機会均等 2016

405-1 ガバナンス機関および従業員の
ダイバーシティ

「サステナビリティハイライト – 従業員の多様性」 31 ページ、「ガバナンス」 32-35 ページ、「人財 – 従業員の
多様性 - 説明責任」 56 ページ、「従業員は、当社が事業展開している地域社会を映し出す」 56-57 ページ
2022 Form 10-K：項目 1.「事業 – 人財 - ダイバーシティ、エクイティ＆インクルージョン」 11 ページ

2022 年株主総会招集通知：「投票ロードマップ - 取締役候補の概要」 8-9 ページ、「企業の社会的責任とサステナ
ビリティのハイライト」 12 ページ、「コーポレートガバナンスに関する事項 - 取締役会の構成 - 取締役候補のスキ
ル、経験、多様性」 20 ページ、「取締役会のサクセッションプランニングと更改プロセス - 2017 年以降の取締役
会の変化」20 ページ

EEO-1 レポート
「ガバナンス」 32-35 ページ、「人財 – 従業員は、当社が事業展開している地域社会を映し出す」 56-57 ページ
2022 年株主総会招集通知：「投票ロードマップ - 取締役候補の概要」 8-9 ページ、「コーポレートガバナンスに関す
る事項 - 取締役会の構成 - 取締役候補のスキル、経験、多様性」 20 ページ、「取締役会のサクセッションプランニン
グと更改プロセス - 2017 年以降の取締役会の変化」20 ページ

「サステナビリティハイライト – 従業員の多様性」 31 ページ、「人財 - 従業員は、当社が事業展開している地域社会を
映し出す」 56-57 ページ
2022 年株主総会招集通知：「投票ロードマップ - 企業の社会的責任とサステナビリティのハイライト」 12 ページ

405-2 基本給と報酬の男女比 「人財 – 従業員は、当社が事業展開している地域社会を映し出す」 56-57 ページ

GRI 415：公共政策 2016

415-1 政治献金 2022 年アフラック政治活動レポート

GRI 417：マーケティングとラベリング 2016

417-3 マーケティング・コミュニケーション
に関する違反事例

該当なし
「アフラック（米国法人）及びアフラック（日本法人）について - アフラック（米国法人） - アフラック（米国法人）マー
ケティング戦略」 19 ページ

GRI 418：顧客プライバシー 2016

418-1 顧客プライバシーの侵害および顧客
データの紛失に関して具体化した不服
申立

該当なし
「サイバーセキュリティによるお客様とデータの保護」 36 ページ
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フィランソロピーガバナンス 環境 人財 別表

2022年　ビジネス＆サステナビリティレポート

別表

サステナビリティ会計基準審議会（SASB） 
インデックス
表 1. サステナビリティ開示トピックおよび会計メトリクス

トピック 会計メトリクス カテゴリ 測定単位 コード 対応または開示場所

顧客への透明性の高い情報
と公正な助言

新規顧客およびリピート顧客へのマーケ
ティングと保険商品関連情報の伝達に関
連する法的手続の結果として生じた金銭
的損失の総額

定量 報告通貨 FN-IN-
270a.1

該当なし

苦情・クレーム率 定量 比率 FN-IN-
270a.2

アフラックはこの情報を開示していません。

顧客維持率 定量 比率 FN-IN-
270a.3

アフラックはこの情報を開示していません。

商品に関する顧客への通知方法の説明 議論と分析 該当なし FN-IN-
270a.4

「アフラック（米国法人）及びアフラック（日
本法人）について - アフラック（日本法人） 
- 2022 年 アフラック（日本法人）財務ハ
イライト - 日本のお客様との接点となる販
売網」10 ページ、「アフラック（日本法人）
の販売チャネル」10 ページ、「アフラッ
ク（日本法人）保険商品 - 生産性、サービ
ス、 そして価値を生み出す、 テクノロジー
とデジタルへの投資」14-15 ページ、「ア
フラック（米国法人） - 商品ソリューショ
ン＋効果的な販売＋優れたサービス＝お客
様」 20-21 ページ、 2022 Form 10-K：
項目 1.「事業 - アフラック（日本法人） - 
販売チャネル」  4-5 ページ

投資管理における環境、
社会、ガバナンス要素の
組み込み

インダストリー・資産クラス別投資
資産の総額

定量 報告通貨 FN-IN-
410a.1

「資産運用及び投資」 40-43 ページ、  
2023年サステナビリティボンドレポート：

「サステナビリティボンドフレームワーク 
概要」3 ページ

投資管理プロセスと戦略における環境・
社会・ガバナンス（ESG）要素の 
組み込みアプローチの説明

議論と分析 該当なし FN-IN-
410a.2

「資産運用及び投資」 40-43 ページ、 
2022 年 TCFD レポート：「気候に関連
するリスクと機会の管理 - 気候に特化した
リスク評価プロセス」 9-11 ページ、「リ
スク管理プロセス」 11-12 ページ、「リス
ク統合プロセス」 13 ページ、2023 年サ
ステナビリティボンドレポート：「付録 - 
サステナビリティボンドフレームワーク」 
11-16 ページ、アフラック・インコーポ
レーテッド ESG 方針とステートメント：

「アフラック・インコーポレーテッド 責任
投資方針」

責任ある行動を促すための
方針

エネルギー効率化および低炭素技術に
関連する正味収入保険料

定量 報告通貨 FN-IN-
410b.1

該当なし

健康、安全や環境に配慮した活動や行動を
促す商品や商品の機能に関する説明

議論と分析 該当なし FN-IN-
410b.2

該当なし
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項目 指標 カテゴリ 測定単位 コード 対応または開示場所

環境リスクエクスポージャー 天候による自然災害に関する保険商品
の予想最大損失（PML）

定量 報告通貨 FN-IN-
450a.1

該当なし

事象の種類および地理的セグメント別
に示した (1) モデル化された自然災害
および (2) モデル化されていない自然
災害、による保険金支払いに帰属する
金銭的損失の総額（再保険考慮前と考
慮後）

定量 報告通貨 FN-IN-
450a.2

該当なし

(1) 個々の契約の引受プロセスに組み
込むアプローチと (2) 企業レベルのリ
スクと資本の適正性の管理への、環境
リスクの組み込みに関するアプローチ
の説明

議論と分析 該当なし FN-IN-
450a.3

2022 TCFD レポート：「気候に関連
するリスクと機会の管理 – 気候に特化
したリスク評価プロセス」9-11 ペー
ジ、「リスク管理プロセス」 11-12
ページ、「リスク統合プロセス」 13
ページ、アフラック・インコーポレー
テッド ESG 方針とステートメント：

「アフラック・インコーポレーテッド
責任投資方針」

システミックリスク管理 カテゴリ別のデリバティブ商品のリス
ク：(1) 非清算店頭デリバティブに対
する潜在的リスクの合計、(2) 中央清
算機関への受け入れ可能な担保の公正
価値の合計、(3) 清算店頭デリバティ
ブに対する潜在的リスクの合計

定量 報告通貨 FN-IN-
550a.1

該当なし

証券貸付担保資産の公正価値合計 定量 報告通貨 FN-IN-
550a.2

該当なし

システミックな非保険活動に伴う資本・
流動性関連リスクの管理アプローチの
説明

議論と分析 該当なし FN-IN-
550a.3

該当なし

表 2. アクティビティメトリクス

アクティビティメトリクス カテゴリ 測定単位 コード 対応または場所

セグメント別保有契約数：(1)損害保険、(2)生命保険、(3) 再保険引受 定量 件数 FN- 
IN-000.A

「財務ハイライト - 主要な業務指標」  
27 ページ
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別表

気候関連財務情報開示タスクフォース 
（TCFD）の対応について

トピック 推奨される開示内容 開示内容または開示場所

ガバナンス：気候関連のリスクと機会
に関する組織のガバナンスを開示する

a.  気候関連のリスクと機会に関する取締役会の
監督について記述する

「ガバナンス - 取締役会による ESG 体制の監督」 34 ページ
2022 TCFD レポート：「気候関連のリスクと機会に関するガバナン
ス - 取締役による監督」 2-3 ページ
2022 CDP レポート：C1. ガバナンス -C1.1a, C1.1b

b.  気候関連のリスクと機会の評価とマネジメン
トにおける経営陣の役割を記述する

2022 TCFD レポート：「気候関連のリスクと機会に関するガバナン
ス - 経営者の役割」 3-4 ページ

戦略：気候関連リスクと機会が組織の
事業、戦略、財務計画に及ぼす実際の
影響と潜在的な影響について、その情
報が重要（マテリアル）な場合は開示
する

a.  組織が特定した、短期・中期・長期の気候関
連 のリスクと機会を記述する

2022 Form 10-K：項目 1A.「リスク要因 - 一般的なリスク要因」 
26 ページ
2022 TCFD レポート：「気候関連リスクと機会への対応戦略 - 気候
関連リスクと機会」 5 ページ、「移行リスク」 5 ページ、「物理リスク」 
5-6 ページ
2022 CDP レポート：C1. ガバナンス - C1.2; リスクと機会 - 
C2.2a, C2.4b

b.  気候関連のリスクと機会が組織の事業、戦略、
財務計画に及ぼす影響を記述する

2022 Form 10-K：項目 1A.「リスク要因 - 一般的なリスク要因」 
26 ページ
2022 TCFD レポート：「気候関連リスクと機会への対応戦略 - 気候
関連リスクと機会」 5 ページ、「事業と戦略への影響」 6 ページ、「商品
とサービス」 6-7 ページ、「財務計画への影響」 7-8 ページ、「戦略の
レジリエンス」8 ページ
2022 CDP レポート：C2. リスクと機会 - C2.3a

c.  2°C 以下のシナリオを含む異なる気候関連の
シナリオを考慮して、組織戦略のレジリエン
スを記述する

2022 CDP レポート：C3. 事業戦略 - C3.1, C3.2, C3.3, C3.4
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トピック 推奨される開示内容 開示内容または開示場所

リスクマネジメント：組織がどのよう
に気候関連リスクを特定し、評価し、
マネジメントするのかを開示する

a.  気候関連リスクを特定し、評価するための組
織のプロセスを記述する

2022 TCFD レポート：「気候関連リスクと機会の管理 – エンター
プライズリスク管理プロセス」 8-9 ページ、「気候に特化したリスク
評価プロセス」 9-11 ページ
2022 CDP レポート：C2. リスクと機会 - C2.2

b.  気候関連リスクをマネジメントするための組
織のプロセスを記述する

2022 TCFD レポート：「気候関連リスクと機会の管理 - エンター
プライズリスク管理プロセス」8-9 ページ、「リスク管理プロセス」
11-12 ページ、「リスク統合のプロセス」13 ページ

c.  気候関連リスクを特定し、評価し、マネジメ
ントするプロセスが、組織の全体的なリスク
マネジメントにどのように統合されているか
を記述する

「ガバナンス - 取締役会による ESG 体制の監督」 34 ページ
2022 TCFD レポート：「気候関連リスクと機会の管理 - エンター
プライズリスクマネジメントプロセス」 8-9 ページ
2022 CDP レポート：C2. リスクと機会 - C2.2

指標と目標：その情報が重要（マテリ
アル）な場合、気候関連のリスクと機
会を評価し、マネジメントするために
使用される指標と目標を開示する

a.  組織が自らの戦略とリスクマネジメントに即
して、気候関連のリスクと機会の評価に使用
する指標を開示する

「環境 - スコープ 1、スコープ 2、スコープ 3 の温室効果ガス排出量」 
48 ページ
2022 TCFD レポート：「気候関連の指標と目標 - 指標」13 ペー
ジ

b.  スコープ 1、スコープ 2、該当する場合はス
コープ 3 の GHG 排出量、および関連する
リスクを開示する

「環境 - スコープ 1、スコープ 2、スコープ 3 の温室効果ガス排出量」 
48 ページ
2022 TCFD レポート：「気候関連の指標と目標 - スコープ 1、ス
コープ 2、スコープ 3 の温室効果ガス排出量」13-14 ページ
2022 CDP レポート：C6. 排出量データ - C6.1, C6.3, C6.5、

c.  気候関連のリスクと機会をマネジメントする
ために組織が使用する目標、およびその目標
に対するパフォーマンスを記述する

「環境 - 温室効果ガス削減目標」 45 ページ、「温室効果ガス削減の
進捗」 45 ページ、「スコープ 1、スコープ 2、スコープ 3 の温室効
果ガス排出量」 48 ページ
2022 TCFD レポート：「気候関連の指標と目標 - 目標」 15-16
ページ
2022 CDP レポート：C4. 目標と実績 - C4.1a, C4.2, C4.2a, 
C4.2b, C4.2c
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取締役

経営陣

ダニエル・P. エイモス
アフラック・インコーポレーテッド  
会長兼最高経営責任者

W. ポール・バウワース 
ジョージア・パワー・カンパニーの 
退任した会長兼最高経営責任者

福澤 俊彦 
中央日本土地建物株式会社 
特別顧問

アーサー Ｒ . コリンズ 
ザ・グループの創業者及び 
マネージングパートナー

トーマス・J．ケニー
ゴールドマン・サックス・アセット・ 
マネジメント社 
グローバル・フィクスト・インカム 
元パートナー兼共同代表

ジョージェット・D. カイザー
ザ・カーライル・グループ  
オペレーティング・エグゼクティブ

キャロル・F．ロイド
公認会計士
アーンスト・アンド・ ヤング LLP の 
退任した監査パートナー

森 信親
株式会社日本金融経済リサーチ  
代表取締役

ジョセフ・L. モスコウィッツ
プライメリカ・インクの退任した 
エグゼクティブ・バイス・プレジデント

バーバラ・K. ライマー  
公衆衛生博士
ノースカロライナ大学チャペルヒル校 
ギリングス・グローバル公衆衛生学部の
名誉学部長兼卒業生特別教授

キャサリン・T. ローラー 
プリンストン大学名誉副学部長

ダニエル・P. エイモス
アフラック・インコーポレーテッド 
会長兼最高経営責任者

フレデリック・J. クロフォード
アフラック・インコーポレーテッド 
社長兼最高執行責任者

マックス・K. ブローデン
アフラック・インコーポレーテッド  
エグゼクティブ・バイス・プレジデント
兼チーフ・フィナンシャル・オフィサー

チャールズ・D. レイク二世
アフラック・インターナショナル社長
アフラック生命保険株式会社  
代表取締役会長

古出 眞敏
アフラック生命保険株式会社  
代表取締役社長

ヴァージル・R. ミラー
アフラック（米国法人）社長

ブラッドリー・Ｅ . ディスリン
エグゼクティブ・バイス・プレジデント 
兼グローバル・チーフ・インベストメント・  
オフィサー  
アフラック・グローバル・インベストメンツ社長

オードリー・ブーン・ティルマン
アフラック・インコーポレーテッド  
エグゼクティブ・バイス・プレジデント 
兼最高法律顧問

J. トッド・ダニエルズ
アフラック生命保険株式会社  
取締役専務執行役員  
チーフ・フィナンシャル・オフィサー

Ｊ . ピート・ケルソ
アフラック・インコーポレーテッド 
エグゼクティブ・バイス・プレジデント 
兼グローバル・チーフ・インフォメーション・
オフィサー

二見 通
アフラック生命保険株式会社 
取締役専務執行役員  
チーフ・トランスフォーメーション・ 
オフィサー  
チーフ・デジタル・インフォメーション・
オフィサー

吉住 公一郎
アフラック生命保険株式会社 
専務執行役員 
営業・マーケティング、提携戦略統括

森本 晋介
アフラック生命保険株式会社  
取締役専務執行役員 
コーポレート、人財マネジメント戦略・
総務統括
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Aflac Incorporated (NYSE: AFL)

For more information about the Company, its SEC filings, 
including form 10-K, or this report, please contact:

Investor and Rating Agency Relations

David Young, Vice President  
ON THE INTERNET:
investors.aflac.com
BY TELEPHONE:
+1.800.235.2667 or +1.706.596.3264
BY EMAIL:
aflacir@aflac.com

Shareholder Services

For information or assistance regarding individual stock 
records, dividend reinvestment, dividend payments, divi-
dend tax forms, or direct deposits of dividend payments, 
please contact:
ON THE INTERNET:
https://shareholder.broadridge.com/aflac
BY TELEPHONE:
+1.800.227.4756 or +1.706.596.3581
BY EMAIL:
shareholder@broadridge.com or shareholder@aflac.com

Aflac Incorporated  
1932 Wynnton Road
Columbus, GA 31999
+1.706.596.3431



「人財を大切にすれば、人財が効果的に業務を成し遂げる」　-　アフラック・インコーポレーテッド会長兼最高経営責任者　ダニエル・P. エイモス
以下は、25 年以上にわたってご契約者とお客様を大切にしてきた1,003名のアフラックチームメンバーの一員です。*

* 2022年12月31日時点


